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『千曲高校』そ・こか知りたい
（ユ　a n d A

Ql r千曲高校」はいくつかの学校から、出来たと言われていますが？

A．「上田市立高校」が昭和2峰に「県立上田千曲高校」になりました。

それまでの歴史を、堕妻とともに見てみます。

女子部

上田実家女学校

大正9年

昭和23年　　　　　　昭和24年

上田市立高校－些亘上田千曲高校

市立商工－市立上田工業　　　市立商］

昭和17年　　昭和20年　　　昭和21年

つまり、女子部イ市立高女」と、男子部・「市立商工」が昭和23年に一箱になって「上田市立

高校」になり、その翌年紫二塁垂’の上田千曲高校になりました。

その経過についてはq　頁に記しました。

また、「上田工業高校」が一年間だけ存在したことも特記すべきことです。（園監事撃頁に）

※長欄では醜名の凱「鮎」と、つけずに長班r上粁曲踊」と。

敢l朗奥禽獣今の触他動己も，ち
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≡Q．2「校章」はどうして■制なのか、そのデザインの意味は？

A．江戸時代の上田城の城主「松平氏」の家紋であるJ艶を、ヒントにしまし

た。

昭和23年、職員会議で県立の高校にふさわしいものにと学校全体で考えました。結局、商業科

の西沢豊教諭が考え、デザイン化したのです。

二型二は上田城主の松平氏の家紋からとりまし

その校章のデザインの桐の糞の3枚は、工業科、

商業科、
・二・°打空目

を衷しています。

また、左右から伸びる些望型盤は女性の優雅さを、　五三の桐　　　　V

さらに型望壁は、美しさを衷しているのです。

主菜当時は「家闘」であり、蜘38年に「家“針机と別れた「　　　　　　松平氏の家紋　　　　　校章

【桐の紋について】

桐の紋章を用いたのは、古い中国の思想に基づいている。伝説によると、刑の木は明君の出

現を告げる烏と言われる「鳳凰」が好んで集まる聖樹とされており潮：「絹と凰師・る」掛ある親こ批め）、

王者を祝福する「めでたい木」でもある。

日本では足利氏が朝廷からこの「桐紋」を賜った、また、織田信長、豊臣秀吉も桐紋を用いた。

信濃国分寺（八日堂）本堂の扉には桐枚がある。ということは「松平氏」が関係した建物である

と分かる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ノ冊の軋鮒杜上り）

≡Q．3千曲高校には「軌の名前を使う「会」がありますが、どうして？

A．同窓会館の名称が帽章軌

手　曲　市　だ　生　は　会　斬　W Lr・㍗相　月■－Lj

昭和27年、将来の校舎の新築工事（昭和48年の工事、現在の校舎）費用

などの役にたつようにと、全校で校内に「桐の木を1．300本」植えまし

この時の桐の子孫が現西門の横に一本だけ残っています。

『桐』は上田千曲高校を表すシンホルマーク（校章も桐のテサイン）で

もあり、校庭南西隅にある（電気離改造した）同窓会館を「塑薫くとうよう）虎」と、

また、建築科のOBの集まりでもある建設業の千曲高校同窓会を「建型

会」と呼んでいる訳です。

事務室と図書室の職員や校用技師の崇集まり（親睦仲間）も「型安全」であり、生徒会の新聞は

過と、つけられています。※集まりに苧鮎摘わると恥てtl拓　　　鵬の「絹」については緑した通り心敵組）

た
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Q．4　校訓の「質実剛健」はどのように？

A．初代学校長の掌墜壬∫且の考えによるものです。

「一曲■各校の初代校長高野豊文氏は、まず「校訓」をつくりました。

実科女学校の「動学を喜び、よき家庭人となるべき」、また、商工佼

の「要請に応える技術、そして社会に役立つために」と、

質実剛健

社会人としての協調性

職業的特質の伸長 妨鶴仔細もんも，た／
品位ある個人の完成

をたてて、学校づくりに必死たったのです。

高野校長は全校集会にこの「校訓」を熱ぼく述べ、あまりに真剣になり過ぎて長話になってし

まい、女性徒はバクバクと倒れたと言われています。

…Q．5「上田千曲」の校名は、どのようにしてついたのですか？

A．信州を代表する⊥王塾揖⊥の、その川の近くにある学校であるからと…。

昭和24年、県立移管になり「校名」をどうするのか、当時としては地名を校名にする（吏鮎にあるの

で“船”醜、上田如地、松凱あることから“上醜”剛と）のが「般的でした。当然、「中之条」の名も考えられまし

た。さらに上田城の南にあるからと灯雨域」との名前も出ました。

また、上田城の旧名「尼ガ淵城」から「尼力淵」高校の名も候補に上がりましたが、これらは

全国に例がある校名であり、信州およひ上田を表す名前としてはしっくりしないと悩みました。

結局、PTA会長でもあり、上田市文教委員の島川貞次郎氏が学校の近くを流れる「千曲川」

から『王塾』としたいとの提案で、決まりました。

「この名は県下にはなく、かつ『千曲rq川は長野県の代表でもある」と自信を持っての校名と

言う訳です。

※こ打紺」という高跳は、餌畑柑細踊“上醜軒髄であり、やは化粧こ璃校名は伽れたのです。
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…Q．＄「校歌」はどのようにして、また、作詞は誰が？

A．昭和2峰、壁旦昼圭氏が作詞、「酬全体の青年に託された素晴らしい」歌詞

です。

校内で歌詞を募集したところ、当時家庭科の1年生だった上羽旧識・塩沢）貞子（現千曲高職員）さんが当

選しました（今でも貨状が残っています）。

しかし、もっと格調のあるもの、信州を代表する歌言利ことの願いと希望により専門家に依頼することに

なりました。

市村文一（音楽）教諭の恩師でもあります折口信夫

（歌人でもあり・古典、古代史・万葉集研究者）氏が万

葉集の研究で信州に来た折りに、高野学校長が圧迫生

壁堕したのです。

こうして出来上がった歌言副ま、信州全体の青年に「将

来と希望を託されたもの、垣壁選氏の作曲とあいまっ

て素晴らしい削1校歌』となったのです。

岩槻の「柑」か正門を入ったロー‖一絹針糾ますい
・●■巾偏、、中象り小石疇

■離職Jtt一明巳．

…Q．7　スポ＿ツで翻した人は？

′く．′クにLu並みか広がる眩門

（え・同校軟論、片桐　昭）

A．ォリンピックに出場した廻壁塁さん（昭和46年家政科卒）

テニスで昭和24年に東京大会に出場した花岡和儀、安藤功（胱26年季）、国体に出場の※テニスの宮沢ハル

（踊25年）、卓球では春日明（約26年）、ホーリング（乎朗年、据脈）、全国高校選抜スキー大会で由井孝文（大回転）

（平成9年）など、頑張った選手は多い。

なんと言っても　シ即納ら）耗江さんが筆頭でしょう。

1976年のモントリオールオリンピックに走り幅跳びで出場。

第35回東京陸上競技選手権大会では女子五種目競技で優勝。

第56回日本京陸上競技選手権大会・ミュンヘンオリンヒック

代表選考大会では、女子五種目競技で　2位。

と、大活躍をしました。

その時の写真、新聞記事や貨状、トロフィーなとが学校に残っています。　波線荘

※ス紅川嬬配頼経魁記亡R（踊書跡：ある、鰭刷睨粧艶：。．　一等ざ

尾上の触鼓軋恥7乳　恕腰細は．辟・びほ．
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…Q．8社会で耕ししている人は？

A．非常に大勢おはす。

ここでは珍しい仕事、実練の三人を（著作など）。

昭和27年機械科卒の坐堕＿選さんは「警視庁科

学調査研究所」に勤務。「文沓鑑定」の仕事で

「印鑑」のスペシャリストです。

著書にr印鑑・署名の照合技術と窓口係りの実

際j（折州杜）、打ニセモノの科学」、打ハンコ、はん

こ、判子J（以上、中畑靴）があります。

小齢んからは、用い出の記』掩せられひます。（1打頁）

京島知力りトlこも（屯緬鴫野）

滝沢喜和子（帥35昭郎卒）さんは「童話作家」とし

て知られています。

菜rかくし神様」（信鋸踊）、『信州のこわーい話』（鮎摘）

信濃毎日新聞夕刊連載『おじいさんのたからもの』

「草笛」を夫婦で吹くことでも知られています。

壁さんは雑駁・鯛先的珊抽なのです。

沖田まさみ（踊14喉柵修榊）さんは、嘉r大馬車（クーチョ）に乗せて」を自主出版されました。彼女は昭

和19年に満州（中国）に渡り、飯何県大和村開拓団に入植したのです。そこは、地獄でした。

「ほうり出されて、北満州の荒野を逃げ歩いていた、町こんな馬鹿な話はない、いつか皆なに真

実を知らせなければ』．と、「まえがさ」に書かれていますが、中国の荒野を逃げ、さまよった大変

な思いを短歌にして平和を訴えています。拝読してジーンときました、ぜひ一読をお勧めしま

す。

三人の本は同窓会事務局にあります。　　　　　　　　　　　　　狭間宕会糊局に椚“細”されました。

ある夏山登山（合宿）

1年生夏山r合宿．を平成5年までおこなわれていた。「唐松登山」を夏休みに入る前後に1泊2日で実施

をしてきた。
（菅山）

昭和62年は菅平の合宿、2日目に折岳登山が予定されていたが、朝から

ものすごい大雨、結局肇山は中止となユた。

ところが9時頃になるとその大雨もすっかり上がり、上天気となった。

そこで、武捨茂三郎登山隊長は決断。

「全員、ホテル前に集合！（散歩の出来る支度で）」と。

つまり、菅平の高原（高珊菜や〃トの捌）を9クラス・360人で数珠つなぎに

なって見学散歩に行こうというわけである。

こうして、とにかく菅平の高原を一周した。　※首相平で夏絹鵬こ左われていた。

－　5　－
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≡Q．9クラブの思い出は？

A．自分たちで新しいクラブをつくったこと。夜のユ旦堅固まで練習した。

入学した昭和30年に柔道部をつくった。拉初はグラウンドの芝生の上で練習をしていたが、l－とを15枚

ほど買い、購買部の脇に部屋を造り、そこを部室、練習場にした。

夜は（先輩がいないので）警察へ行って練習をした。無我夢中、とにか

くやる気があった。　　　　　　　北川量三、黒岩袈裟寿（粕33年空）

学校では野球しかやらなかった。壇適堕過ぎに帰宅することもしば

しば（家は平原なので電車通学だった）

昭和34年の夏の県大会、準優勝した塩尻高校戦は5－3で負けたが、

悔しくて今でもその試合は覚えている。林　明男教諭（鞠3錘脚車）

水性の吼駄頗k．　〔緑魁副より 脇付恐車．嘩生嶋の野琳

ぎQ．10上田千曲高校には、「同窓生の先生」が多いそうですが？

A．現学校長の香山昇久先生く剛棚脾）をはじめ⊥リム⊥おはす。

tti

昨年（平射年3月）までは杉崎　斌学校長（蜘31年、横断卒）も同窓生でしたし、現校長の香山昇久先生も昭和34

年卒業の同窓生。　同窓生の学校長が2人続いたことになります。

上羽貞子（糾）、　問間俊文（8舶）、大地勝利（餞鮒）、大川秀一（饅舶）、香山昇久（字鮎）、沓掛延幸（風船）、

春原浩一（電子抽斗）、清水高市（脚）、閑　弥州武（鮒）、西沢興一絹子紬‡）、林　明男（瞞）以上目名．

県下でも本校は、“同窓生”の職員に対して占める割合は多い方で、後輩のために力が入いっています。

昭和25年爪繰の先生と生徒たち。左から二

人日が上訊く伯・鶴剖貰い鳴かも洩軌鳥．

一群昨年一

（餌も祇鳩巣簿乾‘′は食渦触り

盲ノミ
山も刊E島併走

輌頗些
■　■■　■■■■■■－il■■■

地　）適評と
塾生

－　6　－



Q∴‖F制に書かれた人（同窓生）がいるそうですが？

A．岡部千枝子さんの「生き方」が、r恋文Jという本になって出版されました。

昭和16年（1941人上田実科佼専攻科を卒業した岡部千枝子さんは切原国民学校に赴任。

翌昭和17年陸軍中尉・井出重蔵氏と結婚して満州（中国）へと渡りました。

一年後の昭和18年に満州の吉林省で死亡（享年24歳）。

その彼女が昭和16年から結婚までの一年間、婚約者に送っ

たr44通の手紙（恋文）Jは戦時下における「時代の証言と

愛」として、教え子や同級生に大きな感銘を与えました。

そこで、教え子が「千枝子先生の生き方と足跡」として、

その“44適の手紙’’をまとめ、

F戦時下を駆けぬけた女教師の到《恋文》

と、一冊の本にした（手紙を再現）もので、感動の主文です。

宍夏服会事粥で観田紛って別ま丁、糟糾どう㌔

ぎQ．柁最近のr千曲別はどうですか

キ妓手放と呈㌔象■

A．今年（臣閲）は、例年の10月の開催より早く9月に。しかも運動会はなく、金曜日

の午後の校内票と土曜日、日曜日（一般開放）の3日間。しかし、内容はよく、三三三

三に取り上げられました。

最近の千曲祭は千曲デパート、食堂が縮小されています。一方、崇昭和63年から「クラス（展示）発表」が

加わり、製作物や研究発表などよいものがあります。

「校内祭」のステージ発表は、かつての全クラスの出場から希望クラスやクラブとなり、やや寂しい感

じです、しかし、内容はアップしているのです。

全校企画として、平成6年から「空き缶」や「牛乳バック」による大絵画・立体物などが企画・実行さ

れて人目をひいています。

特に今年はさ11，000佃の空き缶による大絵画（高さ4m、掛）は好評でした。また、地元の有線テレビ（UCV）

に「カンボジアの取り組み」が取り上げられ「25分番組（千路かおお川宣伝されました）」で放映されました。

月曜日の校内祭の一つの「運動会」は、生徒にはあまり人気がなく、今年から中止となり、千曲祭とし

ては一日短くなってしまったわけです。

来校者（堵さん）は、例年3，000人前後（小学生と保護者が多い）

ー　7　一
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‡Q．13文化班の活動で、目立，たものは？

A．最近では商業科の「翫己軌が、全国大会で優秀賞。

昭和46年には地学班の研究がr黒知事賞」に輝きまし

平成6年、全国商業高校英語スピーチコンテストに出場（大親子、平射絹真抑え

入学時から毎朝授業前の一時間、「商業簿記」の特訓・猛勉強、平成8年8月にその成果として、また、

目標でもあります束京で行われた「全国高校新己選手権大会」に県代表として出場。

個人の部で“上位20傑”に6人全員が入賞。団体でみごとに

顧問帯芯鶴亀先生（鮒のスベシ，・冊に指導を受　∫

けて家政科の13名の地学蛙のグループは、「塩田平，‘

は、かっては湖の鹿であった」という『塩田平の湖さ

成層の研削で県知事賞や学生科学賞に。

昭和36年のこの名者の記主副ま『千曲高校60年の記

念誌いこ記載されています。また、当時は新聞に数

回掲載されるなど高校界のビックニュースでした。

その賞状、叢写真、研究論文が今も理科室に残って

います。※写真や13名の名酌残っています。　　開脚は瞬頁に

r優秀賞Jの栄冠を得たのです。

五万年揖前の酎判ま補

l一蟻調査から相最l
lHT鉦1炉」沈∴畑㌍

・十，■

－）　■■；

一二」＿」」1

鶉蜘し危畑地舟らち伽細他如撤血相已iL毒

唱和強電に折恥．′

勧確、守戎6割鴎・…－

∫

幽盤のコント降臨青に

…0．14学校は日曜と休日は、全く休み（校舎が無人化）ですか？

A．平成8年から第2、4の土曜日が休み。なにより学校が無人化（I胎蜘‖システムに

よ柑‡、紬的く飽こは雛も居ない〉となっています。

旧校舎時代は淑宿直（2人で舶）があり、夜中に校舎内を巡回するのたが「0番教室の廊下は痛んでいて、歩

くとギーギーと音がして、自分の足音に怖くて（もっとも男子が力を入れて踏み締めると床が抜け落ちた）」

と。※舶搬は恥5年楓上、贈（叩）にレ人は管臥糾－たものでした。　　　　　　　　　　同艶の噸逼当靭越と朗の思い出」

ところで、新校舎の管理は平成になってから、前述の警報機による警備システムで警備会社が警備。学

校は夜と休日はまったくの無人化となったわけです。学校が崇学校らしくなくなる（人がいない）こと、その

警報機を操作（セットと隋）するわずらわしなと心配しました。機械警備化した数カ月は慣れるのに大変でした。

帰宅する時に、この警報機をON（セット）するのを忘れたり（棍して気州き掛Uターンしたことい、出勤して警報機をOFF

（隋）することなく入室してしまい、5分後に警備会社がとんで来たりのハプニングが。

休日にはクラブ活動が体育館やグラウンドで行われていますが、校舎内へは入れないのです。

※かつてのように脂増郎脚明くなって鮒などは願には紬小、生徒や卒別が帥てら軌のときか多い鞘と柚で凱い。
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山巣立”になれるか？

令主曲高の前身が廃校の危機伊竹

そして、県立高校として

昭和22年当時、上田市には女子の「市立高等女学校」と、上田市の強い要望による実業学校の「市立商工

学校」があった。

学制改革に伴い二校を統合して「市立高校」としようとしたが、市では三つの中学校を建設しなければな

らず財政的に問題が有り、困難であった。新学制準備協議会の鼓終結論の会議では廃校とする意見が

多かった。当時市議会文教委員の島川貞次郎（議長）氏が、

「県立に移管すれば在置（存続）の可能性がある…」

との案を出した。

その案にて、すなわち二校を「合同高校」としての県立に移管するという事（希望）で進められた。

島川久

あ　の　こ　ろ

昭和19年に入学、入学時代は材木町に学校があり、勤労動員で笠原製糸（現笠原工業）へ。そこで木

製の飛行機を造り、この飛行機を地上に並べ戦力があることを示した。

都会から多くの転校生があり、彼らは「税極性」があった。クラスでは靴での通学者は1名のみ、他

は義盛であった。迷珪重野関西重宝重臣も全見下姐で行った。

昭和17年に商工学校へ入学、小県蚕渠学校（現上田東高）の蚕室

を借りて半年、東小学校に1年、さらに上田市立東国民学校へ移っ

たが、校舎はまだ新築工事中だった。勉強より戦争のための動労動

員、授業は1週間に一日ぐらいだった。学生服は配給で、クラスに

3着ほどで、クジ引きで争った。

食べ物がなく、弁当はコッペパン1コ、農家の同級生は米の弁当だったのがうらやましかった。

佐藤次雄（昭和20年卒、建封酌
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感性田千曲高ストト

3つの学校の1人の校長

昭和23年に「商工」と「市立高女」が合併し「市立高校」となったが学校長をどうするかで時間がかかっ

た。

っまり商工の綿林校長（男子部）か、それとも市立高女の一志校長（女子部）か、どちらが新しい校長とな

るかで難行した。

結局、市立高女筋（一志氏の後輩である）の組合立塩尻高等学校長の高野畳文民を市立高等学校長とした。

その高野・新校長は昭和23年9月18日付で

上田市立高等学校長　兼　上田市立高女学校長　兼　上田市立商工学校長　と3つの学校の学校長の辞

令があった。

そして、高野校長は、10月18日、上田駅10時13分の列車で到着した。11時に学校正門へ着任した

健を細片）　　理科皇

枚点

〇番教を（H凧J細む

HR古根拒　絶虐

＿三三∴てヂ竺‘チ■ご＝ヒ†

唾棄串摘斐租　▼80

教皇隠寺だ工事中．／『声J
一・．‾　　＿＿＿‾　　　▼、　　　　　　　▲　▲　　＿■

（1）ヱi『

昭和13年4月、市立商工学校本科（3年間））として建築科と

商業科を設置した。

生徒数は合わせて300名。

商業科→私立上田大原簿記学校（東京大原学校分校）を使用。

ニ空讐空県姦発酵（現●上根高校）を使用していた0

昭和18年4月には、上田市立東国民学校（材木町）の新築工事中の二時の教室を借りて捜業をし

た。しかし、二階へ行くにはハシゴを使わなくてはならない。その上、教室では大工さんが窓や壁を

旭っていた。
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飛行場跡へ「上田千曲高校」を

男子部の移転と格納庫教室

前記のように女J’・恥商女畑も先に移転をし、その後をリjイ欄；tl牡l＿畑ミ移転した。

F日記」凪に見ると

昭和23咋9月、綿林商工校長は赴任日から引っ越し準備。

IU川3l二1、1ノIl」は本格的引っ越し作業。

15日に完‾了。

16、17日は教室酬刊了。たたし、lU川こiL＝佃ま大格納購k惟工軋　長． 亀）
落成式を11岬から行っていた。また川け1L＝こは、女子師ま一志校長の「送別会」を父兄会と肘腔

で開いた。

川川6日は、女イ・部で校庭運動会を行っており、・．志（化）校長は来賓としては席している。

男子部の教室は大格納庫であり、lUJJ2UHには全ての移転は完了　した。

生徒会はこうして

生徒会のスタートは『生徒大会』という、これは生徒集会、そしていよいよ活動開始なのである。

生徒会活動のスタートと活動内容をやや細かく紹介すると、戦l打にはr生徒会Jと称されるものはな

く、r校友会J（親睦が主な目的、県下でも定時制などこの名称である）

また・自らの自治ということで「自治会」、これは組織的な意味を持つ。ところが「自治」の名は旦

量生には不適当ということでr生徒会Jに改められ左。

昭和23年10月、男子部の移転完了にあたり、10月20日に女子部との「対面式」が行われ、その後「H

体派遣選手の壮行会」か「壁左全」の名で催された。

その後、生徒会の発足に向かって努力が重ねられ、昭和24年2月17日に『第一回生徒大会肌生徒総会

と呼んでいない）が開かれ、会則が審議され、満場一致で可決された。

会長（1名）、副会長（粥女各1そり、古記長く1名）、刷．1㍍上長（1名）

有ノノ候榔者が大勢で激戦、接戦となり、またその後の議題もあり、遅くまで白熱の議論が行われた。

ちなみに、24年度の生徒会の主要行事は、

・学芸祭（2学期）

・クラスマッチ（5月、10月、2月には男子サッカー、女子′、スケント）

・遠足（6月）

・校庭大運動会（10月）

・バザーと展覧会（「学芸祭」と同時に行う、これが今日の文化祭・千曲

祭の校内祭の前身であろう）
・弁論大会（10月、崇校外弁論大会の予越）

●音楽会（3月3日）　　　　　　空は「糾陰大島．々．r繊」

も悉った・・‥．
この時の生徒会費　50円

※校“外”柏大会とあり、予選というと外酢もこ納れるその大会へ棚朗会であろうり　　　　ヰ納会kつ小職33t－ぁの3Jk．
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二番ゆ訃仙ニ
，・、Ⅶ両州軋
り

腔立高校は男子部と女子軋椚岬、簑箆の即‾　仙山帆．．示J
前記のように10月18日（月）には新校長の着任、歓迎と束面式が行なわれ、4月1日以来、男子部と女子

部の職員は初めて一同に会した。

初めは、商工（男子部）と市立高女（女子部）は　対立意識が強く、年間計画も別々、時間割の組み替えも

せず、男女両部に分かれて授業がされた。

そこで、11月8日には「商工」と「高女」の親睦をはかるため「野球対抗方式」を計画した。（時間で3イ

ニングで打ち切った）

また、11月11日（水）には　職員懇親会を開き、かつ、全職員で合同の記念写真を撮った。

しかし、両校職員はなじまず、職員会議の席も男子部、女子部と色分けされて座っていた。

3学期の始業式まで別々であった。

結局、2人の教頭（高女の遠藤教頭、商工の池田教頭）がいたのを、上田松尾高校から坂下教頭を迎えて1

ミシンの史軌て鴇も出す・・・・
l

言二二‾＝‾一一－・　－＿「」＿し＿．．＿▲＿－＿1＿　二二1‾・1

帖「‾叫再∴ぺ‾J　㌫二村云＝

飛行場跡（中之条の現・グラウンドの地）に市立高女の女子部が移転してきた。

その年の12月のこと、講堂のベニヤ12枚、板戸4枚が盗まれ、炊事場にも被害があった。

市立高等女学校と市立商工学校が統合して市立高校しようとしたが、上田市では新しく3つの中学

挙三三二二二∴二三‾‥十　彩二・Y亘逮
最初は商工（男子部）と高女（女子部）は仲が悪く、年間計画も時間割も別々にやった。

職員会議も、先生方の席は男子部と女子部と分かれて座っていた。
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男女共学の心配 ＝≡≡≡コ
男子部・女子部の並立（行事も教室も異なる）のため男女共学はまだスタートとはいかなかった。
「0番教室（家庭科）前を通るのに道の反対側を歩いた」　と男子生徒．

「女子と一緒、クラブ活動が一緒に出来る、青春そのものだった」との男子生徒の声も、

その男女共学について教師や保護者も心配をして昭和22年7月16日女子部（高女）がクラスアンケートを行

なった。

共学に　　賛成　○　　　　生徒19名　　　保護者17名

反対　×　　　　生徒　7名　　　保護者　7名

また、昭和24年5月24日に社会研究班がアンケートを全校で行い

800名の回収者

共学に

意外や、反対が多いのにびっくり。

【校地内の埋蔵文化財】

旧校舎撤去にともない、この付
近から土器類が出ているとのこと
で、昭和51年7月18日から8月6

日間の発掘調査が行われた。

賛成　0　　　46％

反対　×　　　　40％

保留　△　　　11％　哩慨にて（え・・2年1臥由井先取）50年

蒜も論完ご藁晶蒜i詣蒜けて発掘した：モ＝′　髄ヒ欄埴机鼠．
その結果、大要（かめ）胴部、弥生式土器、土師器の破片

が発見されたが、いずれもすでに撹乱（破壊）されていた。

飛行場建設工事とその後の破壊が激しく、文化財の価

髄鯛が料東独が

調査責任者は塩原松美学校長、　h
本校社会科の奥口松巳、小林幸好

教諭、さらに猪熊啓司教諭と考古

壇は生むと結論付けられた。

巨星蔓生　　　　　　　　　▼

昭和23年、県立の高校ならOKということで「高女」と

「商工校」の合同校（合併）となり「上田

市立高校」となった。

中之条の飛行場跡にはまず「高女」（女子部）が移転した。

10月に「商工」（男子部）が移ってきた。

、ご‾l決意1こ：‾

S26年

12月に猛吹雪で大格納庫教室が急に傾いた。

格納的戯　沙変態…い

1週間臨時休校。

学校長はこの機会に「校舎が欲しい」と県へ訴え、新築してもらうことになった。

－13　－
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鵬　▲　酬■脚笥㊥謡慧
モ　ヽノ組　′bHL山、

サリ二二二∵‾二■‾‾∴L一一二．こ．．＿⊥・・．▼二＿二∴ニ＝二二二一iふ・・・一丁蘭■

先進性とビタミン組（男女共学）
、，1冊Ⅷ腔」

高野新校長が着任し、千曲高の前身・市立高校は昭和23年11月に校務分掌が発表された。

この分掌の職員の名列順が50音順であった。

当時は、職員の名列は年功序列型であったから、これは当時としては先進的であった。

教務部　：部長　　　　高野校長

：副部長　　　池田（教頭），遠藤（教頭）

：教務係　　　北沢，小林ト，清水タ・…‥

となっている。

一方、生徒達は実際の授業は男女共学は商業科だけ、他のクラスはクラブと生徒会活動のときのみ男女が一

緒であった。

昭和26年度新入生（1年生のみ）から男女混合編成のホームルームを試みた。

すなわち機械科の半分と家庭科の半分を組合せてA．，AZとし以下建築科、家庭科2組とで

Bl，B2，Cl，C2，Dl，D2のクラス名で呼び共学をスタートしてみた。

このクラス名科を旦夕ミンクラスと呼んだ。

しかし、授業その他の面で不便であり、この試みは1年しか実施されなかった。

賛習性件巣、学級逸り払え
掬群如紬車象習コース

昭和23年10月に高野新学校長を迎えた。

商業科のみ男女共学であり、授業は男・女別々であった。

≧蓋≡≡：璽寧句

昭和2鯛も高女（女子部）は兵舎の0番教室（校門を入ってすぐ右）を。商工（男子部）は大格

納庫を区切って教室（真ん中を講堂）として使った。

串重商秦整除吏唇喪‡：‡こ

S23年

大正9年にできた上田実科女学校は、昭和18年には上田市立高等女学校となり、上田東小学校に半

年、その後、上田一中の校舎を借りていた。昭和23年には商工校と合併となり、追い出されるように

中之条飛行場跡（現在の千曲高校の校庭）へと移転した。
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二‡苧こも
J、

畑 ＝県立完全移管祝賀式

「学校開放」それが「千曲祭」へ

昭和28年に、千曲高校の県立完全移管祝賀式が行われたが、それにあわせて「第1回学校開放」が催

された。第4回（昭和31年・創立40周年記念として）も盛大に行われたが、毎年の実施はエネルギーを

あまりに使うので、今後は「学校開放」と「運動会」を交互に行うことにした。

特に実斐高校の特色を生かした「学校開放」は市民、地元の人々に好評で5pOO人の来校者を得た。

昭和46年から「千曲集」（文化祭）として一本化された。

丁
▼－‾工

作射寺杢牢■幸三 篭　枚 墟
一・も頼長

（上田缶血鳥廿）
ま．tD～ii

棉林塊
吐田商工）
も．11～li．

あ　の　こ　ろ

●S38年　久保田　効　く電気科）●

「電気科の三期生。実業校のウケはよく電気科の教室の壁は求人案内でいっぱいだ

った。担任の上野郁夫先生（数学）はよく世話をしてくれた」
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【当時の思いで】　　（）は、旧姓。敬称略。
昭和50年毎日新聞F高校風土記」より

①S21年　三井みさしく本科）

「防空壕を掘り、落下傘の糸よりや、亀川地区の関空に当たった。標準服は、モンペ。よそ行きの

絹の着物をこわして作った。カスリやシマで柄も色もバラバラなの商蹄春子先生は洗いジワやポタ

ン‾つにも蹴して見事なものに仕上げた」摘抽馳Ⅷ㌧／せ

②S21竺中村萬亀男、金井光幸、竹内這直（上田工剋　　　　っ芋蔓完

「授業は週に一日、他は学徒動員で工場に行き飛行横の部品を造った」　。。

「工場には先生がたまにしか来なかったので千曲川へ水泳に行き中洲で昼畳をした」

③S21年　滝沢（山城）るり江（本科）、大塚みわく本科）

「一志校長は規律に厳しく、上級生をたてるよう礼儀を説いた」

④S21年　四条（滝沢）圭（本科）

「現在の清明小学校の脇から格納庫の校舎に移った。

政見鼻なところだった。

S23年には男子部が移転して来た。

珍しそうにジロジロ見た」

⑤S23年成沢秀敏（機械科）普及同触鼻紙　　〆

二、′、、・、

＿＿＿＿＿」堀部貼キ

「商工を卒業し、新制高（機械科）をさらに一年。七っボタンのジャバラ服姿の先輩が復学してき

た。共学となり、軟派ができた。演劇クラブにも女子が入りコーラスもできた」

⑥S25年　久保山悟健薬科）

「木枠にベニヤを張り、緑のペンキを塗って飛行機を二か月がかりで二機造った。大八車に乗せ駅

まで軍歌を歌いながら運んだ。エンジンは他の工場でつけるという話だった」

⑦S25年　手塚　裕（機械科）

「兵隊に行ったりで、先生は30人も代わった。

学校では実習も十分できなかったが工場動員

で物や旋盤、焼き入れなどの知識は得た。

就職に迷い、先生と親しくする間もなかった」

「授業料を払ってイモ掘り（動労奉仕）をした」
え・片親粗製晦

⑨S字5年　篠原幹夫（機械科）

「F駄足き。ポロ服で渡り廊下を傘をさして歩いたほど。長髪禁止なのに卒業間近に長くしてしか

られた者もいた」

－16－
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千曲高校新聞から　r梱Jへ

昭和21年3月15日付で新聞班が「校友会報（城南会報）・第一号」が発行された。しかし、こ

の「校友会報」は半月後6月15日に「千曲高校新聞」（第2号）となる。

昭和36年には名称も「梱」となり、小冊子となった。現在もこの「桐」の発行は続き『新任の

先生の紹介』『干曲祭と生徒会活動』なと、年2回となっている。

なお、「生徒会誌」として塾が年間の「生徒会活動の総括」と、「卒業生　贈る」などの

内容で、卒業時に発行されている。

㊥S28年　岩巴（柳沢）さし江（被服科）

「入学時の高野校長の講和『校舎は飛行場跡でポロだガ、誇りを持ち、気風を盛り

上げて下さい』ガ心に残っている」と。

①S30年　高井忠史（商業科）

「高野校長（S24年～S31年、社会科）の話は長く、女子は倒れた者もいた」

⑩S30年　堀内（橋詰）きよみ（家庭科）

「ガツガ、り勉強はしなかった。進学したのは一人だけ、自習の時間に小宮山文子先

生（体育科）ガ、千曲川の堤防に連れて行って性の話をしてくれた。キヤーキヤー

いいなガら聞いたものだ」

㊦S37年　小池貞介（建築科）

「運動会でクラスガ連続優勝した時、それを祝

って御所の集会所で、酒を飲んで騒いだ。

皆でかばいあい、犠牲者をださなかった。

退学ものだった。生徒会長や応援団長も一緒だ

った。久保先生には、心配をかけた」

－17－
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【修学旅才子あれこれ】
【昭和24年と平成の比較】

昔は、米持参であった

昭和15年　文部省通達により修学旅行は「制服」でと。

昭和18年　以降は全面禁止

昭和23年　女子部（市立高女）か県外へ

6月l川、lGU一泊2日で糸魚川、親不知方面

米、味噌、野菜を持参した。

昭和21年　6月に夜行出発で奈良京都へ

交通公社から「特別列車」（600名以上の乗客）を使用の勧誘があり、

上田松尾、染谷、小諸の各校3年里

と『千畑3年生』の600名が一列車分を緬成し、関西旅行が実施された。

6／／23　授出先

6／24　朝9．00奈良若授9　00京都へ　泊

6〆25　石山寺　八潮　京都　泊

6／26　朝　出発、上凹6．00着

完ミ　この時も米持参であった

昭和50年代までは修学旅行の事前学習として、

塩田平の文化財巡りを実施していた。

建築科の松本、相馬、藤木先生らが案内説明した。

修学旅行は九州へ、そして沖縄

【平成の初めまで】

屯田瑚障
覚も札て噛き

菅生満ちも，た．

塩眉平の塔も乱撃

平和数百を目玉とした広島を中心にした2学年時の秋用月末、10鋸の修学旅行は、関西（京都、大阪、

姫路、剛11）砺戸内海（瀬戸大橋、琴平詣で）なとを含めて数年掛、た。コースによっては鈴鹿サ
－キット（三糟）、明治村に寄ったことも。

ところで、新幹線が博多まで仲ひ、県内の高校も九州まで足をのはすようになった。

平成5年には　4泊5日で長崎を中J山こした九州修学旅行を実施した、初日は博多か

ら′、スで川上峡泊、2日目はハスで長崎へ。午前中は長崎平和公臥午後は旗別行動

で市内散策。（9クラス一一磯であった）
lもり

惑　この時は膨大な内容の質料つきの「某」であった

あ　の　こ　ろ

機械科1年生の実習の時、旋盤を使って切削加工をしていた。刃を取り付けた台がしっかり固定さ

れていなかったのを知らずに切削始めた瞬間「ビシッ」という昔がして刃が工作物に食い込み旋盤の

軸を曲げてしまった。修理代は当時で何と30万円。（学校で負担した）

2年になり次期生徒会の役員選出の時、担任から「お前は、会長侯輪で出ること。学校へ迷惑ばか

りかけていたのだから」という陰謀にはまり、会長となった。

いまになって思如ばすべて良い思い出だ。千曲高校で良い経験をさせてもらった。

－18一
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巾成7年の2畔　もやはり「長崎」への4泊5日であった。この年は福岡の

「スペ　ースワーノL卜」の体験（・ハかもうひとっの目モとなっていて、生徒はも

ちろん引率職員もこの大遊園地で楽しんた．（費用は約10万円）

移跡こ時間がかかり過さとの声はあったか、生徒は満足であった0

【そして飛行機】

ヤ成8il三にはさらに飛行機使用が可能になり、修学旅行もより遠く・

かつ、新しい内容を求めて沖縄へと変わった。いよいよ、飛行機使用の

時代の到来である「，

沖縄の戦跡をメインに据えた修学旅行が県下一斉に始まり、本校も

その先脚ナとして「3泊4日」で11月に実施された。費用は11万円0

なお、その年（2年生）は千曲祭で「沖縄展」（コ1㌧）を奈学年として取り組

み、みごとな展示で成功であった。獣学年で造った「千羽鶴による“ヒ

メユリの少女”（顔）」は実によかった。

台風の到来の中で

修学旅行ではいろいろなアクシデントが起こるもの。平成4年、広島への修学旅行は出発前から台風の

心配があった「．（染谷高校のように台風のために中止となったも）．さて・台風の到来を心配しながら上田

を出発して一路、広島へと向かったが、台風のため（四国山陽地区に上陸）新幹線は岡山止まりとなっ

たのである。

急遽（きょ）どこか宿泊する場所（ホテルか旅館）をとなった。旅行業者は大変、緊急の出来事への対応

はそれこそ筆舌につくせない苦労があっただろう、先生も生徒も心配、不安であったはず。

幸いどうにか旅館が確保出来た。

やっと食事も間に合ったが、まったく予想だにしない

展開となった訳である。

「緊急なので狭い部屋だった、ゴキブリがいたかな－？」

「でも、かえって印象深い修学旅行になった」

「こんな経験はやりたくたって2度と出来ないもの」

と、当時の建築科2年生は懐かしく語る。　　　　　　　　■lr√‘

●⊥墜狙35年）鮎沢　亨（体育里L●年木板破折

熟思昭和37年卒）は秋田の国体でヤリ投6位入賞0何でも進んでやった0

初めはヤリガ地面になかなか刺さらないで泣いたここもあった0
・決妹の純江く昭和46年度）は、和歌山でのインターノ＼イで五種に3位0走高跳

は、対抗者机、なく一年から全国大会に出た0（円盤では、34m50の記諒も

持っている）　喪71恥明星も与．

●（昭和38年頃）●

4人（フォア）ハンサムの山浦正孝（体育）＼小林　亨（鮎沢になる）、小布施

睦夫（体育）、下村和彦などガし、た0黒板に先生のアタナや似顔絵を苦いたりす

るのガ面白かったこ当時の生徒ガ語った0

小布施先生はオフチャン、藤沢巌堆く機械科）はアチヤコに似ていたから三三

ヱユ≧ム0
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思い出の記

「生徒として先生として」

桃井春子（昭和2年、実科高女卒）

実科女学校を昭和2年3月に卒業、学生時代の望みと夢に向かって努力を重ね教員になる勉強をした。

務めが始まったが、戦時特別措置のため市内の工場に動労動員として、生徒達と働きに行き、学校は週

に二日位の授業だった。

学校内でも男の先生方は、次々と招集になり先生の数は少なくなってしまったため、女の先生方も

「宿直」をするようになり、二人で夜の警備をした。

真っ暗な校舎を身支度をしっかりとして、豆電球の明りで夜回りをした。その時の勇気を思い出して

みると、今ではどんなことでも怖いとは思うことはない。それに、兵隊さん達が敵陣をめがけて自分の

命をも顧みず飛び込んで行く恐怖を思えは、私達の怖さなんか比較にならない。

終掛こより昭和21年4月、陸軍飛行学校用地（中之条の千曲高校の校庭）に移転する事になったのだ

が、まだ全校生徒が移れないので、まず上級生が先発として赴き兵舎の掃除をしたが、とても捜菜がで

きる環境ではなかった。

先生方は本校と「飛行場の分校」とを行ったり乗りの授業だった。雨の日は上田橋を通るのだが、強

風にあおられ傘はキノコ（逆三角形）になり全身びしょぬれ。
一年間は掛持ちの授糞だった。

22年に全校生徒が移転となったが、さらに一年間は職員と生徒により飛行機の残骸や兵器の片付け等

でとても大変だった。

「宿直で学校を回ると、軍服姿の兵士が宿直室の桟にある池の側で、挙手の姿で待っており、ニッコ

リ笑って消えるのを夕べ目の前で見た…」という怖い話も聞いた。

名残りを惜しみ飛び立って行った数知れない飛行士の霊が、仲間に別れに来たのだろうか。

動員時代に生徒とともに泣いた苦しい時もあったが、それだけに、新しい校舎に移った喜びはひとし

教え子（私のクラス）に晶子（現在千曲高校の家政科の教諭）がいる。同窓会に努力してもらっ

ている。

泳主星壁は6恥．

上田柿か育てた学校（え・同棲較戒、片偶昭〕

5）「■嶋融

－瑚蛾　は田市大尉

薇門軌てズフづいじスが‥‥

昭和26年7月から定期バス（スクールバスと呼ぶ）が正門まで来るようになった。

朝と放課後各2台。定期代は1ケ月200円。
－　20　－
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「頑張ったあの頃」

井出冨佐江（昭和18年、実科高女卒）

昭和10年代は実業高校は大変な人気で、入学志望者が殺到していました。

私立「上田実科高等科」は、現在の清明小学校の地に本科と高等科の併設の学校でした。

小規模ながら内容が充実しているという評判のもとに入学しました‥・。幸いに私達の年度から1

クラス増の3クラスとなりました。

権威あるオールドミスの先生方のモットーは、「学校の名誉・クラス及び個人が進歩する」であって、

個々の責任ある活動が望まれ、背筋は何時もシャンと伸びていたものです。

昭和15年は、満州事変から支那事変に移り戦争が色濃くなって、大東亜戦争へと。

各地で国をあげての祝典が行われ、各学校も出場、市営グラウンドで胸を張っての堂々の入場行進、

そして2600人の美しい人文字が描かれました。

全校が1つの輪となって見事な出来栄えのダンス。それもその筈です、放課後の特訓はそれは厳しく

只々緊張の連鏡でした。整列時は社動だにできず、壇上の先生の垂削、目が光り、ぼんやり者がいると小

走りに近寄って来て持っているレコードで頑をコツン・・・。

全ての面で軽率な行動は許されず、常に正しい心構えが要求されていたのです。

スカートで革靴の底を鳴らして誇らしく歩いたのが、大東亜戦争が勃発して、黒色の木綿のモンぺと

下駄へと変身しました。

教育内容も戦争に荷担していかねぼらない時代となっていきました。英語は一切使ってはならず、日

本語に訳し掛、「ピンポン、スカート、バット」など、会話には苦労したものです。

衣食住は創意工夫で日常生活に事欠くことのない教育内容となってきました。文字通り「質実剛健」

吾

の気質が商毒された訳です。

設備も充分でない校舎でしたが、梅の花が香る窓辺や涼しい

プラタナスの木陰で友と語り、からたちの垣根に囲まれたミシ

ン室で友と競いあった事が故笑ましく、私たちを育んでくれた

学舎を誇り感慨深く思っています。　　LL田市古里・在住）

誓慧…獲せ登妄鞄6）一・
4月の新入生（1年生）から、機械科の半分と建築科の半分と家政科の半分を組合わせてAl，

A2．Bl．B2，Cl，C2，Dl，D2としたのでビタミンクラスと呼んだ共学がスタートした

量．∴よ∴
S28年

県立完全移管（上田千曲高校）の祝賀会が行われ、それにあわせて第1回学校開放が行われたd

（千曲集の抱身）

〈運動会と学校開放を交互に〉

昭和31年には第4回学校開放を実施したがエネルギーを使い過ぎるというので、次の年から「学校

開放」と「運動会」は交互に行うことになった。

－　21－



幻巾上即：染筆救
柳町照雄（昭和21年機械科卒）

「上田工業学校？」・・・はて、そんな学校は聞いた事もないし、何処にあったのかなも知られてい

ない。おそらく今の人達は勿論、当時の人達でも知っている人は殆どいないと思う。然し現実にあった

のだ。上田千曲高等学校同窓会名簿を見て下さい。

昭和21年率（1946）F上田工菓学校卒芙生名簿」が存在している。それ以前にも以降にも、校名は出て

こない、ただ一回だけの「幻しの上田工業学投」なのであった。

私達はその学校の卒翼生であり、それも本校機械科第1回の卒業生だ。入学した当時は、市立上田商

工学校で、機械科が新設された時だった。コースは商業科、建築科、賊科で各1クラスの設定だった。

商家出身の私は、親の勧めもあり、商業科に入学した。当時は大東亜戦争の真っ最中で、学校生活も

軍隊式の採用に伴い、登下校の服装は、戦闘帽に国民服、足にはゲートルの着用が義務化され、カーキ

色一色に扶一されていた。また，挨拶は総て軍隊式挙手礼による敬礼方式が取られていた。一日の投薬

は、朝礼の裸体操から始まり、一日7時間授業の中に2時間以上の軍事式訓練が必修科目とされ、軍隊

から配属された教官の指導のもとに、毎日戦闘訓練が行われた。今の生徒諸君には想像もつかない学校

生活だった。

入学してから約1年後，戦争もいよいよ機烈を極め、昭和19年（1944）戦時下、中等学校令により、商

業科過程を廃止するという指令が文部省から発令され、本校もこれに従わざるを得ず、私ども商業科2

年生50余名は、やっと慣れて来た授業だったが、やむなく機械科に強制転換させられることになり、唐

は戸惑うばかりであった。

校名も商業科過程がなくなったのを機に「市立上田工斐学校」と校名変更された。

戦局は一段と厳しさを増し、敵軍29大型爆撃機が頻繁に本土上空に飛来してくるようになってきた頃

に、我々機械科2年生甲乙両組に、当局より学徒動労動員令によって出動命令が下った。7月8El学業

を離れ、上田市内の三重製作所という軍需工場に入所した。

ノ

l●

′　　7′

ヽノ′
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d｝■■－　高野触喪ひちくり

昭和28年、学校に警察が来て「学校にピストルがあるそうだが」と高野校長が調べられた。これ

は、実は池を掃除した　ところ2丁のピストルが出てきたので、これを町の某甥）に渡したためで

あることがわかった。

担．‾．垂．‡‡：三

S32年

昭和32年、景気はどん底でクラスでは11月になっても2～3名しか就職が決まっていなかった。

先生方は県内企業へお古皮回り。交通費はなく、白田・小海から歩いて叩校。
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入所した生徒は工場内の、旋盤、フライス盤、仕上部、治貝、検査部等の各部署にそれぞれ配置され、

軍需兵器増産の使命を担う事になった。朝7時から夕方6時迄、夜勤は夕方5時から深夜12時迄の交替

勤務。学徒の唐は工員の人達と一括に機械油にまみれ真っ熟こなりながらも、国のためという使命感に

燃えて、本当に一生懸命に働いた。

こんな生活が1年3か月続き、昭和20年8月15日（1945）終戦と同時に解放され、学校へ復帰する事が

できた。

しかし帰って来て見た学校は，校舎も校庭も戦時中、工場として撤収利用されていたため見るも無残

な荒れ放題、我々の教室は、強制疎開のため校舎毎取り壊されていた。

ガラクタだけが放置されていただけだった。それから生徒全員で後片付けに追われる毎日が掛、た。

戦時中は本校の教師も軍隊に招集され、年配の教師以外は殆ど残っていなかった。同級生も何人かは

志願兵として出征して行ったので、授業再開の目途がたたず、その後ぼつぼつと復学し2か月ぐらい後、

授業再開になった。教室はなんとか確保できたが、机も腰掛けもなく、やむなく延を敷いて座学で授業

を受ける状態だったが、学校の復活はどんな条件下でも、我々には大きな喜びせった。

そこへ、また大きな問題が持ち上がってきた。

戦時中当局の圧制により商薬科廃止を余儀なくさせられたのは、つい2年前の出来事なのに、それが

敗戦となって時代の状況変化に伴い、商業科が必要となった。それでもはや機械科は不要の事態となっ

たという。

ある日の朝礼で、校長より「本校に商業科を復設して、娩械科を廃止することに決定した！」との独

断的な発表があった。

我々生徒はこの発言に非常に憤慨した。早速、蘭鋳斗生徒全員の集合により、「学生集会」を開催し

て学校当局の独裁的声明に対し、徹底抗議を採択した。さらに機械科存続決議文を作成したのである。

各学級長の血判を押して、学校当局に提出し、それが受け入れられなければ、全校ストライキに突入

をと宣言した。
tI、サく

これに対し、学校当局はいたく幣愕し、F梯絨科

存続に努力するj旨の回答があり、ストライキは回

避された。その後校長及び関係者は既に申請した機

械科廃止に対して、所轄官庁及び文部省当局に陳情

した結果、斬く機械科存続となった。

LL田市中央西）

地学班の「塩田平の湖成層」の研究が「県知事賞」「日本学生科学賞第2位」に坪いた。

千曲川の段丘礫層を見学し、

て証明した。

「大昔は塩田平は湖であった」との事実を、花粉や当時の気候を調べ

く明電惚也か）

昭和46年から「千曲祭」（文化祭）として一本化され、千曲デパートなど市民には好評であった。

5000～8000人以上の来客があった0　　永最近113C瓜人材後
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千曲JIlの瀬二旨

保臣野節子（昭和n年実科女学校卒）

【終戦の前】

昭和20年8月13日電車通学の私は、乗り遅れまいと掛ナ足で大屋駅へと向かった。突然の空襲警報が

鳴り、真上に敵機が飛来、上田の飛行場を狙っての襲撃だった。

【終戦】

その2日後が終戦、講堂に集まった私達はすすり泣き、居並ぶ先生方も涙を拭う、その9ケ月後、あ

の日の戦闘機が襲った飛行場の跡が私達の学校になろうとは誰も思いもよらぬ事であった。

【その飛行場跡へ】

2年生に進放した5月21日、私達が先発隊として飛行場跡の分校に移ったのだ。学校への移動は、リ

ヤカーや大八車を借りて机やイスを積み、身の回りの小物は手に持って公図の前を通り、上田積を渡っ

り人里離れた学校へと運んだ。

校舎とは名ばかり、かつての兵舎、建て付けの悪い教室、割れたガラス、その上、軍隊の皮靴による

傷だらけの床、粗塗りのコンクリートの廊下。

凹凸の床や廊下では一寸した油断で突っ掛かりよく転んでしまった。

格納庫の垂の焼却炉には機材の残骸がそのまま山積みにされていた。

【教材】

垂で塗りつぶされた教科酉に変わり、新しい教育方針にのっとって配られた教科書は、わら半紙を綴

じ合わせたようなものだった。

衣料品の切符制はあったが、家庭科の教材には全く事欠いていた。

家庭科の実習で布団作りのとき、クラスのAさんの両親が→組の布団地と綿を工面してくれた。その

布を教室に置いて帰ってしまったところ、次の日はその丑重な教材は失くなっていた。

【滑走路は広大な校庭】

戦時中の勤労奉仕や開墾に明け暮れしていた私達にとっては、おんぼろ教室もベラベラな教科書さえ

も幸せに感じた。そして、上田市のド真ん中にあった国民学校との同居の学舎から、独立した校舎に入

ることができ、誰にも遠慮もいらず広い校地を動き回ることができた。

骨組みだけの大格納庫はそのまま講堂と教室に早変わりし、かつての滑走路は広大な校庭と生まれ変

わっていた。その校庭で思い切り汗を流し、芝生に寝転んでハイネや藤村の詩に酔い、木陰に集まって

「清水澄子」のFささやき」に胸を踊らせたものだ。

当時辺櫛な学校と敬遠され、荒れたその通学路を

千曲川の川風に吹かれながらおしゃべりしをして通

ったが、達かったその堤防の道さえその肘掛こ比例

して菜しく思えた。

昭和48年、山岳班が冬の浅間山に登山。丁度この時、江戸時代以来の噴火となり、「遭難か」と学

校や家族が捜索を開始した。
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【専攻科が失くなる】

残念なこともあった。それは上田市立高等女学校の一番の特色であった「教員養成」への道である専

攻科が終戦による学制改革で、昭和22年3月31日に打ち切られてしまったこと。

大正11年の検定以来、小学校家庭科の正教員として、多くの優秀な教育者を送り出してきた上田実科

女学校は、昭和18年度から改名され「上田市立高等女学校」となった。その専攻科が私達の1年上で切

られてしまった。それを目的で入学した者にとっては残念という他はない…。

LL田市保見）

「■ヨ三宝も班　　慮り立日寺代」

内藤利幸（昭和26年、建築科卒）

終戦直後の10月に野球部、庭球部、文学部そして音楽部が発足した。学校は「上田工菓学校」と言い、

授業は一日、3～4時間程度であった。

昭和21年になると招集によって軍隊に行かれた先生方も、ボツポッ復員されて授業時間も少しずつ増

えてきた。

町の本屋でF太郎のラジオ実験読本j（粗悪紙のA5判より小型）を買い、鉱石ラジオを作りたかっ

た。ところが必要な真空管は上田市になく、当時はてい屋が疎開者等が出店利用しての物々交換市があ

り、目的の真空管が出ていた。家の米を持ち出し、やっとこれを手に入れることができて、夏休みには

完成にこぎ着けた。

隣家の建物との問15Ⅱlにアンテナを張って・・・。

こうしてNHK第一放送がレシーバーから聞こえ

てきたときは大感激であった。

秋の速足にこのラジオ（木製箱形でかさばるし、

電池は重く）を持って行ったが、鳥居峠の山間部と

いう事もあって結局受信は出来なかった。

初めて学芸祭（文化祭）にこの単球式ラジオを出

展した。しかし建築科の人たちが三珠式を出展した

のは不思議と言うか、驚きであった。

4月にラジオ班を結成。学校には拡声器があった

が、先生方でこれらを操作できる人はいなかった。

そこで職員室への入室は、扉の前で「2年B組内藤利幸、○○先生に○○の用件があって参りました。

」と申告するようになっていた（学制改革で新制中学に編入されていた、我々は機械科がA粗、建築科

がB組であった）。それを「ラジオ班の内藤です！」（科はいわなくてもよい）と言って勝手に入室し、

拡声器を操作してよい事になったいた。

芸警注嚢蒜酎10）
第27回千曲集では後夜祭に1100個の風船を飛ばしたところ、次のH午前中に横浜市まで届き、小学

生4年生が拾いハガキを送ってくれた。
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我々が入学したのは上田市立商工学校、それが上田市立工芙学校になり、昭和21年には再び上田市立

商工学校になり、更に「上田市立高等学校」となった。帽章はペン先を麦粉こ囲むもので裏に真絵の足

が半田づけされたもの、この足がよく取れてしまった。ラジオ班でこの足を半田付けのサービスをした。

この頃、班の部室を最初に獲得したのは我々ラジオ班だったと患う。（班員は40人）

校舎の最も北側にある、講堂の隣の物置を一部使わしてもらい、電気の引き込みの配線は潜でやった。

休み時間も常に、鑑室に入り浸っていた。

この年、我が校庭であるスポーツの東信予備選抜会が行われ、女子部からうぐいす嬢として2人に来

てもらった。甘酸っぱい気分になったことが懐かしい・・・。

いよいよ、飛行場兵舎跡に教室を引っ越しとなり、飛行場跡に移った学校での班室は理科室の隣の研

究室に同居させてもらった。

飛行場跡の校舎では放送施設が必要であり、上H染谷丘高校に見学に行った。我々の力で広い敷地に

散らばっている校舎へ、効率よく伝達するべき放送設備の計画設計に着手した。

今の専売公社がある辺りは軍需工場が疎開してきていた。そこで戦闘機などを作っていた工場へ先生

方と見学に行った。

大型の旋鮭やフライス盤などがあったが、実は放送機のフレームにするアルミを買いにいったのであ

る。しかし、飛行機の残骸から切り取った主翼のパーツは元と先端では太さも厚さも違い、非常に使い

にくいものであった。

生徒会では初めての役員選挙があった。未だ立侯捕制ではなく、2年生のクラス代表が候補者となっ

て選挙が行われ、機械科1組から会長当選した。夏休みを返上して横械科の班員を主流にアンプ造りに
鵬－’

励んだ。

放送室の新装工事も建築科の生徒の手で建築の実習とし進められた。

夏休み明け、各教室への配線作業は残暑の厳しい天井裏をはいずり回って配線し、各教室への一斉放

送ができる配線は、なかなか思うようにいかず苦労した。

秋の学芸祭は完成したアンプを格納庫の講堂に運び込

んだ。設置したスピーカーの効果は、実際に客席で聞い

てみると、たいして効果があるとは感じなかったが、停

電になってみると舞台の台詞がまったく聞きとれなかっ

た。こうしてみるとスピーカーの効果が大きいことを実

感した。

こうして、この一年は校内放送の設置と放送活動に明

け暮れした。　　　　　　　　　　（東京都在住）
しえ・同校粒拐7、精相　昭）

≡二建一／弊誌壷遍さ11）鵬梱
平成6年のこと、学校長と生活指導宛に手紙がきた。

便允のお便り…（略）。学校近く（御所苑老人ホーム）の道路側溝に脱輪して困っていたところ、

貴校の男子生徒5人がドロドロになって車を持ち上げてくれました。そのまま名前もいわずに‥■

！誓空警警りIl
その後、この生徒は建築科3年3人、電気科3年2人であることが判明。全校集会で報告された。
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「■司三会式班乙ま学校の施設課と同じ」

小林儲（昭和罰年機械科料

同郷の人に会った時など、私が上田千曲高校出身だというと「何科の卒糞ですか」とよく聞かれます。

その時、私は「竃気つrの出身です」と答えています。すると相手から必ず怪訝な顔をされます。

理由は、昭和24年に入学して同27年3月卒業までの3年間は、もっぱら「電気班」のクラブ活動に専

念し？、鵬科の授業は、クラブ活動の余暇のようなもので、今考えると良き時代だったと思います。

ここで誤解のないように申し添えますが、－「股科目や機械科の所定の授業は、最低限のノルマは果た

していたので、なんとか無事3年間で卒業できました。

では、当時のクラブ活動の状況、特に私の所属した「電気址」の特異（？）ともいえる活動の一部を

紹介してみましょう0　　ネカ小は　防雪た．

◇入学の頃のクラブ活動

この電気班も、私たちが入学した昭和24年の頃は、まだ科学班の1グループで当時の家電の花形であ

ったラジオの製作や研究を主体のグループでしたが、その後、電気班として独立しました。

当時、本校には、まだ電気科がなかったにもかかわらず、電気班の人気は高く、多くの優秀な先輩達

がおりました。まだ、大学生だった、現・武蔵工業大学の主任教授の井出正男氏も、夏休みなど部室に

みえられ、後輩の指導をしておられました。

私などは、機械科に入学したのですが、3か月足らずで手先の器用さの必要な横械科には不適格だと

知り、一種の挫折感を持っていた。そこで、ラジオ班か科学グループ班か迷いましたが、電気軌こして

1年生からクラブ活動に没頭する日が多くなってしまいました。・栄樹軋昭和糾仁和鮎叫

◇家に帰れない班員

当時の電気班は、いわば学校の施設課電気係のような存在でした。

まず、前年は先輩達が、独力であの広大な施設内に校内放送の設備を完成してありましたが、その技

術的管理は電気班の業務？のようなものでした。故障やトラブルがあれば、たとえ授業中であっても放

送室（最初は職員室）に掛ナつけた。さらに校舎は元陸軍飛行学校跡の古い建物でしたので、各クラブ

の部室のトラブルや停電の修理まで駆り出されたものでした。

特に学校祭や、運動会（体育祭）の放送、照明などは設置から管理運営をすべて電気班員の役割でし

た。その上、学校では、クラスの展示もしなければならないので毎年、この時期は徹夜の作業となり、

一番困ったのは食事でした。
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「‾古周一の渡し」

中島咲子　（昭和28年卒）

昭和28年に卒業してから、dO数年があっと言う間に過ぎたのですネ。

当時は終戦直後で食べる物もなく、着るものもない時期でした。中学からの高校進学は40名の3割く

らいでした。

高校への登校は先輩に呼んでもらい、一緒に緑が丘から鎌原新町を通り、現在の盲舟橋の近くにある

舟つき場から舟に乗り、千曲高校側に渡ったものです。その折、舟を漕ぐおじさんから心温まる色々な

話を聞いたのです。

舟を降りると目の前に広々としたグラウンド、平屋の校舎が点々と並んでいました。

グラウンドの真申を流れる川で手足を洗った事が印象に残っています。今考えてもどうしてあの場所

に川があったのでしょうか、しかもとても冷たい水でした。

木造校舎の床はところどころ抜け落ちているので、気をっけて歩かなければなりませんでした。校庭

の一番奥には大格納庫を仕切った講堂と教室がありました。各教室の移動は雨が降ればそれはそれは大

変で、いくら掃除しても奇産にならず、それでも磨いたものでした。

当時の服装・着る物は店では買えず、母親の着物をはどいてブラウスやズボンに仕立てたものです。

時代故に下駄履きでの登校でした。

いっも着物と袴姿で授業をされた家庭科の先生の姿が美しく、また先生の立ち振る舞いから女性が身

につけなければならない事を教えられた気がします。

今の私は1年間のうち10か月ほどは着物ですが、自分で仕立てたのです。．その技術も高校時代に教え

ていただいたたまものです。

思いやりの心、感謝の心、そして何と言っても「自分自身で努力する大切さ」を身につけさせていた

だいた先生と母校に感謝しております。
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「私を育ててく　れた千曲高校」

竹内栄垂　（昭和29年機械科卒）

1．飛行機の因縁

私が塩田盆地に生まれて、もの心がつくといっも空にはオレンジ色の複葉中等辣習機が、時には銀色

で低翼単葉の高等練習機も飛んでいました。

少年の胸を肺らせた飛行機は、母校の敷地から飛び立っていたとはその時には、思ってもいませんで

した。つまり、その「千曲高校」へ後日、入学することになろうとは。

あの練習機が私を理科好きの少年に育ててくれていたのです。

2．学校づくり

入学した「千曲高校」は木造校舎で木造格納庫を改造した老朽な教室でした。その教室は商業科が使

っていました。

入学した頃は県立移管の準備が始まっていて、週に1回の奉仕活動が時間に組みこまれており、石こ

ろ運びや廃材の片付け等汗だくで学校作りをしました。

教室の仕切りは、一枚板の薄い壁でした。当然隣のクラスでの先生の捜業の声や小言もよく聞こえて

きました。

3．名物先生とニックネーム

筆頭は「漫才師」（私たちは親しみをこめて失礼を承知で呼んでおりました）こと高野校長です。持

ち前の型破りのキャラクターで明るく、いっも康しく語りかけて下さいました。月に一度の全校朝礼で

は話がはずみ過ぎて時間が延長されることもよくあったものです。

県立移管のため他校の学校長の何倍も苦労や苦心があったのに、私達の前ではいつもパワー全開でし

た。高野学校長のおかげで県立千曲高校の第1回革装生となれました。

もう一人忘れ得ぬ名物先生は「ライオン」こと池田正三先生（数学）、大きな声と精悼な教、ライオ

ンそのものですが心根のやさしい教育者でした。

生徒会長の私は生徒会顧問としても熱心な指導を受けました。

私達の将来を心配して「今の日本には外貨がほとんどなく、獲得する手段もない、君達はこの厳しい

現実をよく知らねばならん」と、よく言われていました。

校舎はポロポロ、設備はガタガタで学校の体も環境もなしていなっか一たのですが、生徒を心配して

下さった多くの先生方に恵まれ、とても幸せでした。

36回千曲祭は「信毎」に2日連続載った0

初回はクラス毎に、紙飛行機で「フランスの核実験への抗乱のメッセージを書き飛した

2回目噸塗ユ、型姐の専門を生かしての研究「淡路・阪神大地貫の建築構造上の被割

高らしい研究と紹介された○
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4．男女共学

機械科1年時は被服科（家庭科）と共学でした。もちろん国語、数学など普通科日の時のみです。後

日考えてみると負重な体験でした。多感な年頃に男女の性による差を認め、お互いに信頼し合うことを

言葉だけでなく、自然に身につけていたのです…。

上中地区にも男子校、女子校と分かれていたなかで、母校がさきがけて共学を推進したことは先進的

であり、先生方の決断に改めて拍手を送りたいものです。

5．英語クラブで

運動神経が鈍いため運動部は無理なので英語クラブへ。上級生の女子が俊しかったこと。文化祭では

シェイクスピアのFベニスの商人』を上境することになり、悪役の金貸しのユダヤ人の役を演じ、観衆

に喜んでもらいました。この劇、練習を通じて「人間は必死になれば何でもやれる、体で覚えたことは

財産になる」と学びました。

英語劇の燃え残りは40年以上経ても残っており、今年から市民文化講座で中国語を始めました。

6．命がけの体験

3年生の秋のこと、行事と就職活動が重なり、運動会、直後に夜行列車で就職試験、続いて文化祭と

強行が続きパテ気味でした。

文化祭後半は学校に泊まり続けました。その午後に自転車にてパンの買い出しに外出したその帰りに、

自転車に乗ったまま気絶してしまい、気がついたら、どこかの民家の座敷に寝ていました。

側に高野学校長が介抱してくれていました。若き日の恥ずかしくも懐かしい思い出です。

7表芸冨琵諾‡＿つの思い出は掛桁掛　合　　扱

に夢中になったことと、そのための勉強に一生懸

命だったこと。

塩田の地に飛んでいた練習飛行機に憧れて飛行

機を造ろうと、上田市立図書館へ通い、「飛行機

の本」を借り出して読み返し、飛行機の仕組みと

飛行の原理とを知り感激したものです。

あの熱中したエネルギーと知る喜びで、その力が

今でも役だっていると患います。池田ライオン先生

が常々「勉強は自分でやるもので他人にやってもら

うものではナイ」と言われていましたが、図書館で

味わった感激がそのことだったわけで、学校とは、

■．＆

茹守竺了三三′

他のや。方を学ぶ所だったのです。（愛知県：岡噸市）・・坤柵左購、一軒晰増野あ㈹録．

慧鱒琵琶道議薩（14）
学校から′くス9台（建築・桝・電子・電気……）で2年生の修学旅行は名古屋へ向かった。とこ

ろがヂ機械科のバスが途中で故障（それを電子科のバスは追い越してしまった）、ドライブインへと

立ち寄り、バスを捨て後続のバス（電気科の）へ分乗してなんとか名古屋駅へと着いた。新幹線の発

製塩i炉あった。　鴇もし・貴後見のJビス飢え58か瞳，てい勧、．
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「三度　一　三様与こ千曲高へ」

義tさ

杉崎　斌（前校長）昭和31年（機械科卒）

私が千曲高校にいたのは3回、第1回目は生徒の時。中学の頃から機械、電気に興味があり、当時は

月刊誌の「初歩のラジオ」を夢中になり読んだものです。

戦後の物資不足のなかでラジオが故障しても、買い替える時代ではなく、村の大人から「ラジオが変

なので直してくれ」と、頼まれ、修理したものです。

進路の選択がやってきたが、千曲高校にはまだ電気科はなく、中学の先生から機械科を勧められたわ

けです。

飛行場跡の広大な敷地にまばらに存在する学舎や、自転車で授菜をしに教室まで移動をして来る先生

方もあり驚きました。また、実習では飛行機の格納庫を大ハンマーでコンクリートをたたき破壊し、整

備作姿をしばらくの間やったことも印象に残っています。

第2回目は昭和51年4月に赴任して9年間物理を教えました。その時の大きな仕事は「創立60周年記

念事黄の記念誌」の発刊でした。その編集作業の折、高校生の頃に確か図書館にあった「愛天真」の額

がどこにも掲げてないことに気がつきました。

調べてみますと実科高等女学校のアルバムの中に、その額の写真が必ず載っていたのです。これはき

っと礼儀作法（？）を厳しく教えたものかと、その歴史の重さを感じ、宝探しのようにこの額の由来を

探ろうと患ったのです。

昭和4年以前の聞損会楓を片っ端からめくってみますと「天真爛乱の記事がありました。

「昭和3年4月29日（天長節）の記事にr書家の厳谷小波（童話作家）氏に講演をお掛、し…」とあり、

実科高女は清明小学校（国民学投）に併設されていたので、小学校に「天真爛漫」の方が存在するので

はと患い、念のため円l白金義則を調べてもらいました。

結局そのような記録・事実はなく、実科高女の記録の間違いで、3文字のr愛天真」が正しいことが

判明しました。

早速、職員会で事情を報告してから、ほぼ3か月後に黒漆塗りの立派な額縁だけが出てきました。し

ばらくすると額に入っているべき、F問題の割が丸められた状況で発見されたのです。

その「書」を表装して、アクリル製の額に納めて応接室に飾りました。

厳谷小敵氏は月刊誌「赤い鳥」の発行者であり、代表作にFぶんぷく茶釜」があります。

第3回目は平成7年4月に箕輪工業高校から学絞良として赴任して、多くの山積する問題・仕事の中

で校内外の協力を得ながら、生活福祉科の設置や職業高校としての方向性を付けてきた事に細やかな充

足感を得ています。

U二田市　芳田）



「『月島ちゃん』　こ　と、艮杉山‾＿仁＿・；亘ク己と1二」

小林重利（昭和29年．柄井科林）

私たちが2年生に進級した昭和28年、小柄で痩せこけた1人の先生が小県東部高校から苗任されまし

た。これが私達の商業科担任となる「黒ちゃん」（恩師を呼ぶのに大変不謹慎

ですが、親愛の表れなのです）。社会科、世界史の専門でテレビドラマの「金

ばち先生」を地でいくような生徒との葛藤の2年間が始まりました。

前任校ではその容姿・風貌から「カマキリ・カマキリ先！lJ　と呼ばれていた

ようですが、私たちのクラスではそう呼びませんでした。

男子27名、女子15名、合計42名の大変個性的な生徒の集まりでしたから、授

業中チョークがとびかいました。気が短い怒りんぼうの黒チャンは、顔を莫っ

赤にして怒鳴りました。

私たちは校内外でいろいろ先生を悩まし、心配をかけましたが、

されました。

そんな訳で、写真を振る時はいっも不機嫌な衷情で写ってし

まうのでした。
ぜひlら

無理が重なって、卒兼目前に胃潰瘍で倒れて、手術すること

になりました。

クラスの生徒を中心にして数人で輸血をしました。手術は成

功しましたが、卒業式には間に合いませんでした。

その後、先生に会う度に「俺の体には若い唐の血が入ってい

るので、若返ったんだ」と笑顔で話しました。その言糞を聞く

につけ私達は黒チャンとの絆の重さを実感しております。

先生は常に私j垂の動向を把握され、気にかけて下さっていま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　竃

卒業35年のクラス会も「黒繍会」として、1992年6月に上田

市にて開きました。

高校時代と異なり、優しい笑顔に満ちた先生を囲み、懐かし

い高校時代の話に花が咲いたものでした。　胤立川市）

その皮、小さな体を更に縮めて対処

観　ののガイ後手なく、
侮しい異換るし良．

乳上世庫急インちr黒瀬始（御戦乱

判棚聯語2－誓葦か雲←，、〇・　．　あ　の　こ　ろ

〇　　一年の春の遠足0両で中止だと思っていたら8時頃にはやんでしまった0急いで学校へ

行くと、半分くらいの人が集まっていた。約30人で干曲公園に自転車で行った。

河川敷のグラウンドに自転車を置いて、30分くらいで頂上に着いた。しはらくすると遅

刻組がちゃんと集まって来たのではないか、えらい。

竹内晋二（昭和64年、建築卒）

O r雨、晴れ、雨J、私たちの3年間の遠足の天気です。2年の時の「古文化財巡り」（上

田、小県）だけが晴れて、3年の楽しみの軽井沢プレイランドが雨なんて。

池田喜美子（昭和62年、商業卒）
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l萌ヨた実習のこ　と

石原澄子（昭和3埴㍉商業科林）

入学して間もなくのこと、応援練習がありました。その時の3年生は高校生になったばかりの新入生

にとっては、とてつもなく大きな存在で、「怖いおじさん」に見えました。

声が小さいといっては怒鳴り、態度がなっていないと怒り、大きなガラガラ声に、ただただ身が縮む

思いでした。

校門で見張っているので帰ることもできませんでした。

「太郎山の逆さ媒」の呼び声で、ヨーィ、シャン　シャン

シャンと手拍子をとり、整列している桃を応援川員が通り過

ぎると、緊張で胸が痛くなるほどでした。

野球の大会で松本まで応援に出かけたこともありました。

骨は社会科のスマートな平野先生、若くて溌刺としておられ

ました。

入学時に右往左往していた新入生を、応援団員の北経連が

一つにまとめて、私達を引っ張ってくれたそのご苦労が痛感

されます。

音楽班に属し、曜日をきめて音楽室でピアノの練習をしま

ライオンの実名をとった：

名物校長ヽ　池田　正三

（え・同校教諭、片桐　昭）

したが、そこへ、「ライオン」のニックネームを持つ数学の池田先生（投薬は吠えるような大声、なに

より風貌がライオンによく似ていた）が入って来られ、「おう、ピアノが弾けるのか」と笑顔で近ずい

て来られました。

先生の優しい一面に接し、とても嬉しくなったものです。

珠算クラブでは「国民珠算羞技大会」で県下を回り、長野商業、

松本商業の素哨らしい成掛こ唖然としました。

飯田の近くにある天竜峡で記念写史を振りました、その時に一

緒だった部員の皆さんはいまどうしているのでしょうね。

商業科では恵比寿講に実習として、上田市内の商店で働いたこ

ともありました。原町の「高橋洋品店」で赤いタスキを掛け、大

声を出して売る実習が、とても恥ずかしかったことを党えています。

その頃の街は、今と違いとても活気がありました。

あっという間の3年間でした。久し振りに母校を訪れても、もう

かっての面影はありませんが、高校時代は、私にとってはとても思

い出に残る3年間でした。　　　　　　　　　　u二l甘市、大手）

あ　の　こ　ろ

●　昭和61年の討論会は、事前に司会者、記録者の合同会議を開き当日の運営とレポーター

の要請をした。（討論会ニースも3号発行）

8テーマ（欄の声のテーマと那）、28会場、特に「高校生と平和」の分化会では資料7枚も用意

されるなど、一定の盛り上がりと成果はあったか、全体としては討論に慣れていなくて十

分な、話し合いに　ならなかった。　　　　　　　　　秋野真一（昭和62年、建築卒）
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創業のtE雲霞科－期生

春原宗明く昭和36年電気科卒）

昭和33年4月入学式の日、私は千曲川を一人の老人に案内されて、渡し船に乗って右岸から左岸へとゆっ

くり渡ったのであります。丁度、今の古船橋辺りに右岸から左岸へ鉄線が張ってありそこに船をつけ、紐

を手繰って渡って行くのです、今では想像さえ出来ないのんびりした光景の中を、緊張の思いで学校に行っ

たのです。
いす；

暫く縫ってから船は廃止され、自転車通学となったのであります。

さて、東信地区に初めてのt気科の設置が本校となり、「これからの時代は電気なのだ」と希望に燃

左三の学校生活でした。

ソ連のスブート二イックス人工衛星打ち上げで、「これからの日本は科学技術の充実を図って行かなけ

ればならない」、との時代の要請からの「電気科の設置」であり、その一番の功労者は何と言っても横

田邦男先生（晰33～40年）なのであります、その創業の御苦労はいかばかりであったのかと想像してあまり

あるものであります。

それこそニヒルで私たちの兄貴分のようでもあり、若さ溢れるあのエネルギーと情熱に庄倒されながら

も、必死で着いて行きました。

勢い余って千曲公園で酒盛りをして、停学処分を食らったり、ある時、信越線の陸橋に頭をぶつけなが

ら、一命を取り止め、今日では世界一大きい電力会社の大部長になっている兵（つわもの）もいるのであります。

すべて先生や学校、地域社会の人々の温かな力添えがあったからこそ今日があるのです。

当時最新の実験室や高圧受電室の中で、授業が受けられた事が誇りでありました。「学校開放（千曲

祭の前身）」の時などでは、教えていただいた知識を元に、強電弱電を織り交ぜて夫々が得意分野で準備

したものです。

電気班に所属した私は、一年の時　に初めて「電信電話アマチュア無線国家試験」を受け合格しました、

暑く臭い古い部屋の中で、「CQ、CQ、ツートン、ツートン」と、夜も徹してやったものでした。

高度成長期に入る前の不況の時代で、お金なんてある筈もなく、ジャンク屋へ日参してNHKから出た

と言われた「807の真空管」を買い、送信機を組み立てて、外国のアマチュア無線家たちと交信しました。

そんな出来事はついこの間のような気がいたします。

瀦人工衛星は数え切れないほど沢山打ち上げられ、人工衛星なしでは世界は動いていけない現代となっ

ている訳ですが、「渡し船の光景」からその後の三十数年間の科学技術の凄さは、今更ながら感慨するの

であります。　　　　　　　　　　　　　　　※人工組柳「カーナヒ」にも附ている。′

それにひきかえ人の心は、いかばかり

なのでありましょうか。その当時、先生

と生徒との信頼と絆は、皆夫々に持って

いたものでした。

ある体操の時間に一人の同級生の出来

事の原因によって全員が体育の先生から、

頬に火が出るほどの平手打ちを貰ったこ

ともありました。

でも、誰も文句や反発などしなかったのです。それほど、その先生が怖かったのではありましたが…。
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やはり何かがあったのです。何か違ったものが～。

また、体育の時間には千曲川にて、先生が鮎の友釣りを茎墜生やって見せて、楽しく教えて下された

ことなど未だ忘れ得ぬ事です。

いずれにしましても、先生方の情熱と愛情は物凄いものでありました。あっというまの三年間でしたが、

広い敷地と古い校舎の中や通学時の電車などの思い出は、一人　ひとりに違いはあれ精一杯に膏春の3

年間を過ごした　と思うのであります。　　　　　　　　（上田市秋和〉

実業高校の素晴らしさ

久保田浩靖（昭和37年機械科卒）

卒業後35年も経過していますし、平凡な生徒でしたのでエピソードなどの気の利いた話ではありません

が、学校生活を思い返しながら、青春のひとこまを。

私は、昭和37年3月機械科一組（45名）の卒業ですが、当時機械科が二組・建築科が一組・電気科が二組・

商業科が二組・獣家庭科が四組、全部で10クラスの総生徒数477名という大所帯でした、東京オリンピック前

の高度経済成長の真っ直中、今思うに実業高校の一番華やかな時代ではなかったかと思います。

そんな時代でしたが、生徒は東信地区一帯から集まった「田舎の男女共学の実業高校」、学校生活は楽

しく比較的のんびりしたのどかなものでした。　　　　　　　※展肘4クラスだったが、如2クラス。学年で8クラス鮒320名

実習でピッケルを作ったり、ベルト掛けの古旋盤での「ねじ切り」、

三絵自動車での運転実習、ダイヤモンド製図等々、四苦八苦してや

った事など全て懐かしい思い出です。

その頃の校舎は平屋で機械科の校舎（棟）は、北の一番奥にあり、そ

して職員室は別棟にありましたので比較的静かな環境でした。

製図室では広い製図台の上でテスト期間中、皆が帰った後トラン

プゲーム（ナポレオン）を果てしなく楽しんだこともありました。

思えば恵まれた環境の中で勉強を全然しなかったのが今となって

は悔やまれます。それでも私達のクラスは、個性が豊かな生徒の集

遠忌蒜王
岨（犠拭削

まりで普段はまとまりがなくバラバラですが、いざとなるとまとまり、第10回運動会では優勝したのです。

向上心が旺盛で時代にも恵まれて、皆いい処（殆ど県外大手企業）へ就職出来たこと等、学校・先生・級

友に恵まれたと感謝しております。また、就職後、多くの人が夜間学校に通い、新しい知識を取得して、

それぞれの分野で頑張っていることを知りみんなの達しさを感じています。

私達の担任は、藤沢巌雄先生は私たちからは「お父ちゃん」と呼ばれ、ちょっとぶっきらぼうで一風変

わってはいましたが良い先生でした。言葉には余り表しませんが、生徒一人一人に対して親身になって心

配をしてくれた良き「お父ちゃん」でしたが、残念ながら昨年一月他界されてしまいました。同級会もし

ないで皆で励ましてあげることができなかったことを悔やんでおります。

後輩の皆様にはこのような思いをしないよう先生・級友との縁も、大切に人生を歩んで欲しいと願って

います。

最後に私なりに高校生活についてもう一度振り返ってみて、人生の中での意義・何を得ればいいのか考

えてみました。

機械科を選んで良かったことは、自分の手で物を作るということ、図面を書くことによって物を多方面

から観察することの「実習」が出来たことが一番良かったと思います。
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卒業後経済・電気の勉強も一寸かじりましたが、勉強した頭の知識だけでは役に立たず自分の手で覚え

た知恵・創造力の大切さを痛感しています。

試験のための勉強より、物を作り出す工夫、改良、知

恵を身につけることを目指し、自分の手足・頭を使うこ

とを楽しんでそれを好きになる方が役に立ちます。

これが実業高校の素晴らしいところで、この基礎を身

につけることが出来れば自ずと自分の進むべき道が見つ

かり開けてくるものと信じています。（上白市中野）

先生方の鶉良毒力

笹井弘（昭和46年機械科卒）

私は機械科二年時に美術を志しましたが、当時の千曲高校には美術の先生はいませんでした。染谷高校

で美術担当の荻原先生が千曲と兼務だったのです。週に一度だけ千曲に来ていたのですが、その千曲の美

術の設備、教育環境はまったく何もない状態でした。

そこで荻原先生に相談すると「染谷高校へ来てデッサンの勉強をするように」とのこと。アドバイスを

受けまして、一年半ほど千曲高校の授業が終った放課後、染谷高校（当時女子高だった）に毎日通いまし

た。友人から（女子高通いを）とても羨ましがられた　ものです。

夕方5時から夜9時まで自由に（先生がいない時でも）美術室への出入りが出来ました。まったくありが

たかったものです。

また、千曲高校の先生方は、英語、国語、社会と受験に関係する教科では、毎週宿題を出してくださり、

熱心に指導してもらったのです。特に担任の故川名兵蔵先生（踊43～49g）にはさまざまな相談にのっていた

だき、心の支えになりました。

これは内緒の話ですが、受験の際「内申書」を一通多く請求し、余りのその「一過」をそうと見てしまっ

たのです。担任の先生の温かな言葉と評価、そして担任・先生方の苦心、生徒に対する想いやりの深さ

を強く感じ、頭のさがる思いでした。

私の卒業時では進学者は2－3割位でした。

今はどうでしょうか。

いずれにしても私たち生徒は各々の進路に

おいて、またその目的を達成するのには多く

の先生方のお世話や目に見えないところでの

応援のあることを、つくづく感じております。

機械科の先生方には実習時間の不足な私を　鵜械科㊥細

卒業（進級）させていただき、本当にありがとうこぎいました。

立姐料

（横浜市緑区）

あ　の　こ　ろ

●（昭和50年）庄田文雄学校長（数学）●（5哺・4～臥ろ）

昭和30年に植えたポプラや桐ガ大木となり、アメリカシロヒトリの巣になった

り、大風で折れる心配ガあるからといって木の先端を切って非難をあぴた。

数学の校長ガ五人も続いたのは珍しい。
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雑誌に紹介された制服

（S51年卒・商業科　中沢（金井）正子）

私が在校していた昭和49年度は、千曲高校は校庭に新校舎の建設中でした。体育館は完成していてそ

こで入学式を行いました。しかし、古い校舎はそのままあり、そこで一年半ぐらいは勉強しました○

昭和50年の2学期の始めに新校舎に移りましたが、まだ商業科棟や家政科棟はありませんでした0新

校舎から見るポプラ並木は風に吹かれると大きくうねり私にとってそれが印象的でした0

校舎の立て替えの時期で千曲集は「股公開は行わず、運動会、班活の発表と、生徒だけで行われまし

た。私は2年生のとき生徒会の役員（書記）をしていました○この時は・征服の自由化ということが議

題となりました。しかし、6枚はぎのフレヤースカートがこの上田近辺にないということ、ファッショ

ン雑誌に紹介されたこともあって、意見はあったものの盛り上がらず、そのままになりました○自分た

ちは千曲高校の生徒であることを誇りをもって生きていたと患います。

晦瑚紳加減恥抽

シ泉（軸ら〉　耗江さんが『スポーツ山脈（信州　あの人はいま）』

（信濃毎日新聞社編）に載っている、

同窓／たが出ているとは実にうれしいことである。

が鞠一葱柵こ脚穐†曲鞠鮎川如吸空

防空壕掘り
4，¶1ti乳よ

手塚拓く昭和25年、機械科卒）

昭和19年4月に繭文科が廃止（生徒募集を中止）になったため、2年生

は「機械科課程」に変更し、校名も「上田工業」となった。そして昭和21

年には再び「市立商工」となり、商業科を新設○そんな目まぐるしく、かつ私たちが動揺する中で「機

械が好きだし、当時の花形だったので機械科を志望したが、学制改革で6咋閲も学ぶ羽印こなった。イ

モやモロコシをつくり、防空壕を掘ったり、市内の農家へ田植や稲刈りに行くなど動員された」

電車通学
当時は、石炭列車にも満足に乗れず、ブタ小屋のような車内で

カマの前や運転席の桟に乗っかって振り落とされた者もいた。

20年入学なので「工斐」「商工」「市立高校」「千曲高校」へ。

しかも学制改革で新設中学校になったことなどから、戸倉から列

車で6年間も通学することになった。

市橋　勇（昭和27年、建築科卒）
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担任の陰謀
（S60年卒　城田　政志）

私が「機械科J一年生の時の事です。

実習で旋盤を使って切削加工していました。刃を取り付けた台がしっかり固定されていなかったこと

を知らずに刃を工作物に近づけて切削を始めた瞬間「ビシッ」という音がして刃が工作物に食い込み旋

盤の軸を曲げてしまいました。修理台はなんと30万円だったそうです。もちろん学校の負担でしたが担

任の先生が苦笑いしていたのを覚えています。

私が二年になり次期生徒会の役員選出の時、担任から「お前生徒会長に立侯輔しないか」と言われ、

学校に迷惑ばかりかけていた私はその気になって立侯輪し、一年間無事に生徒会長を務めることができ

ました。今考えると、担任の陰謀にはまってしまったように思います。

これがわたしの高校時代のエピソードです。みなさんもそれぞれの思い出を千曲高校で体験してくだ

さい。

《ある家庭訪問》
これはJl捷家庭．那Jか多くなり、先生〟が賞＝労して

いるという記録である。　（顕抽寄齢

『平成7年6ノ1、1年生噂に仝仁iの家庭．訪l畏Jをやっ

てしまおうと、得意（？）の上土之で真日まで行った。

順調に進んで、M家に向かうその入り日の道で、

自無比　芸慧三雲≡送崇で…誓そのまま水田の中に
泥だらけになっているのにもかかわらず、根性でその

後もH家、Y宅へと訪問を紬ナた。．口

秤成9年2月に′J儲まで家庭訪問にと上田駅へ015時30分の電車の予定であったか、駅に着くとちょ

うど1塑担1分の特墨があった、少しでも早く行きたいと（当然、脚批小翫脚るという軋甑よって）その特急に

飛び乗った。ところが目的の－′J儲【は通過、停車しないのである。これには驚きあわてた（とうして紬犀

削き州、ドクバクしてもあと脚冊刺いので）次は“中軽井打と願うような気持ちでデッキで待った、が、ここもJ通

過してしまった。いったいこの特急はどうなっているのだろうか？一途の望みをかける、次はく人卜

の軽井沢）である、絶対に上三並はず。

廟は通じたのか今度は“軽井沢”で確かに停車。「やった－」と気が絨む。　　　次の零へ．

！皇三三；盃二言rH　　　　　　　　　“あ　の　こ　ろ

●叩（大田垣）文子（商業科）＿＿●
「1年生のとき、学校祭で菓子屋の売り子を担当した。とても菜しかった」

「池田校長は、古武士的な感じガ印象に残っている。楽しく、明るい学園生活だった」

●S43年　塩沢（松尾）幸子（家政科）●

「校舎はポロだったガ、クラブ活動（英語同好会）は一生懸命やった。学校祭では

Fベニスの商人』をやり、楽しかった」
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これで何とか下車できると思いきや、トアが開かない！、そこへ車内放送で「この特急はスキー●J川l

特別列車のため、軽井沢では停車だけでドアは開きません」と。
これは後で分かったことだが、上田発15時21分の特急はく冬季

の2月たけ〉“スキー特別列車”となるのである。

加えて次の一言は地獄であった。「次の停車は“高崎【デス」

と。

この瞬間、汗がドッと出て来た。

（この後のことは、寄稿原稿には記入なし、想像するとやはり高

崎まで行ったのであろう）

家庭科から家‘‘政’’科へ

細ヒ練熟っ紗
ドアkすれンゾ／

享も生は1脚ヒせり左．

私が在学していた昭和40年頃、1年生の時はr家庭科jでした。でも時代感覚にあわせて、r家政科J

にしましょうと先生と生徒で話し合い、2年生から変更になりました。学習の内容は将来女性として、

母として、大変役に立っことを沢山教えていただきました。しかし、私はどの教科も全て苦手で友人に

大変助けられました。お陰で、今は主婦として欠点だらけの毎日ですが何とかやっています。そこで、

縁あって、我が息子が今年入学させていただき、懐かしい学校に足を運ばせていただくことができまし

た。現在の校庭と、校舎が全く入れ代わってしまい、残っているものは正門とケヤキ（？）の木位かも

知れません。

校歌はとても懐かしく思い出し、その他に印象に残っていることは、上田駅から堤防を毎日歩いたこ

とです。あの頃は、「千曲町行」というバスがあり、お金持ちの友人は優雅に乗っていたように思いま

す。県道上山田線で「柳堂」とかいうバス停もあったように思います。

ほんのたまに下校時に利用した記憶もありますが、足が疲れるということもなく元気で歩けたあの頃

が懐かしいです。今もそのようなバスはあるのでしょうね？

卒業して、特別に同級会を持ったこともなかったのですが、○○年振りに昔に逢ってみたくなりまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿　名

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぁ　の　こ　ろ

●母の柳沢なみ子（昭和9年、実科卒）は庭球弘その妹の富美（昭和12年）も艇球部だったが、「授

業が終われば、タマが見えなくなるまで猛練習をしたものだ」0私の母の㌶圭、蒜等∴法定諒

芋寸こぞや二王蓮．、・「モチ屋」には、母の後輩やクラブ活動後の生徒がよく立ち寄ったものだ。

「自分はバスケット斑で、相馬今朝一先生（建築）に指導され、関東大

会予選新人戦3位だった。」一一一一」訂沢光雄（昭和33年、建築科卒）

●新設間もない工業課程が、廃止になるという声があがった際、「先生方

を講堂にカンズメにして工業課程の存続を呼びかけた。生産のないところ

に国の復興はない（生意気だったかも知れないが）」一週間も生徒集会

を開き、劾川校長にも陳情して遂に存続決定に持ち込んだ

大日方弘文（昭和21年、機械科卒）

一39－
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後夜祭のあの場面

中田智恵（平成3　年、家政牢）

私は生徒会の古記局でした。干助祭では、後夜祭において仮装大会を企画し執行部も仮装をしまし

た。

副会長のM君（建築）は紫色の衣装の忍者となり、紙のF裏別

をなげたり、トンボ返りをしたり（M君いわく、「こんなことをし

ていては嫁さんの来てかない」）観客の中まで入り込み、大いに

ハッスルしたものです。

先生方も仮装で登場、「天才バカボン一家」でした。錐か、

バカボンに泉先生（電気）（そっくり！でした）、おとうさんに山

崎先生（英語）。弟の赤ちゃん（？）に召田（めすだ）先生（家政）。

おしゃぶりを口に乳枠中に乗っていたのが印象的ですrJ

後夜祭は盛り上がりました、グラウンドに描いた曇人文字・絵絹偏の■lりこ「f・仙」の丈‘‾；く）を松本から

飛んで来たセスナ機が写真を掘ったのです。※この人文字の「写餌をTELか一卜にしたいと、鰻石とったところ、拙㈲緒机くて親し紬1た

こんな時代

昼休みのベルがなって待ちに待った弁当の時間である、いざ弁当箱を開いてまさに食べよう
とした時である、突然教室のドアが荒々しく開けられ、屈強な先輩が4～5人が乱入して来た。
そのなかでも一番大きな上級生が、噛み付くようなしかもドラ声で「すぐ説教宅に集まれ！」
と。この説教室とは校舎の東端の空き教室である、我々はとぼとぼと屠殺場に引かれる子羊
のごとくにその地獄の教室へ。入り口で礼をして中へ入ると、大勢の上級生がキート睨む。
この虎息でブルプルと震える者がほとんど、そこへ「整列」と怒鳴られた。全員が教室
の中央に不動の資勢をとった。

よそ見でもしようものなら即座にピンクがとんでくる。「これから服装検査をする」との

声で端からチェックが始まる。パンパンと殴る音、「貴様、名札はどうしたッガ「目玉が
動いた」と怒鳴られ、殴る。
これは軍隊教育の伝統的な風習で正当化されているのだからたまらない。こんな不条

理なことが昭和18年には行われていたのである。
柳町昭雄（昭和22年機械科卒）さんの『自由な学苑』より抜粋。

H等郡に慧芸義美言．　　　　　　　　　　あ　の　こ　ろ

●私の入学した時の商業科の入試には5倍もつめかけた。簿記や珠算など最低3級の検定取らないと進

級できなかった。

宮本みち子（昭和35年、商業科卒）

●入学したとき、こんなにも盲いもの庚舎跡が校舎、

教室なのだから）とは思わなかった。私は商糞科だっ

たが、隣が家政科の調理室だったので料理実習になる

とうるさいし、いい匂いが授業中に漂ってきたものだ。

どこも暗くて、汚い教室だった。

二　　　　網島静子（昭和44年、商業科革）
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野球応援一事件

宮下美恵子（平成3年、建築牢）

3年生の7月、豆の野球大会のことです。上断市営球場（城の近く）での朝8時（？〉からの試合、なに

しろわがクラスから（箕劫メンバ一帖ひるのです）エース相打てu弘禍。　崇主触紅絹3年用と緋からの抑多い

一時間目のLHR（8＝40）を全員で（あの超真面目なタイソン事、小山くんも一緒に）学校を抜け出して

野球場にかけつけました。

ところがその球場にはなんと、これまた、電気3年1組も全員がLHRを曇すっぽかして来ていまし

た。こうなると応接の生徒は90余名いることになります。と言いますのは、試合はこの時．仁王で、「0－

7」で負けていました。

応援団長の水量墨は元気がありません。そこで、田中生徒会長、副の宮沢君（以上建3）が応援団と協

力して、急に加わった3年の2クラスと三々五々応掛こかけつけた生徒（？）と保強者、さらに、先生が

し〝tL、Uノ‾ダ…ヲ這すれ蒜蒜蒜蒜加齢枇　謂細長は馳晶ル／

●　我々機械3－1は「スーパーマリオのハリボテ」を造り・また、前夜祭のステ‾ジ発表
では最優秀だった。フィナーレに全校であげた七色の風船が空高く飛んで行くのは、とて

たく苧路、服のl地は複に来ていた）に呼びかけてにの劣勢を跳ね返すペLJと、

整然と整列をして、

「フレー、フレー千曲」、「かっ飛ばせ、児平－（建隻）日と大声援を送り、

活気ある応援をやったのです。

選手は、はつらつとして来ました。

連打も出て来て、なんと奇跡的に　5　－7まで追い上げたのです。

その後は、乱打戦の打ち合いor応援の成果■は如実です0応援席も

盛り上がりました。

久しぶりの好試合、千曲高校としては健闘です。

しかし、もう一歩およばず、8　－9で惜敗しました。

も感動でした。 藤沢敏和（昭和62年、機械卒）

○覚えていますかあの「背番号33」（商薫3－3）Tシャツを口我かクラスの出口画家か描いた犬
のデザインも輝きました。今回のクラスマッチは一勝すると、1点の方式でした。

バスケでは過激な応援により優勝（鮎2朋も勝）、こうして堂々の女子総合優勝をとげた

のです。男子は建築3年が優勝。 小山美奈子（昭和62年、商業卒）

◎昭和61年（3年）の芸術鑑賞は「音楽鑑賞」でした0「高校生のための、オーケストラはタ
イムマシンにのって」は、いろんな楽器の演奏を聞けて楽しかった。

「新世界（膵ルサーク）」は一楽章だけだったがよかった。「サンドペーパー・バレー」の時

に左端の人がヤスリを落としてしまって可哀想だったが、変わった演奏でおもしろかった0
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故地のr東汀水」の姐　杉崎斌（前学校長，
南ホームルーム棟の西南の隅にマンホールの蓋があり、その．紗7招鋤撼詭77古事は職員の間

でも意外と知られていない。どうして地下に多良の地下水があるのか柳土二櫛一つであるが、

今回彪柳瀬訝・膨rrカ′缶

校舎の建っている地は昭和48年以前は広い、およそ一万坪のグラウンドでありました。そのグラウ

ンドの南側の西よりに東西に走る直径1mぐらいのコンクリート管が埋蔵され、湧水を汲めるように

なっていたのである。昭和8年頃の昔の話だが、この大蛍の湧水は千曲川に沿い赤岩から中之条・下

之条にかけて走り、再び千曲川に注ぐ川底から象透した伏流水を集めた川である。

陸軍がこの地に飛行学校を設置したとき、この川が邪魔なので大きなコンクリート管で埋めた。

終戦、そして昭和21～23にかけてこの飛行学校分校あとに男子部（市立商工学校）と女子部（市立

高等女学校）が引っ越してきた。

それ以来グラウンド地下を走るこの鰍 名相・好∠．d∠■二一二彦′ぞ諺久夏鍬J励日歩

る放課後・クラブ活動のあと、この冷水を浴びたり飲んだりしたものである。

文字通り生徒のオアシスであったことが、懐かしく思い出される。

酬払 彪オ∠乙棚の印を押されてしまった。
酬㈲牢勿オ

在学の頃は上田格から学校まで人家はほんの数軒であったが今では民家も増え地下水も以前のよう

なきれいな水ではない。

千曲高校へは二回日の赴任で9年間いたにもかかわらず、湧水についてはすっかり忘れていたが、

三回目の赴任の7月、その湧水が見たくなり、数人で久しぶりにマンホールの蓋を開けてみた。水面

に降りられるよう取っ手がついている。覗くと、大きなヒューム管からとうとうと落ちる千曲川の湧

水と対面できたのである。なお壷の底をよく見ると、 ノオブかクタイク、ナノメーJ～脚Jノ毛早速コ

ップに汲み上げると冷たいためコップの外側が祭った。水道水と比較しても甲乙なく、むしろ結露が

あるためか透明度は汲み上げた方が良く見える。飲めないのが残念ですが、おそらく雑排水のためど

ぶ川になっているだろうと思い込んでいたが予測に反して、冷たく透明でありかつ魚までいたことに

はっとした次第である。

上田市長に、来校の際見ていただいたが、水虫が多く透明度の高さに驚いておられた。いっまでも

綺麗な水でおくよう蘇っている。

亀t礼馳小一つItあり、♯l亀腋

4qitエビY⊥ド′

配ノ■　干ロヽ′●　‘”－

触帝的患nウ一件落毛の
軍に

高嶋

せ

ここ舟地下水の人口

‖旺址
八舟釘，蛾

（マン太」レ）

建築科と商業・家政科を結ぶ渡り廊下の天井（梁との間）に、ハトが住みついた0それを防ぐため

旨先生が立ち上がった。免租牡鹿　ナ伝っ危・‥
市と

（1）田畑で使う「目玉」の鳥威しを使用→しかし、一週間でききめなし。

（2）ダンボールで粟との間をふさいだ→これも、わずかな隙間にもぐりこまれて巣を造られ失敗。
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長坂商店のおl⊇rさん

（文責）相原文哉（職員）

千曲高校前の交差点に面して「長坂商店」（数年前までは「科章・上履きなど」の販売を依頼していた）、

その商店は昭和25年頃から、学校の前にあるというので丁度、千曲高校の歴史と同じ［年輪」を持っとい

えるのです。

何より今日も漂クラブを終えた生徒か、パンやジュースを買うなどなじみの店・場所です。その店主

のおばあちゃん（84才）から、千曲高校の生徒との関わりの話しを伺いました。

※門丁の者か立捕ってt朋子は朝貢にある

「ここに店を開いたのは昭和25年頃、当時は古舟橋も国道もなく、店部分は旧道（登下校の道）は東側でし

た。旧校舎時代も運動部の生徒さんがよく放課後立ち寄って、パンを食べて行ったものです。今の体育館

の位置が運動場で、バスケットボールは外でやっていましたネ、その女子バスケットの生廷主んが「おば

さんt当時は若かったから穴　6時頃食べに来るのでラーメンをお願いします」と頼まれたので時間まで

につくって待っていました。

ところがいくら待っても。7時を過ぎても来ないのです、ラーメンはのひてしまう、心配にはなるし…、

やっと7時半頃、顔を出して「今日に限って練習が長くなり（先生はずうといるし）、帰るに帰れなくて。

おばさんゴメンナサイ」って

新校舎になってからか、その直前かはっきりしませんけと野球部の生徒たち（鰍つも規鮎ち寄っていたので触って

いる）が「甲子園の決勝戦を見せて！」と、5人でやって来たのです。

「先生に見つかるとヤバイから」と言うのでクツを奥にしまい、中が見えないようにカーテンを引いて

やったものですヨ。

そうそう野球と言えば、ある時に長野市の球場で千曲高校が第二回戦にも勝った、それがうれしくて、

球場へ祝電を「千曲のパパ」で打ったんです。すると監督さんのH先生が帰って来るや、すぐに「室逆

あさん、電報ありがとう」ってお礼を…0

昔の運動班（特に女子）の生徒が大人になり、子供がまた「千曲の高校生に…」、その母親となった生徒さ

んが「おばちゃん（昔の呼び名で）、子供が世話になります」って、うれしいですネ。

先日（7月27日）、長野へ行ったら昨年卒業した家

政科の女子が「おばあちゃん、どうしてこんな所に？

元気で長生きしてネ」と、声をかけてくれました。

もう、この年で顔も名前も覚えられないけど、生

徒さんはちゃんと覚えていてくれるんです、うれしい

もんですヨ。

千曲の生徒達はよい生徒ばかり、最近はボケ気味

で計算が遅いんです、すると店の電卓で男子生徒は　敢為軸滑りに

計算をしてくれるんです。真面目にネ。長生きの　彗㌫軌

コツは若い人達と話をすること。

一番変わった事というと、学校の周囲に住宅が増えた事、それに自動車が…。

昭和22、23年頃だったか、古舟橋と学校の間あたりに確かワサビ畑があった、そんな事は夢のようです

ネJ。

懐かしい卒業生もいっぱいいるでしょう、機会があれば寄って話をしてみて下さい。
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学歴◎竜零恩恵
新校舎の巻

旧校舎（なぜなら飛行場跡の兵舎である）には当然、「学校のL不思議」として①「校舎に幽霊が～」と、

あるようだが、七つを取材するのは今となっては不可能、そこで新校舎のr七不思議」を拾ってみる。

1、応接室の「大壷」？

2、校舎の下に「地下水」？

3、「番地」が存在しない？

4、「校歌」に学校名がない？

5、「避雷針」のアースは？

6・格納庫の「教室」跡？　塊慧温石

7、旧校舎の「生き残り」？ 地下水川車　思想的

【角牢説】
1、「大童」？

応接室には人が入れるほどの大きさの嘉淡緑色の壷がある。

いつ？、誰が学校に？、その大きさは何に使用なのか？、

まったく　不明。その価値は？※加えとl汗捕射」の1つでもあら

2、「地下水」？

季タ＼＿七九一ル

南ホームルーム棟とその南の自転車置場の間の地下2mほどのところをを流れ、批焼却炉の斜め前で直

角に向きを変え、今度は北（機械科棟の方角）へと流れる、冷たいきれいな水で大きさ10享ン魚が数匹泳

いでいる。

旧校舎に学んだ卒業生はよくこの地下水のことを知っていて、夏の暑いときはこの地下に入り、涼ん

だり、水を飲んだ。と　　　≠

2年前にこの地下の川について解明された。※鮒的配四郎紬の（マントル）蓋が糾、そこか城下へと馴ら払4魂粗
咄恥古Ll凧虹の橡か稲．

3、「番地」？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（栂の掛嶋貢に）

学校の住所は「上田市中之条談“626’’番地」となっているが、この“6灯の各地は学校の校地には互＿

在しない・『上池台敗』にも軋っていない。当然、市内寮内の地図にもない。※626細細凍紬巌

4、「校名」がない？

ほとんどの学校の校歌（歌詞）には「学校名」が入っているが、我が校の素晴らしい斎校歌には「上田王

曲」は入っていない0　　　　　　　　　　　　※禦磁誓

5、「避雷針」のアースは？

電気科棟に－避雷金rがあるが、その『アース』がなんとテニスコート（旧正門近く）の樺の根元に埋
められている。どうしてこんな長距離（離れている）なのか？、旧校舎時代の名残か。

6、格納庫の「教室」跡？　　　　　　　　　　　　　　　　　（関配事が願こ）

昭和24年、上田千曲高校になったとき、飛行場跡の崇大格納庫を仕切り「教室」として使っていたく同

窓鋪・桐菜館の位置）0その格納庫の基礎が残っている0　　　※大間監指筈わた0

7、旧校舎の「生き残り」？　　　　　　　　　　　　　　　　　　（梢の木についてはユ亘参酌

旧校舎時代は、桜、松、ポプラ、樺、謝桐。グラウントの周囲に「アカシア」があった。多く木の宜三

ァヵシアの木が焼却炉（ここか朽ウントでテニスコートの位置？）の横に、当時のまま生き続けている。つまり、昭和24年

以来、千曲高校の歴史を見つめていると言うわけ。　　　　　　　　姜；ミ那全駅舶鮎つだろうと植樹した。
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あ　の　こ　ろ

強練を週に3日やった。小林蕃夫先生の指導で、

剣道術と基礎訓練に汗を流した。食べる物もな

く体力がつかず過労と栄養失調で黄症になってし

まった。＿滝沢（山崎）陛（昭和2畔、商業卒）

田中則夫（庭球で東信大会優勝、昭和31卒商糞科2組）らと庭球の練習に励んだ。練習のときに飲ん

だ校庭の湧き水がうまかった。質実剛健の気風で長髪も禁止されていだぎ駄貴子屋へ墓から入り、お茶

とパンで腹を沸した。建築科の相馬今朝一先生は若く、張り切っておられ、当時としては珍しい設備で

今、盛んに使われている空調を教えてくれた。

上田市役所には、千曲高の同窓生が10％以上おり、

特に建築課には多い。「当時の小県重美学校（現上

田東高）の蚕室を借りて半年、東小学校に1年。こ

のように転々としていた。校舎が出来ると戦争が赦

化して工均へ動労動員、授業は1週間に1日ほど。　、．

佐井次男（昭和2畔卒，建築科）

山田幸司（昭和33年卒、建築科）
■　‾‾　　　■　　　　　　‾

■P Q嶋

蟹
ふち〇年

エ≡■科男子生徒の洲珪素署（え・同校救lれ、片椚昭）

昭和53年の改築で、上田市の職員として「特別教室と管理棟」

－　　　　上野　貢、日中　進　（昭和25年、建築科）

「学校では、野球に明け暮れた。草炭から通学していたので、

練習が轟くなると夜も10時過ぎの時もあった。級友の倉島寿己

君が投手、私は三塁手だった。

－林　明男（昭和詭年卒、建築科卒・千曲高校義且）

S26、大格納庫教室が傾いた。その建物は陸軍航空本部の

高山磐技師が設計したもので、鉄材を使わないスパンの大き

な木造の建物だった。「仕切った教室が暗いからと、壁を切

り取ってしまったために傾いたのかな－」と、おっちゃんの

名前で親しまれていた久保敏先生は語る。

久保　敏先生　S24年～50年鵬）

イスや机はオンポロだったため、体の大きな人（乱紗が康をかける

と壊れてしまい（ストーブのまきにしようと、教壇の下へ隠しておいた。

その教壇が少し浮き上がってしまい先生に見つかり、叱られた。そんな

一幕もあった。 有賀嘉三（昭和26年、商業科卒）

ヒ蛾仙イスも
・台かった〝
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【名物教師】

鱒二鱒束時代
（D有川仙之助（農業）

（昭和50年、毎日新聞連載「高校風土記」より）

素朴な人柄。「私は、教育者だ！教育のために教壇で倒れるのは本望だ」といわ

れていて、講義中脳溢血で倒れてそのまま。教育熱心。修学旅行はウラジ履き。

②塩入　　進（物理、数学）

○ウラソウリで通勤。雨ガ降るこそのウラソウリをふここうに入れて裸足で登校。

○着任苧マ、棒高跳びに夢中になり、基本もへったくれもなく自己流で長いタケ

さおを使って校舎の屋根から飛び下り臼折した。それでも猛練習、遂に県下の

競技大会で優勝した。

○夏休みに母校の北海道大学へ遊びにいったのだガ、休暇ガ終わってもさっぱり

本校へは帰って来ない。心配した池田教頭ガ、「スクカ工し」と電報を打つと

「ナ二ヨウ、ヘンマリ（何の用事ガあるのか、返事で説明を）」と返信をよこ

した。

○思いついたことは、何でも実行に移す無頓着で、愉快な先生。

③宮下　銀子（故棲、作法）　．．●

よく小言もいったガ、下手なのはほどいて「あなたは、そっちを縫いなさい」と

半分すつ仕立てた。教材の代わりに小学校の男先生の寝間着を縫ってあげた。

㊨清水　　洗（生物）

「アメリカのMPガ授業中に入って来て『皿を見るような美瑛はいけない』とい

いなガら顕微鏡のミジンコを喜んで見ていた。女生徒を連れ、引揚者を上田駅ま

で出迎えに行って、その時の湯茶接待ガまじめだと新聞に報じられた」

卿
①（昭和24年〉　久保　　敏（建築）

「お父ちゃん」の名で親しまれ、教え子（生徒）にも泣かされたガ、若い（昭和

25年から昭和50年）時から熱血漢で建築構造設計には情熱を燃した。年に何

回も同級会に招かれる人気者。

②（昭和25年）丸山萱一郎（体育）

「校舎の周りにキツネの足跡ガあったり、キツネの赤ん坊を見つけたこともあっ

た。若い先生などは宿直の見回りに、自分の足書でさえこれガっていた。卒業生

はポロ校舎で育ったので、とこの企業も立派に見えて、よく働いている」「壌鹿渡干，霹

逗動・1織的ちちん撃敵
性甘くてぼ杜占ぬ青森．

丸山兎こと／

ヰ曲⑳鼠一飯鬼鼠．
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ノ・・プニングと事件編（？）

最大の危機一髪

こんな秘話があった。それは。

平成●年（明折ると影抑あるので）の修学旅行のおとろくべき実話である。、広島にて「クラス別」の行動・見

学となった、最終日、家政科2年1組は広島の安芸（あき）の宮島（日本三景の一、折節では必ず踊る）を堪能！、見学わ終

えて、さて広島へと戻り新幹線にて名古屋へ・‥予定通りに進んでいた。

広島電鉄の「宮島口」駅で（広島耶脚離別鋸へき）予定の電車を待つ。「さあ－電車で戻り、広島駅に学年

が焦結して」と号鮎確軌乳智も無事終わりⅠとKの正副担任はゆったりとした乳特で璽室望△

線を待った。

ところがとんでもない、考えられないことが塁豊、起こった！

予定の電車がrないJのである。つまり、

旅行業者が時刻表でスケジュールを組み、その時刻表で電車の時間を調べ組んだ時に「土曜日は運休」

を見落としたのである。　　　　　　　　　賀寿軌いk哺日か亀∬な9

さあ－　大変だ、とうするか、どうなるのか。

いくら悔やんで、恨んでも、はたまたアワテテても電車なんて存在しないのである。「電車を動かし

て」というわけには行かない、大ピンチである。何が何でも、とんな方法でもとにかく広島駅までは行

かねばならない。

駅前には小さな駅ゆえ、タクシーは数台しかない、しかも

広島駅までは「かなりの距離」がある。

とにかく引率職員二人を含む43人（当然、新書雛恥）が移動しな

ければならない。

駅前のタクシーを片端から確保するのだが5台しかない。大きな旅行荷物はあるし、1台には4～5

人しかのれない、小型が多いし、万事休す。

しかし、何とかタクシーは9台を確保できた（リミ、ツトであった）。これこそ幸運であった（ここで開閉沌帽

やした）、小型であろうがとにかく5人が強引に詰め込んで（もし8台だったらアウトであったとⅠ担任教

諭はしみじみ、ひや汗をふきながら語った）やっとの、いや必死で43人は広島駅を目指したのである0

運転手さんも必死である。どんなことをしても、一秒でも早く広島駅へと0　酪主人鬼焚細

く新幹線の時刻は今度は間違いなく予定通り運行するはずであるから）　　触いろ協か・‥

広島市内の道でも時には10帽ですっとばし‥いここで事故でも起きて　いたら、「二

いったいどうなっていたのかゾッとする場面である。

それに9台のタクシーではかなりの時間の差が起きる。そもそも宮島口駅前

の出発時点ですでに差があったのであるから。

広島駅では最初に着いたⅠ先生は気が気でない、新幹線の出発時間は目前、

秒読みである。駅前にて、いらいら、ドキドキとして待つ。時計とにらめっこ（「寿納まった」と堪）、

「途中で交通事故にならないだろうか」（あのスピードで飛んでくるんだから）

「もし間にあわなかったら」

一47－
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やっと最後の一台が到着。この時、新幹線乗車の3分前。だが、ここからまた戦いが始まった。新

幹線ホームまで大きな荷物をもって全速力の移動である。こんな時に限って乗り場のホームまでが　遠

い、なりふりかまわず走りに走って、ホームへとたどり着いた。（映画の場面のようである潔筆者注）

奇跡的に、本当に危株一髪、滑り込みのセーフであった。（ここにワープロで文字化する筆者も、

その情景が目に浮かぶ、だって、こんな掛会だからとしこたま土産を買い込み、両手に荷物があるのだ

から。それに、どのようにしてタクシーにそれらの「大きな荷物」を詰め込み、

5人が乗ったのかな謎も残っている、ともかく人間必死、土壌場になるとすご

い力を出すものだ）

いかに大変な（心身的にも）大事件であったかは、新幹線にて乗り込んだ瞬間、

2人が車中で倒れ、気絶してしまったのである。

「後にも先にも（文字通り）こんな命の縮まる経験は初めてだ」

と、担任だったⅠ先生は語る。

「これは絶対内緒ですヨ」とも付け加えられたが。

【学校の住所がない】

平成9年7月の事、事務室の越川さんが「これは驚いた、千

曲高校には住所地がない！」と言う。

何のことかと詳しく聞いてみると

「千曲高校には※番地がないのです」

「つまり中之条「626番地」となっているけど（当然学校所在

地としての番地は「上田市中之条626番地」がそうである）その

r626Jなんて、校地にはその番地は旦史のです」

と、土地台帳を広げて見せてくれた。

なるほどr6261は存在しない、学校なら事務室・管理室のある

土地が住塾になるはずなので、昭和48年の今の管理棟の位置の

七の軋＿は何ぼ
・■■亡■■ヽ■■ト伽

セ一対川畑

名ヒ

頼門線

番地、だとも考えられるが、（現譜か位I）地図から言うと「字久保田1204－3」となっている。　　千二スコート

校庭の西側（野球のダイヤモンド）に「632－2」とあるのでこの近く

に「626」あったのではあろうか。いずれにしても現グラウンドの一

画に、かっては存在したのだろう。

実は昭和30年までは「中之条」（軸は帥）となっていたが、翌昭和31

年からは、「中之条壁旦垂塾」になっている。　土地の合筆（土地

と番地、所有者などの整理）をした折、626番地が「632番地」に吸

収されてしまったのかも知れない。

媒劃抑硝冊舶「七木城」の一つ佃宵。 （華貞に開艦事）

体育館とプールのある位置は
「字、塾（練）になっているが、
これはr宮川神社の北蝕嶺側）j

の事であろう。

よってr音義（捕）jなのかも知

れない。その他、字名にr田j

がついているのが興味潔い。

｝■導■編毒喝癖｛穐㌔

闘襲撃暮・ぺあの　こ　ろ　∴

●S25年　宮崎（宮沢）三ノUしく家庭科）●

「県大会で10伽に13秒5の記録。国体にも出場。「青木村から通学していた。朝の早い汽車に乗る

ためには三時頃に起床、峠越えをして別所に出たり、上田原の電車の駅まで一時間も歩いた。‘せつ

ない’と患ったが、準備体操になった」

－48－

ナ雲

㌔

ぎ

号

音

鼻

琶

露

！

諺

藩

攣

き

雷

雲

乳

厨



＝コスモス会騒動

昭和24年10月のこと。戦後の「民主　国家の建設」という事か、「校友会」にかわり、「学校自治会」

が出来、学校のあり方、授業のあり方等、さらに生徒自身の熱意から学校側に対して、「図書閲覧室の

設置」「校歌の作成」を求める声と動きがあった。

そして、10月のある日、商業科男子の有志数名

が「コスモス会」（意味不明、もし、現在の宇宙

のコスモスを指しているとなれば・・・）を作り、

第一回文化講座（目的はゼミといったものか？）

を社会科の某先生にお願いし「農村一揆」、英語

科のK教諭に「ロシア文字」の二講座を開いても

らった。

ところが、このコスモス会の動きが観点会の議題にのぼり（政治的背景、思想的に問題があるのでは

と議論となった）、結局、職員会より解散が命ぜられた。

厳し′しヽし一つⅠナ

昭和30年、家庭科のクラスの担任T先生は服装について非常に厳しく、始業の挨拶に起立すると「バ

ッヂのついている人は座りなさい、次いで、制服のリボンをFきちん」

とついている人は座りなさい」といっものしつけで一日がスタート。正

しい服装をしていない者は立っていなければならなかった。

昭和32年頃は、厳しいしつけと規則があり、「先生が引率しなければ、

スキーにも行けなかった」。「それは納得できない」と、大草校長に

直接談判（直訴）に行き、学校長からは許可をもらったが、生徒指導の

W先生から呼びつけられ、説教され、結局クラス有志のスキーは実現で

きなかった。　　　　　　　　　　児玉　晃夫　（昭和34年皮革）

ボ－ルを後方iこ‘まずす理由
爺局、 なっ毛／

野球部で活躍した林　明男三塁手（昭和35年、建築科卒）は、夏の炎天下で毎日練習に励んだ。とこ

ろが面白い現象に気がついた。レフトやセンターの外野手がしきりに、ライトの守備につきたがる。そ

してライトの守備につくと、F必ずjポールを後方にそらす。

「技術的な事かな」と不思議に思って見ていると、ライトの

後方へとポールを拾いに行った選手が、フッと地上から消えた。

その不思議さと、エラー（ポールを外す）の理由は意外な事で

千曲高の七不思議（？）の一つである、「グラウンド下にきれ　どこで．；

いな冷水が流れている」、その地下水を飲みたいばかりにライトの守備八‥・・‥。　そこでわざとポー

ルを外し、地下水路へと降り冷たい水を飲みに行くために姿が消えたのである。

言主＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　の　こ　ろ

●S48年　大塚（開口）　郁子（商業科）●

「学校内ガ広くて、電気科や機械科などは学校祭のこきテラlJと見ただけ。若林琢

先生　く商業科）は珠算の授業をやらす、自分の芸話をしてくれて楽しかった」
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【ある修学旅行】

平成5年までの修学旅行は、「篠の井」から特急で名古屋へ。そして新幹線で関西や岡山、広島。四国

（金毘羅参りと瀬戸大橋）へ行くことも。（バスで名古屋に行った年もある）

ところで、車中は携帯のゲームをやるか、『ジャンプ』などのマンガ本を読んでいる、そして最近ではウ

ォークマンを聴いている。トランプをする者はめっきり減った。こんな調子だから「何という駅で乗るんで

すか」「何時に着くんですか」「とこへ行くんですか」と質問責め。まかりなりにも事前学習はやってきた

しもちろん、（必携）“旅のしおり（莱）巾にみんな雷いてあるのに。

そして列車やバスが着いた勝間、すぐに自動販売機に殺到。

「時間の観念」があやふやなため、こんな事が起こった。

名古屋駅に着き、広島行きの予定の「ひかり〇号」までには40分余りの時間はあるが、とにかく新幹線の

ホームへ移動した。

そこへ、無数に走っている早めの「ひかり△号」（もちろん予定瑚車用帥）が滑り込んで来て、目の前に停まった。

すると、ここぞとばかりに5人の男子生徒が「それ－」と謀乗り込んでしまった。
小数秒間の停車か克ので「違う，降りろ」という声も届かないうち、列車は発車してしまったのである0

※名古緋からその「ひかり△号」に電乱錐で下車させて、予定の「ひかり号」に貴紙。

【下駄履で通学】

昭和31－33年頃は今のように‘革靴”を履ける時代ではなく、クラス40名の内38名が下駄屈であった。

一年生の時は新しい下駄を履いて行き、廊下にある下駄箱に入れておいたが、帰りに下駄箱から出すとこ

れがセンペイのような】下駄”に変身していた？

これでは困る（家で畑こひどく叱ら枇）ので、今度は教室の机の中に下駄を入れてこの交換（変身）事件を防ごうとした。

専門科目になると実習室や特別教室の授業となり、その教室まで下駄を持って行った。しかしこの移動教

室に行った時に限って、その教室の机の中に下駄を置き忘れてしまった。放課後あわてて持ちに行くと「な

くなっている」か、またもや「薄い下駄」に変わっていた。

3年生になると親からは1ケ月に2足分を使うので下駄を買う為にお金（下踊）をもらったが、若い肉体（食

欲）のためにウドン代や映画代へと回ってしまい、必要な下駄は「下駄箱交換事件」（方法）で対処した！。

その頃の生活指導の先生は厳しいところもあったが温かみもあり、よい思い出ではかりである。

【そこのけ、そこのけ俺が通る？】

昭和の終から平成の初めにかけては、おっかない先生がたくさんいたし今でも約一名？ほと健在だが）

蝶丸く高橋触》、バキン（後に　－フセイブや“尊師”とも呼ばれたパ滝沢齢、ウソン　く細川魁〉等。

その先生たちが通るだけで生徒たちは震え上がった。（、「、「バキン先生は「先生がた、職員会議の時間です、全員

（会議室まで）馬酎ナ足！」と、放送をした伝説の持主。

細川T

l　討　－



授業風景

【昭和23年】今まで「鬼畜米英だった」のがカラリと変わり、機械の教科書はアメリカの原本を使った。

【昭和30年】英語の小林利通先生は授業も、挨拶も全て英語で日本語はいっさい話さなかった。よって英

語は手こずった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀場勝椰（蜘33年掛辛）

【昭和3挿】「物理」の教科書は上田高校と同じ0「数学」の授業はアメリカが　簡1

月ロケットで宇宙開発をしている時代。「月にロケットを打ち込む、この技術は、障

塾生基へ鉄砲を打ち込むのと同じ難しさだ」と、いつも世界や科学の話しをや

り、数学はわずか週全位で終わりであった。「後は君達の力で」と。

盈軌誠歓池ル細絹班も暫紗…　林明男（約35年掛辛）↑

女性の香り

昭和26年の入学でビタミン組、『Al』の生徒です。

教室はA．，A2が現在のテニスコートの所にある正門の外にあった。0番教室（木造・昔の兵舎を改造した）

のうち、隣の教室には塾塑弘1瑚）のお姉さんたちがいて、女性の「量旦」がした。43年振りに来校、母校

がものすごく変わってしまいピックリ。　西沢保柴（鞠29年榊綽）　約8回千曲軒80年のあゆわート」に雑しての誹より

運動会のひとこま

平成7年の運動会で15人のクラス対抗の「ムカデ競争」。

女子クラスは練習の成果によってスムーズに走ったが、男子チームとなる

と先頭は急ぎ、後ろはノロノロ、当然15人がバクバクと倒れる。

これを見ていた電気3年は「ウサギ跳び」方式で、ピョン、ピョンと跳

ねてゴール。好タイムであった。一方、電子機械科も考えた、墜二型【の

アイデア（？）の作戦で15人が横にズラリと並び（雛鋸で）一斉に「いち、に、

＿、二！」と走った。タイムはよかったが、「ヨコの百足くムカデ）競走なんてムカデ故唐隠白恕

前代未聞である、蟹（かに）競争ではあるまいし」と、この記録は認められなかった。

【司会者のヒット】

第26回千曲祭の後夜祭で全校楽「○×ウルトラ・クイズ」を実施した。

問題の一つに「藤波弘子先生（青葉）と内山到先生（捜舶）の年齢の関係」、すなわち、「藤波弘子先生の方が内山

先生より年上である、○か×か？」と。

ところが司会の電気3年のS君は

『藤波先生の方が竺竺二三旦旦』と、

やったから（ヒットを射したのであるが）大変、若い藤波先生は

ステージの上で大怒り？「ヒドイー！」

また、答に、○（正い、）にした人数が多く

藤波先生はこれまたショック。

ちなみに両先生は『同年齢』。よって答えは＞＜。

※こ蛸は、報長も桝の同臥地方の抑開削打苧臥関する」0×クイズであった。
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象仕ん
【予餞会のシルエットクイズ】

「3年生を送る会」（予餞会）としては、昭和62年までは全校で映画を見ていた。昭和63年3月の予饅会では

3学年の先生方の姿をシルエットで映し出して担任を当てる「クイズ」が企画された。斬新なアイデアで楽

しかったn　最近はビデオの導入によって「3年間の思い出」が放映され、平成7年にはその「3年間の思い

出」のビデオテープが　卒業生に配られた．，

謹霊宝息弧，
電三を少し象桓してあう．

【生徒会での制服の自由化】

ビデオ70b丘7ト

3卑怯は息勧した．

iの判取（午曲島の顔や編）

昭和50年の2学期に新校舎に移った。しかし、また商業・家政科棟は出来ていなかった。千曲祭の一般公

開はなく、運動会と斑活動の発表であった。

50年には制服の自由化が議論になったが、 6枚ヒクのプレヤースカート は上田近辺では珍しいと『ファ

シヨン雑誌』に紹介されたこともあり、悪兄はあったか自曲化としては盛り上がらずそのままとなってし

まった（自分はこの時、生徒会役員であった）　　　　　　　　　　　　　完ミ80年のあゆ舶和らわれた「原射、匿名

あ　の　こ　ろ

【担任の思い出l

昭和41年、私の担任は長野工業（？）から赴圧された「千野英巳先生」。恐ろしい先生でピリピリ

してた。（ただし、商業科等女生徒がいるクラスでは優しかったとの噂だったが）

《エピソードその1》　　　　　　　　　　　　　　　　　書ご

入学式の当臥何が原因かは覚えていないが、高校生宿のスタートで凄いけんまくで怒られた同

級生がいた。

《エピソードその2》

その先生は数学の担当であり、午後の授業が多く、どうしても眠くなるが、そこへ黒板梢が飛ん

できた。不思議に怪我人はでなかった0

《エピソードその3》

2～3時間目は早弁、ところが職員室にいる筈の先生が廊下へ、

窓際の者は一瞬体が硬直したがニヤツ　として行かれてしまった。

千野随は良明～現車．

－　52　－
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【犬も授業】

平成2年6月の事、三階の建築2年生の教室ではいつものように些全史

旦「工業数理」の授業で仮害された問題を解いていた。

そこへ一匹の赤犬が後ろの入り口からトコトコと入って来て、真ん中

の机の下へ寝そべってしまった。

この犬の出現で賑やかな教室は「シーン」となった。

「何だ、急に静かになって！」と、板書から振り返ったA先生は犬を見て

「オオー、音大が俺の授業を受けに室生企！」と。

だが、この‾言で犬はサァ‾と起き上がり、廊下へと出て憲よ完璧か敦

た。環とさとさ拓や大和合板、恥まトン榊農、小離船へ入り朗でくる。， 響
華≡＿＿　一

【たかが筒、されど筒】

千曲高校への通学は上田橋を渡る。その時に他校生や通勤者とすれ違うわけだが、建築科の生徒は製国男

の筒を持っていることが誇り　であった。

ところで最近はその製図用の筒を自転車の前カゴに入れ、後ろには同級生か彼女を立ったまま乗せて（これを

「二別と恥らしい・2人削）、古舟橋の歩道を学校へと目指す（このときウォークマン用き騨らだと典鮒碩悔校生？）。

古舟橋の歩道は狭くかつ、潔綿てすり）が低い、ある生徒が風にあおられて「誇り高い筒鬼低い欄干か

ら千曲川へドブンと渚としてしまった。

拾いに行こうにも、川の中央をプカリブカリ。

「ああ－、たかが筒！、されど帯？」と、欺いたとか。

新人類には重畳か。後者も昭和50年代までのことであろう。

※甜如歩道打手摺りが低くて髄」との相打Aの会合に出る。

通学あれこれ 菅・上田穂　今．竜相橋

【悪路と渡し舟】

昭和20年代は学校と三好町との間の通学路は砂利道の悪路、その上街灯　もなく途中には墓地もあり、

しかも人家はまばらで寂しい事、この上ない。

そこでクラブ活動など日没後の下校は、女子の一人歩きは禁止されていた。男子と一掛こ集団で帰宅する

ように指導されていたのである。

昭和34年頃までは、古舟橋の近くに「渡し舟」があり、上田西部、塩尻地区の生徒は両岸にかけられたワ

イヤーを手でたぐって舟を進めて渡った。その「渡し舟」に自転車ごと乗って渡河しての登校であった。大

水が出ると一時運航中止。

【不名誉記韓】

平成8年の運動会は25人によるクラス対抗「大縄跳び」、成功（軌だ）回数を競う。

建築2年（担任州魁も触って）は息もピックリ、19回を跳び優勝。

その隣は建築3年（A触組）は、生徒会長0を加えてやっと25人、優勝めざして意気込んでチャレンジ。「そ

ーれ、イーチ！」と、跳んだが1回目で失敗（つまり旦旦）。3回ある試技も結局、0、1、0回の〉最低記

録であった。

「人数が揃ったことも立派、参加することに意義がある！」と、A先生は負け惜しみ。
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【自転車通学急増】

昭和30年代は生徒は下駄履、ズック靴か革靴になった。

また、自転車通学者が急増した。

昭和32年は市内または上田駅からの自転車通学者が450台（人）

このため　①　各クラスに1本ずつの重三三（空気入れ）を配置。

②　理科教室の北側にあった240台分の自転車置場一棟を追加。

昭和34年には建築科2年生の建築実習として、小体育館の北側に100台分の

「自転車置場」を造った。　　　　　　　　（6臓より）（l．瑚

【年齢は不詳】

「昭和40年代のこと、学校や官舎なとを掃除してくれる人がいました。

千曲高校にも一人のおじさんがいたが・このおじさんはハデナ服装にサングラスをかけて常に若々しくふ

るまっていた。年齢は不詳で30～50才であろうという。

最近（平成5年）、競そのおじさんが健在で、千曲川の堤防を黄色の運動着で体操をしながら歩いていた、

頑はツルツルになってはいたが相変わらず年齢は読み取れなかった。しかし当時、30才としてもあれから30

余年経ているのでゆうに60才を越えているはずである」と。　　　　※城西艶である御前蜘不闇そうに語った。

バイクの山岸先生

昭和46年の地学班として「塩田平は湖の底だった（湖成層の研究）」で活躍された（当時家政科の13人の姐

さんの一人）閑　多三好さんが37年ぶりに母校を訪れた。それは第38回千曲祭の訂80年のあゆみコーナー」

に展示されたF塩田平の湖成層の研究』の展示物（新聞記事と表彰状など）を見るためであった。

展示を見ながら、懐かしく当時の様子を語ってくださった。

「顧問の山岸持久馬先生は当時はバイクであり、冬の放課後、塩田平の研究に行ったのが、夜の8時頃

までの調査になってしまい、寒かったり、くたびれてしまいました。

さて、帰りとなり、家までは先生のバイクにく3人乗り〉をして送ってもらったものです」

※1997．9．7．80年のあゆ如十にて．鴎如績、環梓とんせ横・　　　　　坂井（関〉多三好（租37年家辟卒〉

【テレビ効果】

第37回千曲祭において建築班（泄3年新郎貼）の研究発表が灯信濃国分寺三重塔の古い材」であった。

この500年前（室町時代）の『古い材を希望者にプレゼントします』と、

地元の　テレビ（UCV）が放映した。

すると土曜日の「般公開は午後1時からなのに、なんと朝8時30分、

SHR・掃除前なのに市内蒼久保の男性（70歳）が訪れて、「親戚の人の

分もぜひほしい！」と。

「先着者、一人1本」であったがこの早朝来校の熱意に3本を顧問の

A先生がプレゼント。

とにかく　マスコミ・テレビの効果はすごい。※この“甜1i魁加相であ，た。

刑替融推賞仁一　　　　　∴三　あのこ　ろ

昭和20年卜終戦の少し前だったが、飛行場を空襲したアメリカのグラマンが朝日に銀色の機体を輝か

せていた○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大日方弘文（昭和21年機械科卒）
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【1時間でもう“卒業”！】

平成3年4月の入学式（射触樺年主任）の出来事。一時間の厳粛な入学式がととこうりなく終わろうとしてい

た。最後の閉式の辞である。

島田教頭は厳かに打以上をもちまして“卒姜式’を終わります」と。

近くにいた職員や式場全体「アレー」と驚き、あわてた。

職員席からも「違う！（入学式）」と、示唆と訂正の小声。

ところが、島田先生は会場の雰囲気から誤りを感じたが、あわてた

ために訂正の言い直しも、またもや

「以上で“卒業式’■｝」と。

再び『卒業』になってしまった。

つまり、この年の入学生は入学して1時間で『卒業してしまった？』

※「入学式を酎）ります」になったことは言うまでと心－ 印象勤胤・L・

【鰯偏（コウモリ〉事件】

機械、電気、建築科棟付近には「コウモリ」が巣をつくり、夕方になると飛び回っている。渡り廊下にも

フンがいっぱいある（夜に天井に吊り下がるのであろう）。

それは、平成3年11月、建築科製図室におこった。一匹のコウモリ　が昼間なのに教室内を我が物顔で飛

び回っていた。女子は製図室に入れないほど驚き、嫌がった。　　火屋闊刷）も早に迷って（？）帯んを鵬の椚l

そこで男子がホウキやモップを持って追い回したが、冬のため窓は閉まっているのだが、とてもコウモリ

を捕まえることも、追い払うことも出来ない。そこへ皇室生が「俺に任せろ」と登場、大ミ工をきって“三

角スケール（長さ30げでコウモリの不規則な軌道に備えて構える。ところがここでr奇跡」が起こった。

ヒラリ、ヒラリと超音波を発しながら障害物を避けて飛ぶコウモリが、A先生の方向へと飛来してくるや

例の三角スケールでコツーン　と叩き落としてしまった。

男性軍は「神業、奇跡、ミラクル」と絶賛。

ところが女子は、なんと死んだコウモリを見て、「残酷」

「ひとい！」、「A先生って非情だ」と、鬼のような言葉

を投げかけた。　　　　　　　　　　　クラス通訂礎3」より

党別にはハトとコウモリ和み骨ひる。また球肘鯛にヘビ文略こいたことも。

【とんだ爆発事件】

平成8年の12月の寒いある日の午後のこと、杉崎校長が事務室前の廊下を歩いていると、突然「進路室」の

中で「ドカーン！」とものすごい爆発音、驚いて何事かとドアを開けて見た。

ヤカンの蓋（ふた）が5～6mの所に飛び、ヤカンはストーブの上から床に落ちている、しかし、水は一滴も

周四にこぼれていない。そこには「コーヒージュースの缶」が一本あった。

事務室からも「何事か」、「何か事件か」と駆けつけて釆たが、何がどうなったのか分からない。

つまり音とフタを飛ばしたこの事件、事故の犯人、その原因は？

缶コーヒーを暖めようとして、カラ（摘拙くなった）のヤカン

中で、膨張した缶コーヒーがついに動きだし、ヤカンの蓋

を吹き飛ばしたのである。

幸いその時は、進路室は無人でケガ人も被書もなかった。
敢劫珍事件、確飴で報告剖他‥．．・
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歌叫ヨカで会長古こ

生徒会の役員、とくに「生徒会長」となると立候補者がいなかった年や逆に、3人も4人もいる年が

あったり・・・する。立侯栢者は必ず「今年より千曲祭を盛り上げ、成功させる」と公約でアピールする。

すると、必ず質問も「貝体的にはどうするか」、

どの質問というより意見が出る。

ところが昭和60年11月の会長選挙は違っていた。

何と、質問や要望は侯揃者全員が「校歌を歌って

ほしい」であった。

その結果、キャラクター性もあり、度胸と歌唱

力もあったK君が評価されて見事に生徒会長に輝

いた。

風と雨傘

3年生からは「今年の千曲祭を評価しないのか」な

中之条の辺りは風が強い。千曲川沿の通学路は上田橋から登校の朝は川下からのF向かい風』、おま

けにこれまた帰りも川上からのF向かい風」のため、傘を前にしなければ歩けないほどの姐

半過の地は千曲川が最も狭い地形のため、そこを風が一気に吹き抜ける。つきり『ト

ウミの口jともいってよく知られている。

別所線の利用者は、赤坂上駅から徒歩で登校したが雨や雪の日は下から

吹きあげ、時には突風もあり傘がトックリ（キノコ）になってしまう。

ところで昭和60年頃には、雨の少ないこの地域とはいえ、下校時に急な

雨に遭うことがあった。そこで先生心（配慮）により各科・コースに緑と

黒の縞模様のコウモ梅を数本用意した。

ところがストライプ模様に加え、その傘には大きな文字で「千曲高」と

書かれてあり、あまりに目立つ傘のため利用者はなかったので、この先生

心案も数年で途絶えてしまった。億三のコ妬り令如Jカサ立て」を曹おうとの紬もあっ毛。

毛色武装有利レ乳始
【土木部長奮戦する】

昭和26年のこと。学校造りと校地整理は、全校の職員と生徒が一九となっ

てやった。まったくの河原であり、毎日クラス毎に交替で石集め、コンク

リート練り、そして廊下造り。

そして木が一本もないので植樹をした。しかし、地下1mには飛行場跡の

アスファルトと石ころだらけであり、水は毎日やり、堆肥もくれたのか結局

1－2年で枯てしまった。

大貫教頭は連日作業者に身を固め、陣頭指揮をとって学校造りに懸命で

あった。その嬰と勢いから生徒たちからr土木部長」と、呼ばれた。

t躍こ買上　　　　㍉÷∵∴∴‾　あ　の　こ　ろ

●旦89年　斎藤（春原）泰生（電気科）●

「昭和39年、40年頃はスポーツは大変強かった。三段跳ではインターハイ9位

の清水　渉（昭和40年、機械科）、80mの茂木秀二（昭和40年、機械科）水

泳の滝本住夫（昭和41年、電気科）、走高跳、三段跳の西藤友和（昭和39年商

業科）うで、39年の県大会で総合優勝した。それまでは進学校に優勝をさらわれ

ていただけに、妻びは大きい」
－56－
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会社へお百度参り

l伽1の初期は不景気で就職兄はなく、先生〟は毎日会社へと就職をお棚いに射、た。ある会社はせっ

かく速くまでも先生が．訪ねて行ったのにポ務所の入り日で＿占二ち．乱

やっと人車係の人が出て来ても「いままでに刊l伯校から来ていませんので」

と断られたり、

「今まで一度いじ従をくれなかったのに‥・」と嫌みを．i■われた。

「門前払い」が多かった√．

それでもひとつ、ひとつ会川‖川をした。l：日日や佐久まで－ト弁、●1でlUhた「．

－ノミ車代がなくなり歩いてゾ11‡って来ることも。帰佼したときは刷りこなってし

まって…‥∴っ

と、胴伸馴肪た）の久保仙ま語った√（■甘和訓隼）　　　　　欠慢軋生的如

食社＿諷わl）【乙

学校長の名前も登場
、巨成7年の丁・州麿の校内祭、この岬は休付館で全校クイスを美施、兄′巨ノノも回苓晋となった・一）

l王り題「杉的学校長の畑である二些少きしりをワープロで戒めた」、では　F別　は†■化・読んで求められ

るか、文字力咄てくるか？」

とこれは難問であった。　　　H．．侶1の根榔こ解説を「これは

ヒンと‖品で人ノすると川て来ます」と、窄っ器た机祓．こ摘

膜砲的説帆そこで■り会掛は「そうです、杉崎校長の名l河は、量

tヒノ）がよくなるようにと命名されたようですが。はたして…」

とのよく分かる邪説を追加した。

この昭説指導は顧l告Jの某妃牡によるらしい。一部に拍けが…●●

概念の0乳酸

【カラスの巣と教育問題】

托会科教室の窓からl・炉を見ると、テニスコート横の大きなケヤキの木にいつ

からかカラスが某をつくり止み着いている。0兄／卜はこのカラス　塚をホノホ

ノと・ド和のひとこまとして眺めていた。

一方、生征会関係で生物の研究室をよく．訪れるA先生はある日、そのカラ

ヒスの親子（一族）が、自転置き場のアスファルトに「クルミ」を空から落と

して割っている場面こ出遭った。

「これは利口だ、どこか（？）の高校生よりカシコイかも知れない」

と、視雑な気持ちで眺めていた。

あ　の　こ　ろ

●S40年　関口（栗原）悦子（家政科）● k

「小林（鮎沢）亨先生（体育科）は、『先生というな‾お兄さんと呼べ【こ冗談を

いって笑わせた。好記録をだしたらユニホームやスパイクを買ってやる』と励まさ

れた。」「遠征のときは、パチンコに連れていってリラックスさせたり、自分の給

料はみな使うくらい、陸上のために青春を要した。その好意にこたえるよう懸命に

やった」

－　57　－
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【こんなはずではなかった】

『甲子園への夢野球試合観戦記」

平成9年度・夏の野球大会は雨のため一日延びたく．

7／19（土）に長野市県営球場で対「駒ヶ根皿との間で、900からプレホール。r吟年こそ甲子軌

へと応援側も燃えた0すなわち、メガホンを10本買い（これで軌、侶断り、呆気つけの酬拍万全、重盗

生生率いるブラスバンド　も張り切った。

応援は生徒会役員、応援委員会、それに伊藤（蓮如、西沢t軸穴上水沌ノ先生、生徒会顧問の犬飼、井

原先生ら絵勢50名（噸触り航長掛ら酎つけた）は、学校を7：20に出発して高速道路にて8．30には束和田の球場

へ到着0丁度選手はフィールディンクをやっていた。千曲高の守備練習は緊張しているのか送球に梢彩

がなかった。父母会、同窓生も駆けつけ、総勢100人くらいになった。　さ；く榊闇の幸軋よ■∵2舗－’からである、

さて、先攻で試合は始まったが、初回は残念ながら3者凡退。

そこでAとⅠ両先生は、球場近くの弁当屋に『昼食を注文，口

に出掛けた。

9回まで戦うだろうとしてほってい机髄れ9回射ある）想定しての、

「生壁に弁当が届くように」と、注文をした。

球場へ戻ってひっくり、1回裏に何と5点を入れられてしま

ったのだ。2回1人筒の攻撃も三振してけヤツチャー後逸）その

ままベンチへ煽って着てしまう（振り逃げではないか）

ノーアウト2塁も結局無得点。こんな調子で、　結局、まさか

の7回コールドrO対71で完敗、試合終了は10：15であった。

さあ－大変コールド負けとは計算外。こんなに早く終わってしまうとは。完敗のショックと「弁当

が間に合わない」、禦（飽剖回の如曙、細でもと、わざわ弼耶定礎粧したのである。ノ

せ実はⅠ先生は、届けてもらう堕週皇さらに　rll：30」にと、電話で時間を延期したというおまけつ

き。

『踏んだり蹴ったり』の番狂わせ（ちぐはぐ）？と、暑さでAとⅠ両先生は汗ピッショリ。

※　この試合については朝貢に。

【無人化の一間題】

警備会社による警備システムの学校無人化は、夜中パトロールをし・見

回ることにより電灯の消し忘れ、扉の開け放しや錠のかけ忘れをチェッ

クしてくれて効果は大きなものである。

しかし、その警報システムを解除しないまま入室　してしまうこと

がある。すると、事務室へ軍備会社から電話かかかってくる。

「うっかりだと思うが先生が…」と。

ところで、これが日曜日や休日で、用事や忘れものを取りにうっかり

研究室なとへ入室すると大変である。

5分くらいで警備会社の人が駆けつける「．

ところが今年（平成9年）の7月にその無人化の絹点をつくような事故摘配肌再が起こった。

休みの日の午前中のこと、どうしたはずみか火災報知機が突然鳴り出した、いつもなら昔がやんで

「ただいまのは誤報です」と、放送が入る。

ところがこの日は無人なのである。火災報知機は鳴り続けた（とにかくうるさい）、消防署（消防車）

と警備会社が、「それ一火災だ」と飛んで来た。

ちょうど散髪屋に行っていた香山校長のもとに、電話連絡が「学校が火災のようだ」と。

香山校長はあわてた　ことはいうまでもない？。窺鮎という束こ兢ことはじるといっ乱一臥

－　5六一

も
れ
る
こ
七
も
・
亡
ゝ
、
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【現代の若者】

平成8年の7月のこと、上山田で同級会を終えた機械科（昭和封年卒）の同窓生が馳年ぶりに母校を訪

れた、もちろん、旧校舎時代の大先輩であるゆえ、新校舎にひっくり（校舎と校庭が逆の位置になってい

る）それはともかく、応接室へと。

そこで一同は、現生徒会の役員に会いたいという。

「現状を聞きたい、激励をしたい」というのである。J

早速、内山典彦副会長（娘3年）か応接室へと。

10人の大先輩（老人）の前にて、「生徒会の活動とその

取り組み」の様子をとうとうと述べた。

同席した担任の相原教諭は、「あれだけの大先輩、しか

も10人の前でL二六歳とはたいしたものだ」と誉めると、　上棟の絶

当の内山は「ええ、うちのジイさんたちと思えば、とうてこ

と…」と。

【日中友好】

龍三の歯の同軸劇柳取れを此

（盟首に軸）

1997年2月、寒中休みに『中国歴史の旅・北京、西安の史跡を訪ねて』として、冬の中国へ。

出塁f電舗）事務局長以下、越王団長（商別）ら18人（雑駁やじ脚は、西安制、齢か長安のあったかの郊外の食堂

（q咽では“大飯店巾という）で昼食にするため予魁の会場にと入った。その大広間の食堂ではちょうど
＿　■－t■■　■■－　▲

JP、
シl

結婚式の真っ最中（日本で言う披露宴）。　　　　　　　　　′

本人はさらに世界の城下団長の音頭で「新婚さん万歳！」

と。

この日中友好の様子は手塚ヒデオ撮影技師（致鞘）のビデオ

にしっかりとおさめられている。

あ　の　こ　ろ

磁r／押藍
は名のヰ曲軍団は勉強重

し払相へ　帝んだJ

●高校時代の最大の「思い出」、それは、広島への修学旅行だ。上田から烹東京へ。新幹線

で広島へ、そして電車で宮島へ。そこは海の町であったのだ。我々長野県人にとっては海

はうれしい、思わす目頭を押さえた。滋東京訓でわたこともある　砂子田雅美（昭和63年、建築卒）

修学旅行の一日目は移動に賓やした。、3日目はクラス別見学で、宝塚ファミリーラン

4日目は※京都における班別行動、清水の滝（3つの願いがかなうという小さな滝）で

人が大勢並んでいて結局飲めなかった。頴京凱おしての朗由見学柵は、富師櫛だった。そのご長断の倍学桁で

笠原　薫（昭和63年、商業卒）

－60－

岩下友幸（昭和62年、電気卒）

ドへ、すこい乗り物はかりだった。一回で酔う人もたくさんいた。楽しい1日だった。

も禍の半日抽内自由見学価となった

l昭和62年10月20日、1．000個の風船に干曲高校生の夢を託して飛はしたり、千曲崇は大成

功のうちに幕を閉じた。青い澄み切った空に色とりどりの風船が僑んで行くのを見な力、

ら誰もが感動を覚えたことだろう。



【文化祭と運動会】

昔は文化祭（学校開放、千曲祭）の最終日（月耶）には運動会があった。かっては入場行進もあり、さらにク

ラスやコースことにハリボテの人形をつくっての応接合戦。薫別∃もマスゲームや仮装行列、借り物競走など。

最近は35人対抗の「担弘皇」が人気があった。

平成3年にはエキサイト、盛り上がり過きて35人以上の出場者が殺到したり、1～2年生の試合に3年生

か応援出場となってしまい人数確認に時間がかかってしまった。

そんな中で、3年生対抗（工業科）では女子が10人と男子25人で

出場した建築3年が、何と全てストレート勝ちでみごと優勝　し

てしまった。

クラス対抗リレーやノミン食い競走、障害物競走など奈楽しい柾

目もあったが、生徒は運動会を敬遠、平成8年で運動会は姿を

消すハメになってしまった。

禦鵜齢もこ頼こことかわたが、鰍ケガ人相た）ということでその年のれ

常錮私叫
濃艶豊犠豊た

千曲秦スナップ
1）一人舞台

第26回千曲祭の前夜祭（鯛日の午猷おこ紬れる銅祭）は、27の全クラスが出場して歌、踊り、劇、バンド演奏など。

ところで、この年は前年に続いて機械科のK君（生総長）が「ものまね」の一人舞台。

「ウルトラマン太郎」「ゲゲゲの鬼太郎の父」など当時の人気キャラクターのものまねをジェスチャーと

大きな声で演じ会場は大爆笑、そして拍手喝采をあぴた。

2）風船上げ

第26回千曲祭から後夜祭（蛸30牌7）に「全校風船上げ」を企画、実施

風船は横浜（榊62年）へ、また群馬県（柵63年）、その次の年は栃木県へ届き

ハガキや手紙が寄せられた。　　　　　　　　奈その離項断如心配というので中止

3）パラボラアンテナ　　　　　輌璧鮎

クラス展示発表が加わった第27回千曲祭に電子機械科1年（S担任

は、ダンボールと石膏で大きな嘉パラボラアンテナを作った。

これが人気で廊下に展示し、30m離れたささやき声も聞き取れ

るとあって、アンテナの前に立って実験する人が列となった。

※このパラホラアンテナは郷から則れたという。

全線一本に軋姫か級別脆．

4）万歳に気合をこめて　　　　叫■　　　　　亀子1年の触陣地，亀．

第26回千曲祭の「7－日」に千曲祭副実行委員長のT君がステージの上でチ「千曲祭高校バンザイ～」と、

やろうとするのだが「万才」の『バ』が出て来ない。「ヨーシ」と拳を突き出し、気合を入れ再び『バン～』

とやろうとしたがまたもや声が出ず0　漁この価鵬から・地軸徽製警統監
これを繰り返すこと3度、やっと4回目に成功し、「バンザーイ」と。

ちなみに後夜祭の終了時間は第25回までは3：00、第26回4：30、第30回は潔6．00（ファイヤーストム鵬こ抽れるよう拭った）

約5回は7：00、今年（平成9年）第38回千曲祭の後夜祭は旦遡までとなり、今までの最も遅い時間となった。

禦　ファイトストム粘こ加わてから、柑舘員の挨拶・セレ仁一をやるようになった。」

一61－



5）職員も負けていない

前夜祭（尉桁…耶ってにう恥）には例年職員も出演している、「ヘートーへ／の茎立」し喜ひの歌をトイツ．，三洋，）

の合唱、演歌りと酒場）轟㈲S触…00ノ調いま、つ∴滝と‥

何と言っても÷肯木村のr義民太鼓Jを25人l拙1慨頭も参加）し1人部伐

で出演したのが圧巻であった・労落木・訳野面牲（鴨）蝿Tりトも上陥かた．

体育館のステージでは挟すさで急きょ、前ステーシを作ったほ酪齢が、こ

こ州若い触岬やkの女轍鮒）、成績（採点）はトノブの．lf真数（職員が優勝はなり、文

化祭（校内祭）を盛り上げた。

主祭錮みあけ掃、額7・00路紳潮酢離して9・00まて鮒を翫7こ「満目子丁子と′　ニ璧ててよ‡

【競歩大会】

平成6年は1学年の春の遠足を学年としては競歩大会の形で実施した＝J学校から工業団地の裏山烏掛川湖

の近くを目指した上皇吐）の一周コース。

平成7年もこのコースで実施。女子がスタートして10分接に男子が出発。西友スト7－までは徒歩で、そ

こから走る。

コースにはlhことに「キロ数」を記した看板（標識）をつけた。ところが小聞古の1km手前の「あと1km

で中間点」という標識の位苗が、彙少し狂い中間点の手前500mくらいの松の木につけられたため、「ヘースが

狂ってしまった」と、不評？。　　　　　　　　　　　　　　べ・これ，i闇きつ；ナいす、ニ1た艶射てや1／二た乱読1TL壬rJ∴

ところで、最後尾を歩いていた建築1年の女J15人は、途中でコースからはすれ、山の中へと　迷い込ん

で　しまった。体育の春日先生が最後を車でケカ人、病人を拾うためにゆっくりとコースを進むと、なんと、

かなり離れた（コースからはずれていたが酢発見した）山道をトボトホとさまよう5人を発見して京救助した。

※　車に乗せられた5人は折帽し裾思細、そこを・捕軋かね、コー絹帥たことと、配意っこここて冠（？邦し鳥が㈲鉦旛∴

【春の遠足】

本校には「春の遠足」（温机一度）がある、6月初句に学年や科及びクラスの計画によって美施される。

1学年は、遡塾杢会の時もあるが、適当先郊才のi副もそれも′、絹使う場合か多い。

2学年は、修学旅行の前段として煮埜珪（大本営跡と象山地下壕の見学）と北に方面の見学（＿［場・企業見学

を組み合わせる）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒：†1諷ま紬皇下離竺ブラフか担、そし軌増閥描射る→う75j

3学年は、最後の遠足だというのでクラスの親睦を目的に、高崎や据馬サファリワーノLト、水嵩上急′、イラ

ンド、軽井沢や黒姫（童話の森）なと遠くへと。しかし、遠足の主旨にのっとり「太郎山」登山のクラスもあ

る。　年によって学年がまとまって「霧ヶ峰」に行ったこともあった。（閏7年）。

投近は「富士急」へは数クラスが。

ある年の職員会議。「3学年としては、まとまってこの質料の

ように」と、分厚い綴じ込み（遠足のテキスト）を取り出した0先

生が「中山道こと、準木曽路（妻寵と馬込）の歴史大研究に行きま

す」と、発言・説明、拍手が起きた。主：圭今年は3年妙「相削へたクラスが～吊．－．
一一一一一■←一■■

ヱ坤．内山嘘1）ダ
ー　6二ご　－

・；い▲凝郎撒こよ鳩手痛さ迂）：舶い捕：1こ。



【死体がいっぱい】

冬に備えて、各教室（実習室、研究室なと）にストーフが入る。さて、そのストーブの煙突は教室や研

究室によっては壁にエントツを接続する訳だが、どうしたのかその教室は昨年は煙突の吸い込みが悪かっ

た。

そこでこの機会に揃除・点検をしょうと、煙突の接続部分を引き抜いた。その瞬間、腰を抜かす大

事件が。

トドドー　と煙突の穴から　nひからぴた烏、雀の大群？」が出て来た。

「ギャ一、なんと　こんなに死体が！」と、Ⅹ先生はたじたじしなが

ら叫んだ。

「先生、焦らない、驚かない、この場合は死体というより、一死骸■　と

いうべきです」

と、一緒に掃除をしていた女子生徒の方がクールであった。

※ひからぴた如く堂匹も。どこ鵬でにんな親をしてい的でFi。

【水量の計算】

平成9年8月の夏休みに生徒会書記局は、連日登校した。千曲祭の全校企画「アキカン（大給）」のそ

の集まった缶を水洗いをするのだが、これが苛酷な、ものすごい重労働・潔作業であった。

つまり、上田県営球場から届けられたビニール120袋から、取り出して　いざ洗おう　としたのだが、真夏

の太陽に照らされた袋の中のカンはすごい異臭を放つのである。それにク′ごコの吸い殻が混入していて、

全くひどい状態。

この作業を5日間、6、000佃もやったのである。手ぬぐいで鼻と口をふさいたり、袋の口を開いて、ガ

スと臭気を追い出して（たいして離目礼）1時間後に洗い出しを開始したりと工夫もむなしく、匂いが体中に染

み付いてしまった。

腰は痛い、夕方には手は水でふやけてしまィ、カンを見るのもイヤになったと。

そのふやけた手の話から、「と、いうことは、一日、7時間、で5日間だその

水鬼はどのくらいになるのかなり
rぉぉよそ、50汀F（一日）で5日間だ。こりゃものすごい水量だ、水代はいった

い　いくらだ？」

と、顧問の某先生はそっちの費用の計算に夢中であった。

※作糾鯛のようだったと。洗ったアキカン掴ベ1叩00眉。

〔他種式にて〕　【離任式の謎】

髄J鴫隻も、・・・

毎年3月になると離任式で多くの先生方とお別れで、寂しい限りである。

先生方はお別れの挨拶に万感の思いを込めて、諺やオリジナルの言葉で、

惜別歌や校歌を歌うことも。英語でスピーチ、また漢詩を詠ずることもあ

る。

ところで平成●年（は，きりさく見当が可ので伏せるか）、某先生はステージの中央で声

高らかに「若い人（娘）にむやみに触れないこと」と一言のみの挨拶であっ

た。

何のことやら、自閉なのか、はたまた全校への警告なのか、今だに謎

であも　●年以来、語り上皇となっている。

－63－
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【売れ先は職員】

ここ数年、干助祭では建築コース発表の一部として、′l■J水、岩崎両先生の指導の下に

「木造パズル」を製作・販売（？）している。

生き残りパズル」（35如脈Jト膿したがって1如すればOK）と、「特級

建築士パズル」（柿で紳輔紹計する）がある。

小学生はもちろん高校生（展示販売している係の生徒も夢

中でやっている）に人気、そこへ見学・巡視（？）に来た薫先生

方も　のめり込んで　しまったい

買ったお客としては本校の職員が一番多かった。

Ⅹ先生なと、毎年買ってくださる。そこで 失應滴もは割込．んだ
「同じものを、いつもありがとうございます」

と建築の先生がお礼。すると、Ⅹ先生は「ええ、なくしてしまうもので」と。

；芸≡芸等宣長誓㌶票ごたから」と。机患豊禦禦如上…つ痛の）
ちなみに「生き残りパズル」では、1本となり成功したのはⅠ先生だけ（？）、A先生などいくらチャ

レンジしても5本も残っている。しかし、「特級建築士パズル」の一級、特級の問題を考えたのはA先生

であると。

工鹿 工島　？

鎗

【なんて歌うの1

本校の『校歌』の2番には「烏帽子岳の山の磐根　延ふ如」

とある。1番はすらすらと歌えるのだが、この2番となると歌

詞をよく覚えていない。

さて、この「烏帽子岳山の草根～」の部分だが、歌う時に

はどうするのであろうか？

「言葉の数が1番と合わない」と、飯島、井原、相原の3

先生は悩み考えた。昼ヒ垂を寄せ集めて考えた結果、

「60周年記念に作った　レコードで聴けば解決する」と。

さすが3人寄れば文殊の知恵だ一件落着しそうだったが、

最近ではレコード　をかけられるプレーヤーがないではないか。

【時間切れ】

今年の芸術鑑賞（7月に親）は「お諏訪太鼓」であった、市民会館に

て予定の時間で始まり、途中に、「太鼓教室」と称して、各クラス

代表が出て学年順に練習（城をたたく）をし、初級免許を与えるという

試みであった。

ところがこれが意外と時間がかかってしまい、諏訪太鼓の十八

手の演奏が「残り5分」となってしまった。

最前列に陣取っていたA先生、「太鼓教室」が始まった時点で

「これは時間切れになる（計画がよく．ない、失敗する）」と予言し

ていた。

案の定、アウトだった。

－65－

t間断と39

土口己んけ

筒
哩
闇
佃
垣
間
］

．

′

ト

一

・

【

】

T

t

　

■

　

　

上

し

　

′

U

 

L

　

ノ

h

－

ヨ

土

r

ト

†

ヽ

t

　

　

′

▲

上

7

枚
∵
起
き
　
わ
か
文
化
輿
し
な
む

う

る

ほ

し

さ

　

我

が

郷

土

の

と

か

な

れ

　

師

の

君

よ

広
き
臓
　
寛
げ
て

競
り
み
た
り
　
小
県

こ
の
同
一
は
　
ほ
ろ
は
さ
じ

安
ノ
ー
あ
れ
　
我
か
父
よ

信
州
の
　
百
年
は

学
び
得
て
　
隠
明
に

こ

と

だ

て

の

正

し

き

よ



【同じ教室へ】

本校は広くて建物も多く、実習棟まで入れると複雑であり、とにかく校舎数が多い0場所（掛を党

ぇるのに苦労する。しかしこの話は普通教科の事件である（ホームルーム棟が授業の範囲であるはずノ

1998年7月のこと（7月となると鰭、鞄こ伽た踊　国語科U先生は1時

間目にK科の1年の授業に。

そして5時間目にまたもや現れた、驚いたのは生徒の方0

もっとも当の先生は間違いとは気が付かず（ここで生徒の反応から気

が付いてもよさそうなんだが）、教卓に若くや、出席を取り出して、全

く違うクラスの氏名を呼び出したのである0

ここで生徒は、またもやびっくり。

（その後授業になったかどうか、記掛こは残っていないので不明）

修学旅才子悲話
平成5年の九州修学旅行、川上映のホテルの浴場は大きく風情があった。ところで女子の浴槽とは大

きな岩（壁のように）で仕切られいた。この岩でケカをした兵しっわ拍）がいる。

っまり、女子の浴槽をノソキ見ようと高さ辿ものこの岩壁を主上豊且を試みたが生壁と三、転落

した　のであった。

一・，　，　、　ヽ

管を一紡■
団義吉力の結果
昭和61年7月14．15日一年の夏合宿で菅平に行った。

商業、家政科は「菅平高原観光ホテル」。電気、機械

建築科は別の「唐澤館」に泊まった。

雨天のため宿舎の大広間を使って○×クイズをやった。

わたしたちのクラスは団結力が強すぎてみんなが鮎

萎えの方に動いてしまり結局、最後まで残る者は1喧迦

ユ左。

村田由香（昭和64年，商業卒）

あ　の　こ　ろ

●　昭和37年だったと思う、就職試験を兼ねて「全日本学生科学者（長野県塩田平の湖成層

の研究）」の表彰式に出席のため、家政科の女子4人で上島　　　　　　　増¢・叫奉鼠

そこで「13人のメダル」をもらってきた．1今でもそのメンハーをはっきり覚えている。

山岸猪久馬先生（崩柳眉）如8千蜘碩紅朋して。

開墾第一で、小牧山へ毎日足を運んで作物を作った．，卒業の少し前から勉強をしただけ。

学校は門をくぐっただけって感じなので、もう一度勉強をやりたい。．

戸田愛子（昭和23年卒）
享喜

だだっ広く、教室の前がすぐ庭だったr，今の上田一巾から綜子や机をかついで運ん付。

小林貞義（昭和23年卒）
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【これ‘ま驚き】
小林ポッポちゃんこと、イ針一先生括導下の陸上班に「凄い逆手」がいた。佐々木茂雄（睨脚、腑）

はハンマー投げで県記録保持者。全国大会にも出場したツワモノ（兵）。

3年生の四月、身体測定でr背筋力』をやったところ、あまりのその力によって朋が壊れてしまっ

左。

【愛一島週間“2話”】
くそのl〉

平成3年、建軍科の研究室へ、なにをとう間違ったのか一匹描）のインコーが迷い混んで来た（この重には鬼

より軒l魁かいるのを知ら抽ったのであろう），天井近くをうろうろと飛んでいた。

l魁とS勉は捕まえようと、“魚釣りの好と“土ヱぎで追い回したが、もう少しのところまで追

い詰めるのだが逃げられてしまう。

そこへA他がちょうと来た。この捕物騒動を見て、

「私にと、11鳥とり”の名人（どうも、かっての“コウモ膵たたき蕗とした矧’を的て硝しているらしいか）にお任せ下さい」

と、言うや否や素手でいとも簡単に捕まえてしまった∩

この「インコー」はS先生宅で飼われている1

くその2〉　　　　　　　　　　　　工もi

平成6年、機械科の実習の時間の事である。北側の木にすみついたモズの巣から、1羽のヒナ烏が

地上に濡ちて、ヒーヒーと鳴いていた。そこで3年の男子数人と旦韮生がこの赤ちゃんを助け　うと、

薄行（？）にたちあがった。

長い竿の先に小さな袋状の物を作り、そこへ

ヒナ鳥を入れて高い木の上の巣に戻してやろう

という訳である。

巣は枝の間にあって生主上が定まりにくい。

つまり近くまで届くのだが、今一歩のところで枝

が邪魔になり、なかなか上手には巣に届かない。

‡選手交替などして星型塾みたところ、どうにか

成功。おもわず拍手が出た。

欒軒輔と軋「捕卯手でだれ細川わろう」「右裾桝ろ」と入れ替わった模。

あ　の　こ　ろ

昭和8年、テニスは県大会で優勝したが、この年バスケットなと全種目に優勝したため、

明治神宮大会に出場する予算がなくなり、行けなかった。

当時のF新聞』に「県下女子中等学掛こ燦然と輝く、ナンバーワンの位置を確保した（上

田実科高女は至宝、柳沢なみ子、下村久江さんらは〉神官大会へのに出場権を待ながら、

参加出来ずあの真っ黒な顔を無念の涙でぬらした…。」と。

柳沢なみ子、下村久江（昭和8年卒）
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之ん智つり貯－ツ（金叙）蕗弼
【実科高女時代のスポーツ】『高校風土記』（毎日新聞）より

バスケットボール、刈間今朝雄先生のコーチでメキメキ上通した√，昭和6年10月、上田

高女（現上田染谷高）を破り、県大会で優晩そして県の代表として「第6回明治神宮大会

（星型邑」に出場し、3回戦で優勝した木更津高女に惜敗してしまったが、あの国体出場

の感激は今でも忘れられない。

浦頗（武井）愛子（昭和6年卒）、丸山みち（昭和8年卒）

教育プチ壬十は厳しかった

（え●同校救済j　片桐　昭1

7－　私はマンツーマン方式で自分のポジションを均に付ける

練習を重ねた。あの時、失敗したクマは今でも覚えている、

また、お揃いのフルマーを自分達　でつくったものですヨ。

安田きみ子（昭和年季）

松本女子職業学掛現松本美々ケ丘高）といっも優勝争い

をしたr，

「全信州」と「信越女子大会」で昭和7年まで3年連続働券。

このときの優勝旗を昭和1畔に市立高女になった時に

「校旗」としたのです。

超（飯島）すみ子（昭和8年卒）

テニスを遅くまでやった。日華事変で毎日兵隊さんを駅へ送って行った。敵国だから英

語はやめた。斎藤校長が“神社仏閣”の話をしてくれた0

今になってみれば、文化財に興味を持てたのは先生のお陰だと思います．．

小岩井正志（昭和7年卒）

lf　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　の　こ　ろ

「千曲の‘七不思議■」と言い、「校庭のり中央の地で兵隊の足音が聞こえる」と。広

い敷地にポッンと校舎があって寂しかった。

バス停への近道にと畑の中を横切ってしかられた。

ハンドボール班の女子は、2年前に出来たばかりです。

ルールも知らない私たちがハンドボールと言うスポーツ

をやるのにはとても困難でした。しかし運動（班活動）を

やったことでいろんなことを得ました。千曲集を手伝う

ということで、叢書言己局に加えてもらいました、毎日とて

も大変でしたが．とても楽しい充実した学校生宿でした。

丼掛「lh人」として紬、ヒ甜した。滝沢美紀（昭和62年，建築革）

－68－

辞　÷二

笠井（中村）峯子（昭和35年革）

希軋教皇複恥ヰ良
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テニスで桜井もと（昭和10年卒）、下条小雪（昭和4年卒）さんらと、上田駅まで出迎え

を受けてとてもうれしかった。

4月から9月まで4キロ以内は歩けということで練習を終えて帰ると暗くなり、母が秋

和の田んぼまで迎えに来てくれていたのが忘れられない。

沓掛　久（昭和9年卒）

バスケットでがんばった。宮坂先生が長野高女（現長野西高）へ転勤、その後刈間先生の

指導を受けて、その長野高女と「県大会」での決勝戦では激戦となり、同点。

土壇場でのシュートが決まった（勝ったと思った）がその時はタイムオーバー、あんな残

念の事はなかった。

宮虎つね（昭和9年卒）、柳沢（武重）モト（昭和10年率）、土屋（水出）つや（昭和11年卒）

才等】目線
練習は校庭で、まず水を撒きホコリを鎮めてから先輩を迎えた。

失敗をしたときは近くの護国神社へ行って、反省し、髪を切った。

だんだん短くなってしまい三つ編みにはできなかった。

野村信子（昭和13年卒）

バスケットの練習のあと、学校の前のモチ店で豆入りの三角モチ、

羽二重モチなど買って下級生　を励ました。

丸山みち、酒井百合子（昭和8年卒）

バスケットで県代表として神宮大会（現国体）に行こうとしたが、後援会もなく資金がな

くて行けなかった。

バレーボールでも長野師範（鵬畑育鞘）で開かれた県大会

に塵壁したが、やはり費用がなく全国大会をあきらめざ

るをえなかった。卒業生がユニホームをくれ、旅費も父母

が負担するというので、行きたかったが、山崎校長が許可

してくれなかった。みんなで刈間先生の下宿へ詰め掛けワ

ーワー泣いた。　　　　山岸（今井）ハツノ（昭和10年季）

野村信子（昭和13年卒）

京都の学校を受験した時、「スポーツは好きか」と聞かれたことを忘れられない。バレ
ーボールで練習が好きだった、顔は真っ黒でおなかが白く、まるで黒人（？）のようだと笑

われた。練習の合間に友達が差し入れしてくれた果物をコッソリ食べて叱られた。

東川つぎょ（昭和11年率）

あ　の　こ　ろ

機械に進みたかったが建築に回されてしまった、もっとも機械に使われなくてよかった

と言える。

掘鋤韓腑独尊の

－69－



千曲高陸上黄金時代

県I H優勝者氏名

昭和36年　　　　　　痴

37年

38年

15年

46年

17年

暗和40年

51年

常
北信越大会優勝者

100MH

五　穫　競　技

走　　高　　跳

100M

l O O M

円　　盤　　投

′、．ン■・才　一投

槍　　　　投

糟　　満　　鉄

等歌雷手
械軒で2注賎

液温手

昭和40年　　　赤　地　幸　子　　　円　盤　投　　　　　松本大金

47年　　滝　沢　由紀夫　　　　100M　　　　　金沢大会

■　　　滝　沢　由紀夫　　　　　200M　　　　　金沢大金

北借越高等学校選手権大会
昭和38年　　　男　子　総　合　得　点　　　　第　4　位　　　　　　22点

フ　イ　ノレ　ド　の　部　　　　　優　　　勝　　　　　　　22点　　　ノ＿

39年　　　駅　　伝　　大　金　　　　第　6　位　　2時間24分04秒

（慧秀志
清水浩関忠正小槽昭池田竹男）

須田昭夫

46年　　　滝　沢　由紀夫　　　100M　200M　　　　　　2　位

▲7年　　　滝　沢　由紀夫　　100M200M l　位

山　崎　　春　　美　　　円　　盤　拉　　　　　　　5　位

19年　　　沓　劃　英　一　　　ハ　ニ／マ　ー投　　　　　　5　位

腰脚跡警半音■1‾1　　　　あ　の　こ　ろ

【陸上競技班のす己線】

我ら陸上班は、毎日練習をしていましたが、いざ大会になるといまいち成績がよくあり

ませんでした。しかし、高編成海（稀積弊）一人が良い成紙を残してくれました。

繍恥軸（生徒会誌r空J第7号より）
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国民体育大会参加者氏名
（ニ勿）J

投　6位入賞　　秋田大会

100MH　　　　　　　長崎大会

100MH　　　　　　　岩手大会

由紀夫　　　　100M　　　　　和歌山大会

由紀夫　　　　100M　　　　　鹿児島大会

着　実　　円　盤　投　　　　　鹿児島大会

全国高等学校大会参加者

昭和35年　　　宮　　崎　　洋　　書　　　　　　5．000M

〃　　　　　小　　池　　洋　　子　　　　砲　　丸　　投

36年　　　　．泉　　　淑　　恩　　　槍　　　　投

37年　　　　山　村　則　　雄　　　三殴眺200MH

〃　　　　　坂　　田　　八重子　　　　円　　盤　　投

零　　生　　　円盤・砲丸投

友　　和　　　走　　ホ　　跳

渉　　　　三　　段　　眺

新潟大会

新潟大会

段　跳　9位　　　大阪大金

走　巾　跳　　　　　　大阪大金

子　　　円　盤　投　　　　　大阪大金

子　　　　円　　盤　　投

雄　　　　砲　　丸　　投

〃　　　　　小　林　孝　子　　　円　　盤　殻

43年　　　　魔　　　細　江　　　走　高　跳

45年　　　　虔　　　純　江　　　五柵競技　3位入賞

◆　　　　　清　　水　　敬　　子　　　槍　　　　汝

46年　　　滝　沢　由岩夫　　　100M200M

47年　　　滝　　沢　由紀夫　　　100M200M

〃　　　　　山　　崎　■　　美　　　円　　盤　　投

49年　　　沓　掛　英　一　　　ハンマ　ー拉

あ　の　こ　ろ

雷蔵大会

確井大金

橿井大会

広島大会

和歌山大金

和歌山大会

僧も大会

山形大金

山形大会

趨同大会

【洩劇班の活動】

私達、演劇班の昭和61年の活動は、新入生勧誘の発表。何と言っても千曲集でr新釈・

蔽氏物たり」を発表したこと。

また「東信演劇連盟」に初めて加入し、11月の発表会には千曲集と同じものr新釈・源

氏物語りJを発表しました。

他にも昨年行った「施設訪問」を回数を増やしたり、他校の作品を見ての勉強にと、頑

張って来たっもりです。　　　　　　　　　　　　　　生徒会誌r空J第7号より

－71－
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（県高等学校選手棒大会成績〕

昭和37年　　　男　子　総　合　得　点　　　　第　4　位　　　　　　　23点

優　　　勝　　　　　　　41点

第　4　位　　　2時間24分04秒

第　5　位　　　　　　　18点

第　4　位　　　　　　　18点

第　3　位　　　　　　　22点

第　4　位　　　　　　　28点

第　5　位　　　　　　　26点

第　5　位　　　　　　　23点

第　3　位　　　　　　　29点

0点

8点

38年　　　　　　　　　〃

39年　　　　駅　　伝　　大　　金

42年　　　　男　子　総　合　得　点

44年　　　　女　子　総　合　得　点

45年　　　　　　　　　〃

46年　　　　男　子　総　合　得　点

47年　　　　　　　　　〃

48年　　　　　　　　　〃

49年　　　　　　　　　　〃

50年　　　　　　　　　〃

51年　　　　　　　　　〃

r陸上競技部記録史j上田千曲高・陸上競技部OG・OG会（騎51年）より

あ　の　こ　ろ

（平成9年）9月27日（土曜日）第466号　　　　　　週刊上田

9月6・7日
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迎
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8
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み
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め
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個
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立
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内
容
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れ
た
人
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日
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引
き
ま
し
た
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建
築
碇
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善
光
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学
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点
か
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ら
え
．
ネ
ジ
レ

柱
や
山
門
の
相
緑
効
果
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わ
か

り
や
す
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絵
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ま
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各

学
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か
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優
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び
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製
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行
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し
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同
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卒
業
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垂

の
中
央
の
権
威
あ
る
大
学
教
授
の
れ
演

等
、
ギ
的
に
高
い
レ
ベ
ル
も
目
指
し
て

い
る
欠
第
で
あ
り
ま
す
。

私
共
、
建
築
の
仕
事
も
、
急
激
な
高
庇

社
金
成
最
に
と
も
な
っ
て
、
唄
維
空

虚
を
た
ど
り
、
住
環
境
は
今
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
、
大
き
な
、
そ
し
て
深
刻
な

社
会
間
組
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
社
会
に
、
日
々
、
仕
事
に
追

い
ま
く
ら
れ
て
い
る
私
共
に
と
っ
て
、

こ
の
、
ヰ
桐
金
の
存
在
は
、
ク
技
術
の

芸
や
、
諺
の
提
供
ク
の
場
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
親
睦
を
通
じ
て
得
ら
れ

る
、
大
き
な
心
の
寄
り
所
と
な
っ
て
い

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

野

　

口

　

晶

　

巳

（
昭
和
三
十
四
年
建
築
科
卒
）
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千
曲
解
に
燃
え
る

今
年
の
文
化
無
は
例
年
よ
り
一
ケ
月
早

く
な
り
、
華
傷
に
大
わ
ら
わ
…
。

樺
が
あ
っ
て
　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
供
た

ち
に
桧
太
・
を
贈
ろ
う
」
と
い
う
取
り
組
み

に
な
っ
た
。

書
記
局
を
中
心
に
ク
ラ
ス
か
ら
の
有
志

も
加
わ
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
供
た
ち
の

現
状
を
■
ベ
、
写
真
や
ビ
デ
オ
を
集
め
て

展
示
、
放
映
を
す
る
王
電
V

幸
い
に
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
井
戸
掘
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
内
田
さ
ん

（
東
大
寺
僧
侶
）
　
か
ら
正
耀
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
話
（
情
報
・
冨
さ
　
が
も
た
ら
さ
れ
て

生
徒
た
ち
は
目
を
す
か
せ
て
斐
▲
▼
を
行
っ

て
い
る
。
鼻
と
し
て
、

①
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
草
枕
を
た
で
た
い

三
一
百
万
円
で
一
枚
が
出
来
る
と
い
う
）

②
　
絵
本
を
五
百
冊
、
（
子
供
た
ち
は
色

に
・
フ
え
で
い
る
、
カ
ラ
ー
の
本
な
ど
ほ
と

ん
ど
な
い
）

◎
　
エ
ン
ピ
ツ
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
け
る
。

（
色
エ
ン
ピ
ツ
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
宝
物

の
上
う
に
大
書
げ
を
す
る
）

以
上
を
▲
体
的
に
散
り
組
み
♯
三
十
八

回
千
由
無
の
目
玉
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

来
校
者
・
同
窓
生
の
温
か
な
「
攫
助
と

ご
協
力
を
お
■
い
」
と
生
徒
は
燃
え
て
い

る。

定
時
制
運
動
好
試
合
結
果

★

董

裏

方

が

五

月

二

十

二

日

小
比
叩
蕎
壬
叩
枚
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

半
株
－
男
子
団
体
　
九
実
に
敗
れ
二
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
苧
上
田
に
憎
敗

仕
事
の
た
め
歩
加
で
き
な
い
拷
君
が
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
県
大
会
出
場
な
し
と
い

う
穫
念
な
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

書
信
定
遠
野
政
大
金
が
六
月
一
日
本
校

で
行
わ
れ
、
本
校
は
上
田
と
対
敵
し
ま
し

た。

相
手
投
手
の
乱
■
に
加
え
四
年
の
柄
沢

君
の
投
打
に
わ
た
る
活
躍
も
あ
り
二
十
五

対
○
で
快
詳
し
ま
し
た
。

皿
川
｛
疋
通
飢
野
燻
・
大
会
が
六
月
二
十
二

日
、
時
折
書
が
太
埠
を
遣
る
野
球
日
和
の

四
十
村
村
営
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

塁
間
定
時
帆
で
♯
董
T
な
長
野
青

田
戸
鴎
分
校
と
対
戦
し
た
本
校
は
、
チ
ャ

ン
ス
に
タ
イ
ム
リ
ー
が
出
ム
ー
か
っ
た
う
・
え

エ
ラ
ー
で
東
駄
な
得
点
を
与
え
た
こ
と
も

あ
り
十
一
対
0
で
敗
れ
王
し
た
。

菅
同
海
生
で
す
．

焚
鴫
邑
亀
書
き
ー

野
賞
も
々
り
ま
し
た
．

■
雪
雲
芸
㌢
芸
考
鶴
も

岳
森
写
し
た
．

ス
も
よ
撃
た
で
す
官
†
塵
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市立l■女時代の校】眞

Fl立手刀代の

耶原静江校畏

○上田千曲i■校沿暮◇

大6．4　町立上田女手雲集｛智学校∬」立、上田女手市
井小学1愛にt井：没される

〝8．5　上缶市制施行により市三上田女子英賞輔習字

1蜜と改特

大12．4　校友会出塁二

田18．4　中等亨校舎により校名を上田市立高等女学校
と改称

′22．5（全校上田ホ中之条旧関谷飛行場肺に移転、！立

は珊467人
〝17，4　市の■ヨにより上田汀J立命工学校缶：正、上ヨ

大IFi■妃学校校合を任用
〝20．4　上田工纂与さ枕と改称

〝214　校名をさらに変更、上田商工学位となる

′：41PTAllj立、【司4月鼎に拶吋され県立上田平

曲高等学校となり、商業・止姶・横堤・’平虹
・鑓i畳の5緋相を；■き、男女共学の惜合芯佼

となる
〝2鳥．3　琴丘・体▼月井三I一正・囚■館・同君会把の王廿

改事と稟半袖エ甥のi描き投付が：這工
〝28．10完全■砂甘、i璧靂教書鮮弊た［により根城・5こ

止のI別拉補足する

〝31．11爪立40J■年記念式英護持

〝36，4　正長法によりサ薇串間1ウ融天1険丑を新茶、水

力総会実職蘇■を新道
〝37．41が事項乃工果樹王斬；蜂

上田市立肩二軍校の正円
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Tンすす卓ケアS．フグ・才／ノ

り
望
わ
り
、
職
稚
嘱
子
紀
の
上
田
商

工
学
校
と
学
科
改
壬
で
合
併
、
呪
女

共
学
の
上
聖
霊
豊
岩
垂
軽
か
ら
県

立
移
管
に
字
句
ま
で
稚
多
の
曲
折
を

か
ご
ね
て
．
▲
■
し
た
。

美
智
教
育
に
l
点

上
臼
で
羊
冥
某
補
習
学
校
は
捕
遥

礼
童
の
曝
望
し
、
キ
十
の
絹
代
▲
霊
慮

空
軍
驚
喜
警
ふ
J
岳
し
い
人

格
香
で
や
■
Å
聾
征
か
ら
ホ
わ
れ

た
。
ヨ
蹄
の
生
徒
の
関
銭
は
も
め
ん

－

■

－

－

■

■

絹
猥
縞
目
摘
録
錮
畠
商
工
較
立
の
動
機

笑
、
讃
腹
で
お
と
な
し
く
、
動
ク
ビ

少
し
も
い
と
わ
な
か
っ
た
。
硯
在
芯

役
の
瀬
山
の
甥
一
に
あ
け
■
つ
れ
て
い

る
g
…
黒
剛
健
の
知
見
は
す
で
に
通
い

昭
和
γ
五
彗
し
ろ
の
上
組
吊
は
以

下
旧
三
高
の
う
ち
、
む
っ
と
も
お
弱

で
、
班
方
の
鷹
工
も
か
つ
て
の
庵
案

文
の
ゆ
亡
ま
つ
り
か
ら
り
る
へ
こ
も

さ
れ
、
笛
の
運
動
対
策
は
商
工
菜
の

重
電
と
く
に
業
蒙
菜
の
工
場
読

敦
と
、
そ
の
人
材
靡
戌
が
急
翳
で
あ

る
錦
に
巻
阻
し
に
上
田
市
は
市
の
仏

軍
～
か
け
て
も
商
工
l
の
き
芸
訪

一
等
る
警
蔓
鹿
毛
胃
て
M
H
エ

上
田
大
霜
紀
学
校
（
劃
正
明
お
二

十
n
往
、
奉
実
需
紀
学
校
分
圧

と
し
て
翠
比
、
綬
農
西
沢
庄
大
皿

氏
、
杖
凛
代
m
歌
西
沢
靂
一
氏
、
革

更
生
四
千
有
余
）
は
蒜
蘭
に
入
学

す
皇
芝
草
言
、
別
科
缶
わ
で
て

打
だ
り
大
井
締
出
学
姪
で
｝
山
科
の
櫛

彗
迅
筆
硯
掛
は
莞
若
頭
讐
蒜

の
二
郎
侵
食
を
‖
川
し
て
璧
克
詣

な
わ
れ
た
。
だ
が
こ
の
慧
臼
は
濾
範

工
≠
山
た
っ
た
の
で
錠
も
ご
と
だ
塗
っ

て
な
く
、
婆
J
彗
天
井
も
た
く
悪

い
の
で
窓
に
は
ム
シ
ロ
を
さ
け
、
階

控
も
で
き
て
な
か
っ
た
の
で
、
ハ
シ

ゴ
を
か
け
て
二
間
に
の
ぼ
っ
た
。
授

業
中
で
も
火
工
や
左
闇
が
救
護
日
で

仕
事
を
し
て
い
る
割
崇
嵐
累
だ
っ

た。

県
下
一
広
大
な
敷
き
地

馴
年
即
産
業
人
と
家
庭
婦
人
育
成

り
に
貰
す
る
慧
U
。
」
ハ
カ
．
石
門

二
軍
方
㍍
L
J
い
う
聖
晶
の
響
く
は

押
下
て
≠
璃
の
琴
し
そ
な
い
が
、

静
は
な
環
渦
に
つ
つ
十
品
忘
立
上

田
手
曲
高
佼
は
、
い
真
芯
十
日
ハ
牡

の
伝
統
鼻
轟
け
つ
い
で
、
時
代
の
涯

積
に
応
じ
た
戚
l
人
を
、
そ
し
て
よ

三
悪
義
人
も
育
成
し
て
い
る
。

水
枕
の
生
い
正
す
は
火
正
六
柾
四

月
、
上
田
絹
新
書
町
（
当
晴
上
田

町
）
の
上
田
書
曽
嵩
や
小
学
校

に
宏
晋
れ
た
町
立
上
田
事
芙
鷺

魯
学
校
に
は
じ
ま
り
、
い
ち
い
上

房
衣
糧
楠
☆
、
箱
立
上
田
れ
女
と
尊

い
、
架
比
と
社
会
の
英
程
遠
に
虎
応

し
宝
首
が
日
聖
し
う
ぷ
声
も
あ
げ

た
。
入
学
書
名
は
石
山
（
竺
奈
義

二
か
年
J
i
八
上
人
）
が
高
小
名

で
、
震
朗
的
な
写
り
は
他
の
高
率
女

学
校
と
軌
て
い
と
だ
が
、
繁
稽
裁
縫

烹
少
な
ど
の
望
悪
多
く
実
習
に
慮

さ
が
お
か
れ
て
い
た
。
峰
藁
征
曜
一

任
の
州
謝
れ
（
定
■
四
十
人
）
は
高

等
老
丁
佼
蓋
は
菓
聖
拳
校
撃
藁

繁
を
対
生
に
、
蓮
書
行
と
裁
縫

出
、
芝
石
の
小
学
校
■
揖
蛋
■

を
謹
す
る
も
の
皇
扇
す
る
の
か

目
的
だ
っ
た
。

整
三
芳
に
全
■
合
格

初
代
複
葉
は
上
田
妾
噂
小
学

校
轟
覇
で
署
江
氏
（
上
田
市

出
身
、
昭
型
一
十
九
年
八
十
雲
兵

亡
）
か
啓
仕
し
た
。
ヰ
■
校
長
は
l

む
ひ
し
か
一
三
の
慕
儀
が
つ
く
・
つ
れ
　
の
か
ぢ
＼
叩
生
し
坤
廟
は
凋
川
中
　
坤
錦
鯉
に
力
を
入
れ
よ
う
と
考
え

た
た
主
的
㍍
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
葦
か
た
号
等
禁
と
賊
組
は
拡
大
　
た
。
た
沃
た
ま
絹
内
相
大
田
に
私
立

五
芭
人
を
通
え
る
威
髭
で
あ
っ
た

が
、
佼
憂
代
押
出
沢
灘
t
氏
は
市
当

局
の
公
立
学
校
折
細
の
拇
遇
と
時
の

流
れ
を
叫
＿
「
こ
の
学
校
を
心
体
と

し
て
、
小
笠
の
顧
†
孝
校
か
誓
さ

れ
る
な
ら
嘉
ん
で
校
合
蔦
毅
の
い
っ

さ
い
を
苓
付
す
る
」
む
ね
市
の
文
れ

中
土
鎚
小
林
九
十
九
（
つ
く
も
）
氏

ら
に
申
し
入
れ
た
。
宜
l
の
市
ヨ

局
は
大
暮
び
、
そ
し
て
丑
年
（
昭
和

十
七
年
四
月
）
を
期
し
て
望
芸
工

学
校
か
材
米
田
に
山
羊
さ
れ
、
‡
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大6・4－9・3倍豊圭冨妾享雲量詔竃等酎耶
〝9．4．13．5　くれ上田女子実集積習字牧）小早川

〝13．6一昭7．3（　　間　　　　ヒ　　）斎l■

〝164－20・一・（空畠宗霊宝導要書芸払県）別府

〝20．12－　22．5（畏IIl■上田市立高等女学校）一志　一郎

〝け4－17．8（：■■I縞上田市立商工学校）浅井　耽畜（亭房取は）

ハ7・9－22・5（空畠議竺毒畏工暮学校・眞）鵡川　飴

〝22．6・－　23．3（眞上巳ホエ学校　　　　　）縄林　光は

〝23．4－　23．9　くれ上出市立高年学校　　）井上1卯槽（：事務】反三塁）

〝Z310・－　32．3　く†『上、嬢上巳ユキ的．も苛学校）葛t‡董文

〝32．4－　35　3（■上田手動√■噂享受　　　）大事：妻隠鑑

〝芯．4－　37．3（　　　伺　　　　上　　　）血島　敏夫

〝37．4－　現在（　　　同　　　　上　　　）矢沢　千里
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・

㌧
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ゝ

▲

㌔

、
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㌧

　

J

・

王

、

ざ

・

J

・

、

・

■
野
暮
文
投
書

廃
校
か
存
鷹
か

六
三
制
の
学
叫
蕪
凡
が
り
な
わ
れ

⑳机⑳胴
囲
H

、⑳闇
（
－
中
、
二
中
、
一
一
申
）
も
墟
綬
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
た
っ
た
か

ら
、
財
政
的
に
は
た
し
て
熱
帯
し
て

ゆ
け
る
か
、
蠣
房
教
育
の
斯
利
中
学

関
根
銅
錯
”
鴇
“
㌍
M

掃
け
腐
襟
の
存
■
に
は
ひ
し
上
う
に

そ
こ
で
当
時
請
凛
会
の
雲
袈
白

金
で
、
閻
輯
Ⅶ
芸
の
議
題
で
あ
っ
た

l
川
貞
次
都
市
櫨
は
「
隕
¶
t
葛
を

遭
岬
y
れ
は
、
存
艦
の
可
幣
性
か
あ

ー
と
と
千
尋
、
癌
均
一
学
芸
冠
一

校
と
し
て
・
咋
粍
し
、
れ
梵
稗
廿
の
』

動
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

の
き
ど
め
か
と
．
｛
ち
れ
た
間
板
の
合

併
は
県
立
苗
を
和
雄
と
し
て
蒜

男
女
共
学
の
上
田
市
Ⅶ
苛
学
校

に
翳
猫
、
初
代
霊
票
取
り
鰻
い

に
モ
紡
織
而
集
が
糀
任
し
た
。
校

血
U
は
さ
し
当
た
り
〈
景
前
島
増
、

掌
十
は
中
央
な
（
現
場
明
小
）
明
や

は
市
佼
（
魂
一
巾
）
だ
っ
た
。

大
格
納
止
の
教
室

そ
し
て
喫
校
亡
国
闊
し
て
い
た
男

子
部
も
型
芋
三
年
十
月
、
大
栢
勅

書
（
米
山
で
広
さ
こ
受
U
O
平
方

㍍
）
の
絞
禽
代
用
撰
集
工
事
が
で
魯

あ
が
っ
た
の
で
移
転
し
た
ご
抗
は

マ
ン
モ
ス
曙
椚
l
の
亨
章
に
講
蕊

を
つ
く
り
、
そ
の
周
膿
に
二
・
七
㍍

の
臍
下
、
さ
ら
に
そ
の
諌
わ
り
に
八

拙
筆
が
つ
く
ら
れ
た
の
だ
が
、
瑚
礼

の
麦
と
は
空
ロ
が
星
く
て
慄
現

だ
か
、
翌
で
設
‡
中
、
贋
禁
ら

の
体
雅
の
U
り
中
か
暫
し
え
た
り
し
て

困
る
こ
と
も
為
っ
た
。
と
に
か
く
こ

姜
巾
立
か
垂
静
Y
に
な
る

と
い
う
わ
け
で
毒
は
上
出
千
由

高
等
暖
と
改
称
、
ホ
集
、
嬢
賽
、

機
械
、
撃
嘩
響
徳
の
五
鰻
柏
の
細

入
壷
と
な
っ
た
。
し
か
し
攻
●
は

れ
の
寺
に
よ
り
市
で
l
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
県
は
蔦
揖
ど

お
り
の
も
の
を
事
求
、
市
は
で
き
る

彗
貰
っ
た
天
格
納
眞

肝
に
改
葺
く
て
は
だ
め
だ
と
こ

ね
だ
レ
に
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
串

か
不
中
か
よ
く
年
の
四
月
、
大
℡
の

t
み
て
格
納
■
の
柱
が
ね
じ
れ
讐

か
か
っ
た
。
叩
彊
用
の
柱
を
村
本
も

建
て
た
の
だ
か
、
墓
だ
っ

た
の
で
鞄
正
喜
膏
血
用
、
畏
兼
か

つ
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
移
管
の
間

然
、
専
環
轟
か
前
書
幣
考
」
呼
び

だ
さ
れ
「
学
校
に
ピ
ス
ト
ル
が
あ
る

雲
ノ
だ
が
・
・
…
」
と
Ⅶ
か
れ
た
。
飛

行
濠
に
は
蛙
か
折
れ
た
畑
て
杓
や

毒
射
の
叫
あ
と
の
あ
る
嬢
て
物

事
む
．
ら
や
滑
岩
見
に
は
蛋
叫
の

残
か
い
が
こ
ろ
が
っ
て
い
た
。
物
量

き
の
な
か
な
ど
か
う
小
銃
や
銃
剣
か

．心

像ば1、㌦‰厨冤

大
格
納
庫
で
勉
強

船
堀
蜘
殺
風
景
な
飛
行
場
に

M
鞭
関
で
、
こ
の
踪
縫
会
の
最
終
紬

■
を
だ
す
〈
蕗
に
は
開
校
と
す
る
悪

鬼
か
庄
別
田
に
多
か
っ
た
。

二
校
の
統
合
な
る

そ
し
て
同
托
九
日
、
あ
わ
や
職
鷺

た
昭
和
二
十
二
∈
当
時
の
上
田
柄

に
は
市
兄
学
校
と
し
て
女
子
は
出
校

明
子
は
司
の
磯
い
電
磁
で
器
等
違

令
に
よ
っ
て
般
け
ち
れ
た
市
立
腑
工

学
堤
か
あ
っ
た
．
学
制
墓
に
さ
い

し
、
市
は
新
学
制
一
芸
川
協
禦
萎
縮

成
し
て
、
学
校
の
葉
に
取
り
か
か

り
、
こ
の
t
亮
を
統
合
し
て
市
Ⅴ
高

校
－
程
に
し
よ
う
と
研
究
し
た
。

し
か
し
新
た
に
票
蒜
妄
三
校

欄
腎
ざ
勿
㌔
笥
、
、
野
‰

上

　

す

　

隋

　

代

」
－
ざ
r
払
う
　
泌
F
一
弘
ノ
　
適
F
　
亀
’

旺

　

伊

。

書

．

　

●

■

　

J

r

1

　

．

、

．

〆

．

二

A
H
鮮
経
の
軽
さ
把
は
胤
鉄
上
田
駅

か
ら
頭
を
一
㌔
の
中
之
桑
架
、
旧

簡
谷
頭
無
十
校
上
田
分
校
節
と
き
ま

っ
た
が
、
こ
こ
は
バ
ラ
ッ
ク
の
兵
舎

と
栖
柄
禦
」
け
で
、
と
て
も
艶
賃
な

ど
は
で
き
そ
っ
も
な
か
っ
た
。
だ
が

セ
子
持
の
中
央
校
に
は
一
韓
か
あ

り
、
∵
叫
も
市
の
公
会
孝
l
郡
綬

笑
を
し
て
い
た
か
ら
や
む
な
く
女

平
の
一
部
（
琵
l
草
絞
、
綿
且

打
沈
欠
勤
内
圧
）
は
刈
行
場
兵
缶

に
闊
む
、
壁
登
蒜
訟
し
た
。
こ
こ

は
学
校
と
い
う
よ
り
零
墨
け
た

咽
て
わ
が
散
在
し
て
い
↓
轟
瑚
そ
の

も
の
の
梗
阻
た
な
も
の
だ
っ
た
。

J
r
．
i
J
．
J
r
．
．
1
　
一
．
▲
「

の
犬
挿
劉
噂
酷
等
で
触
蹟
し
た
笥
藁

生
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
の
空
軍
去
っ
た
．

県
立
移
管
が
真
読

男
奉
十
酷
か
同
一
校
合
で
∬
婆
を

す
る
こ
と
に
な
り
、
い
ま
ま
で
の
ま

ま
半
開
代
か
ら
決
別
、
学
績
戻
と

な
っ
た
。
そ
し
て
上
田
捕
か
ら
の
懇

領
で
塩
尻
中
学
校
（
硯
に
椎
ケ
稲
高

校
）
か
島
野
組
遠
踵
へ
戊
上
田

堵
開
喪
預
血
）
か
浮
へ
ら
れ
た
。

同
僚
蛙
は
セ
躍
ら
い
■
フ
「
和
人
叫
で

質
や
護
の
間
組
も
叫
く
、
高
改

訂
期
の
桑
を
つ
く
っ
た
っ

兼

　

〃

〃

〃

　

タ

江
　
薇
覿
生
　
来

群

　

　

　

礪

　

朋

だ
け
安
く
研
て
、
B
n
に
鼎
立
に
拶

管
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
わ
け

で
、
同
零
の
蘭
に
立
っ
て
薫
農

は
双
方
の
窯
労
宝
良
い
だ
す
の
に

苦
心
し
た
。

は
じ
め
縞
鯛
■
空
言
「
こ
れ
は

よ
い
」
と
は
め
て
い
た
が
隈
か
モ
の

後
、
こ
の
■
て
物
は
踵
だ
か
蓋

乳㌦微詳‰♂物が

・
r
∴
・
′
．
÷
－
■
l
 
l
・
′
、
1
・
r
l
・
■
r
．
1
・
r
＼
J
r
＼
、
l
、
＼
一
L
亡
「
、
／
＼
・
一
「
．
、
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確
哲
生
号
音

醍
上

l

ヽ

、

ヽ

、

ヽ

．

ヽ

r

 

L

ヽ

　

l

〉

ゝ

r

 

k

．

へ

U

へ

ヾ

　

■

X

 

V

‥

ン

教
壇
で
倒
れ
る

ど
こ
の
学
校
に
も
と
く
に
思
い
出

の
多
い
先
生
か
い
る
が
、
上
田
女
子

先
生
の
翳
肘
し
た
‡
事
壬
を
他
職
か

ら
書
鴨
に
く
る
も
の
が
あ
と
を
た
た

な
か
っ
た
。

敵
書
竿
と
社
会
を
萄
ヨ
、
二
十

一
年
間
も
荘
現
し
た
i
t
藤
澤
鞍
山

（
環
東
和
高
理
事
、
十
八
‡
在

生
（
葉
冨
鼻
白
畿
取
研
究
析
出

夢
二
ん
。
こ
の
先
生
は
上
田
字
音

班
の
こ
ろ
、
北
天
出
身
で
わ
巧
粁

ニ
ヨ
ク
、
へ
ン
マ
ツ
」
と
些
甲
琶
－

こ
し
同
敦
鱒
を
ア
鉾
と
さ
せ
た
と
い

う
逸
蓼
も
あ
る
。
自
分
か
′
孟
人
で

望

軍

妄

良

基

翠

重

量

レ

い
成
霊
宝
け
た
。

ま
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
昭
和

六
年
十
月
、
ホ
代
褒
と
し
裏
六
画

切
結
神
官
川
窪
大
金
に
出
場
、
三
回

聖
占
要
望
碧
空
芸
畠
益
し

て
憎
覿
し
た
。

つ
ぎ
に
旛
環
は
全
鰐
川
隼
大
会

と
借
威
せ
手
旺
球
大
金
で
松
不
吉
丁

撫
上
州
技
は
萬
聖
ハ
毎
秋
、
林
■

三
軍
璧
苛
壷
臼
に
1
㍍
3
1
で

■
下
妻
雀
校
拙
技
大
金
に
苔

＿
毛
だ
し
、
粛
川
圭
主
事
（
魂

轡
打
田
高
覧
■
）
も
走
り
■
飛
び

轟
t
は
れ
下
で
二
二
位
だ
っ

た
。
樗
二
十
四
年
冨
沢
ハ
ル
遣
手
は

■
藍
屋
▼
大
金
†
首
㍍
に
1
3
秒
5

間
正
体
＿
飛
び
に
4
㍍
8
5
の
好
毒

を
だ
し
た
．
二
王
ハ
年
，
l
（
あ
わ

ス
ポ
ー
ツ
の
黄
金
時
代

〝
学
校
開
放
〟
い
ま
や
名
物
に

の
と
お
り
に
な
っ
て
レ
ま
っ
た
。
軟

－
異
心
で
よ
い
オ
ブ
等
ん
と
い
っ
た

感
じ
だ
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
清
規
く
に
先
生
。
す
で
に

故
人
と
な
っ
た
が
、
杏
止
十
年
い
ち

い
三
十
一
江
何
、
飲
べ
ん
を
と
り
、

そ
の
間
姉
拙
筆
を
兼
任
、
押
下
￥
ヰ

H
（
環
貢
）
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、

校
の
池
田
正
三
硯
軟
膏
て
二
十
征
の

綿
†
隋
正
墾
『
二
十
三
年
の
西
沢

義
戴
訪
、
十
七
年
の
清
水
紙
幣
■
な

′
重
賞
生
に
印
象
の
深
い
先
生
か
駁

多い。ち
ょ
う
さ
ん
先
生

な
か
で
も
要
り
り
糟
は
規
入
漁
先

萎

ハ

千

l

蛮

　

　

環

の

蛋

字

　

　

間

安

掌

学
を
閂
任
し
て
い
た
。
ワ
ヲ
ぞ
つ
り

主
用
、
雨
降
り
に
は
ワ
ヲ
ぞ
う
り

を
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
は
だ
し
で
猛

撃
レ
た
。
舛
珪
緯
貞
■
高
飛
び
に
■

中
に
な
り
、
善
言
へ
っ
た
く
れ
も

な
く
ヨ
己
慌
て
憂
い
タ
ケ
ぎ
対
を

つ
か
っ
て
校
書
の
愚
か
，
h
戒
ひ
、

こ
の
た
め
手
足
を
何
度
も
折
っ
た
か

平
繁
で
拝
鐸
智
．
つ
い
に
＃
下
の
匿

上
根
技
六
金
で
止
島
し
た
。
ま
ー
簑

休
み
で
貴
校
北
大
へ
遊
び
に
い
っ
た

と
き
の
こ
と
だ
っ
た
。
休
暇
が
終
わ

っ
て
も
さ
っ
は
り
本
校
へ
爛
ら
な
い

の
で
、
心
配
し
た
出
田
戴
理
が
「
ス

タ
カ
エ
レ
」
と
葛
を
打
つ
と
「
ナ

な
く
洒
落
（
ち
上
う
ら
く
）
の
ち
ー
ー

う
苧
ん
と
生
徒
に
呼
ば
せ
た
り
、
投

賽
中
「
白
た
迄
に
も
わ
か
ら
な
い

か
色
あ
ま
り
貸
間
し
な
い
で
く

れ
」
と
い
う
あ
り
さ
ま
。
思
い
つ
い

た
こ
と
は
な
ん
で
も
更
け
に
う
つ
し

た
繹
と
ん
ち
ゃ
く
な
愉
快
指
先
笠
“

った。ス
ポ
ー
ツ
援
興
に
カ

ス
ポ
ー
ツ
の
慣
て
の
税
に
常
数
仁

押
先
生
（
現
上
田
高
校
定
時
制
主

事
）
が
い
る
。
先
生
は
ス
ポ
ー
ツ
慮

声
の
玉
か
年
計
脚
を
托
て
熱
心
に
相

書
、
つ
い
に
そ
の
絹
縞
か
み
の
り
、

職
業
と
つ
ね
に
優
劇
を
争
い
、
三

年
間
凛
綿
雲
で
昭
和
七
年
に
は
つ

い
に
躍
開
講
裏
久
蚤
叩
し
た
ご
し

の
優
叫
川
島
和
十
八
徒
に
綬
武
に

し
た
。
こ
の
伝
琉
蔓
け
つ
い
で
、

二
十
四
年
に
は
花
間
和
畿
（
孝
一
）

要
膿
功
（
同
）
間
寧
ナ
が
ポ
四
回
田

体
（
虞
坑
）
で
活
■
い
ま
も
本
校
の

媒
呼
は
机
下
に
そ
の
名
を
細
ら
れ
、

打
か
し
い
成
l
を
お
さ
め
て
い
る
．

ち
）
聖
義
手
は
憮
惑
大
会
で
ヤ
リ

．
投
げ
に
お
㍍
的
で
彊
膀
し
た
。

一
球
は
二
十
三
年
に
山
喝
随
三
冠

事
が
凹
体
（
欄
陶
）
に
鼎
代
淀
と
し

て
出
場
し
て
い
る
な
ど
、
伝
統
麦
寸

ラ
フ
′
勇
女
と
も
隼
人
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
活
■
し
て
い
る
。

バ
ザ
ー
も
さ
か
ん

校
友
舞
年
間
最
大
の
行
事
は
バ

サ
ー
憂
色
で
こ
れ
は
遠

雷
主
的
蛮
行
し
て
い
た
．

三
遷
空
港
事
由
垂
一
十
葦

か
一
h
卓
一
十
七
年
毒
う
ち
、
■
毛

急
呈
巻
）
の
せ
－

に

よ

憂

苦

、

さ

け
i
土
田
市
の
集
葉
介
空
に
出
れ

き
れ
た
彗
二
十
九
年
芸
事

”
輌
族
」
に
l
わ
り
、
平
井
の
学
習

の
仏
胴
と
、
義
金
文
化
轟
を
合

わ
せ
た
大
行
事
に
宴
、
い
嚢
号
は

r
憫
相
方
の
名
物
と
な
っ
て
い
る
。

近
代
的
な
t
気
敵
†

綱
校
い
ち
い
四
土
ハ
年
、
彗
星

は
い
善
九
千
二
百
五
十
五
人
。
井

手
は
中
央
と
地
方
の
麓
l
■
に
清

書
、
享
は
よ
妄
装
入
と
レ

て
、
ま
た
中
農
人
と
し
て
掌
の

人
材
t
戊
に
そ
れ
ぞ
れ
†
『
覆
在

工
纂
盟
の
卒
l
生
の
七
馴
は
れ
外

の
有
名
事
霊
＿
（
鶉
ロ
し
て
い
る
．

茶
征
の
日
糧
は
三
十
三
年
に
ま
ぶ

が
ポ
設
さ
れ
、
■
葬
法
に
よ
っ
て
近

代
的
な
l
熱
l
欄
芸
暮
、
篭
暮

な
ど
四
千
万
月
ご
駁
＿
き
れ
た
こ
と

だ
が
、
円
腎
の
賓
を
は
か
る
の
か

こ
れ
か
ら
の
饅
l
走
っ
て
い
る
。

終
わ
り
に
矢
吹
千
里
露
i
は

「
劃
立
い
ち
い
岬
日
ま
て
本
校
は

聖
芸
壷
と
し
て
地
域
ガ
真
人
▼
戊

に
す
か
れ
て
き
た
ご
え
ご
も
菓
‡

高
校
の
佼
窪
戊
の
た
め
、
近
代
正

文
に
必
■
慧
議
羞
蒜
に
の
は
し

て
い
き
た
い
．
実
科
、
間
工
か
合
間

L
T
辛
曲
高
枕
に
な
っ
た
わ
け
だ
か

ら
一
■
は
み
ん
な
は
っ
き
り
目
標
を

つ
か
ん
や
入
相
の
▼
成
に
っ
と
め
て

い
る
」
・
嘉
鼠
を
締
っ
て
い
る
。
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私
が
千
曲
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る

上
田
工
業
学
校
に
は
じ
め
て
勤
め
た
の

は
、
終
戦
後
ま
も
な
い
、
昭
和
二
十
年

十
月
で
し
た
。
校
合
の
瓦
は
剥
が
れ
、

節
下
は
こ
わ
さ
れ
て
い
て
、
大
変
に
荒

れ
た
校
合
で
し
た
。
薫
に
で
て
、
吉

ら
に
驚
い
た
こ
と
に
は
、
机
立
空
も

な
く
、
座
学
の
ク
ラ
ス
も
あ
っ
て
、
こ

れ
で
授
業
が
で
き
る
も
の
か
と
思
い
、

甚
だ
心
細
い
か
ぎ
り
で
し
た
。
戦
争
が

終
っ
て
、
兵
役
に
い
た
、
先
生
や
生
徒

が
毎
日
の
よ
う
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
に
校
名
が
上
田
商

工
学
校
と
変
更
さ
れ
、
商
業
科
と
工
業

料
が
毅
辞
さ
れ
ま
し
た
。
商
♯
料
に
は

特
別
教
室
は
な
く
、
工
業
科
に
は
エ
溝

は
な
く
、
雨
天
体
操
揚
が
工
場
に
あ
て

ら
れ
た
が
、
実
習
機
械
や
壬
蒜
は
殆

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

高曲千田上の近t

昭
和
二
十
二
年
に
一
案
料
の
香
エ

坊
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
種
物
が
出

来
た
の
み
で
、
檻
等
は
皆
解
で
し
た

そ
の
頃
学
制
改
主
が
行
な
わ
れ
、
新
制

中
学
校
が
新
穀
き
れ
る
こ
と
に
な
り
、

旧
制
中
学
校
は
、
高
彗
轟
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
例
改
革
に

対
処
す
る
た
め
、
L
由
市
は
聖
丁
例
年

等
蓋
し
、
そ
の
重
員
に
、

市
側
か
ら
数
青
嵐
童
、
萎

代
書
署
、
市
民
の
聾
者
、

学
校
側
か
ら
、
小
登
空
芸
名
、
中
学

壁
塁
二
名
、
高
等
学
校
か
ら
、
重
義

長
と
商
工
蒜
か
ら
私
が
≠
員
に
な
り

二
か
年
W
に
わ
た
り
、
数
十
回
の
食
わ

を
行
い
研
究
等
i
ね
ま
し
た
。
l

初
に
基
本
方
針
と
し
て
、
坐
義
を
六

校
、
中
学
寧
至
二
校
、
高
空
丁
校
は
、

重
責
と
廿
工
芸
を
余
し
て
、
一

要
事
る
こ
と
が
一
重
し
ま
し

た
。
決
定
は
し
た
も
の
の
、
薯

皇
量
誓
厨
の
歪
菱
た
と
薯
、

こ
れ
章
こ
と
は
、
讐
貰
こ

毒
は
蔓
ん
で
し
た
．
こ
の
う

北
田
先
生

重
丁
校
は
春
雷
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
と
ん
岳
義
が
あ
っ
て
も
、
三
つ

の
校
倉
嘉
l
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
れ
と
て
富
か
ら
考
え
て
、
Ⅷ
ち

に
新
攣
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

と
り
あ
え
す
、
一
中
は
北
小
学
校
の
一

部
を
利
用
し
、
〓
中
は
中
央
小
事
校
（

現
糟
明
簑
）
の
一
部
を
利
用
し
、

三
中
は
し
ば
ら
く
闊
小
筆
校
の
一
誓

利
用
し
、
将
来
は
商
工
学
校
が
他
に
移

転
し
た
と
き
、
そ
の
あ
と
に
移
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
女
学
校
は
当
時
中
央
小

農
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と

こ
ろ
へ
さ
ら
に
二
中
を
お
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
一
刻
も
早
く
移
転
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
万
、

商
工
叢
も
早
急
に
移
転
し
な
け
れ
ば

一
中
が
困
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
し

た。
そ
の
よ
う
に
、
善
敵
背
の
中
学
攻

の
校
合
さ
え
新
薬
が
で
き
な
い
で
、
一

時
し
の
ぎ
に
、
小
暮
の
一
部
を
利
用

す
る
こ
と
に
し
た
．
こ
れ
と
て
や
が
て

早
点
に
三
つ
の
中
学
校
の
校
合
を
誓

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
上
に
女

毒
と
精
工
登
誓
言
辟
し
た
、
高
専

毒
の
捜
●
塵
に
誓
す
る
た
め

に
は
、
筆
入
室
貴
を
必
事
と
し
ま
す

モ
の
－
翼
、
三
つ
の
中
学
襟
と
高
蟹
チ

壕
と
章
こ
と
は
、
粛
正
付
で

墓
サ
で
き
な
い
で
は
な
い
か

と
い
妻
、
霊
翼
と
し
て
考

を
れ
て
暮
し
た
．
こ
れ
妾食
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1
分
萱
丁
校
の
股
立
を
国
書
と
す
る
考
え
で

あ
り
ま
す
．
杢
璽
義
の
代
表
で
あ
り

そ
の
股
立
に
身
命
を
か
け
て
い
た
、
女

学
校
の
故
一
志
校
長
先
生
や
私
共
の
苦

悩
は
、
極
め
て
深
刻
な
も
の
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
教
胃
は
百
年
の
計
で

あ
る
こ
と
に
思
い
を
い
た
し
、
そ
れ
こ

そ
全
刀
を
つ
く
し
て
、
高
等
学
校
の
必

要
性
を
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
強
鵬
し

力
悦
し
ま
し
た
。
そ
の
熱
意
と
必
要
性

は
、
か
な
り
他
の
委
員
を
勤
か
し
、
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
殊
に
委
員
長
は
、
私

ど
も
に
好
意
と
熱
意
を
も
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
■
終
金
融
に
、
葬
員
長
が
壁
頭

に
発
言
さ
れ
、
市
が
或
程
度
の
校
舎
を

新
築
す
る
な
ら
ば
、
県
立
等
が
可
能

で
あ
る
。
爪
立
移
管
に
な
れ
ば
、
そ
の

後
の
学
校
の
経
営
は
県
の
負
迫
に
な
る

か
ら
、
高
等
学
校
を
設
立
し
て
、
県
移

管
に
す
る
方
針
は
ど
う
か
と
提
案
さ
れ

た
。
市
の
負
担
が
、
校
舎
の
建
築
書
の

み
で
、
高
等
学
校
が
設
立
さ
れ
る
も
の

な
ら
は
、
ど
ん
な
に
苦
労
し
て
も
股
立

す
べ
き
で
あ
る
と
、
大
勢
が
好
転
し
て

全
員
が
こ
れ
に
†
成
さ
れ
ま
し
た
。
同

時
に
鱒
所
を
旧
桐
谷
飛
行
学
校
跡
（
現

千
曲
高
等
学
校
）
に
設
置
す
る
こ
と
も

こ
の
決
定
費
見
る
や
、
昭
和
二
十
二

年
に
、
お
い
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

す
、
女
学
校
が
移
転
を
開
始
し
ま
し
た

藍
先
に
は
、
兵
舎
と
、
大
、
中
、
小

の
格
納
庫
が
主
な
る
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。
商
工
学
校
の
あ
と
に
一
中
が
移
っ

て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ

れ
も
早
く
笈
転
す
る
よ
う
に
朱
の
催
促

で
し
た
。
商
工
学
校
と
し
て
は
、
移
転

先
の
兵
舎
と
格
納
叶
で
は
、
葉
が
で

き
な
い
し
、
移
転
後
に
教
室
の
新
築
を

賢
求
し
て
も
、
容
易
に
実
施
さ
れ
そ
う

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
感
激
は

私
に
と
っ
て
は
終
生
忘
れ
ら
れ
な
い
こ

と
で
す
。

に
な
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
皇
夏
て

教
養
と
講
萱
を
新
築
し
、
そ
れ
が
完
成

す
れ
ば
、
直
ち
に
移
転
す
る
意
向
を
伝

え
ま
し
た
。
市
は
こ
れ
を
解
理
か
ら
ぬ

要
求
と
考
え
約
一
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
の
大
格
納
叶
の
改
築
に
■
手
し
た
。

改
築
は
中
央
を
講
堂
と
し
、
周
囲
を
教

夏
と
し
て
、
そ
の
完
成
を
見
た
の
で
、

昭
和
二
十
三
年
に
移
転
し
ま
し
た
。
改

築
し
た
、
講
堂
も
敬
重
も
奴
に
営
業

極
ま
る
も
の
で
し
た
。
よ
く
も
あ
れ
で

教
育
が
で
き
た
も
の
と
、
∬
み
て
感
慨

無
量
で
す
。
当
時
は
、
生
徒
も
先
生
も

大
い
に
書
こ
び
ま
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
四
月
に
県
移
管
が
決

定
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
に
四
数
量
（
三
十
巷

台
）
が
新
築
さ
れ
、
や
っ
と
の
思
い
で

改
築
さ
れ
た
格
納
庫
が
、
こ
の
年
に
大

雪
の
た
め
、
不
幸
に
も
崩
せ
寸
前
と
な

り
、
こ
れ
に
か
わ
る
教
夏
が
、
翌
昭
和

二
十
七
年
に
十
教
室
（
十
番
台
、
二
十

番
台
）
と
理
科
墨
が
新
築
さ
れ
て
、
よ

う
や
く
に
し
て
、
千
曲
帯
等
学
校
の
今

日
の
基
礎
が
で
き
、
安
定
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
間
の
市
、
父
兄
、
先
生
、
生

徒
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
、
青
井
に

あ
ら
わ
し
え
な
い
程
の
も
の
で
し
た
。

そ
の
懲
茨
に
薫
、
国
憲
等
が

改
築
さ
れ
、
豪
儀
さ
れ
ま
し
た
．
こ
の

仰
の
関
係
著
の
協
力
と
殊
に
等
先

生
、
集
⊥
事
故
が
一
丸
と
な
，
て
、

－
義
垂
の
た
め
尽
し
た
手
鼻
の
体
■

は
主
な
も
の
と
思
い
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
に
、
国
会
で
醍
雛
教

書
蛮
活
が
成
立
し
、
こ
れ
に
よ
ゥ
て

国
と
県
の
財
政
を
も
っ
て
、
露
科
、

憫
♯
料
、
エ
♯
科
の
特
別
教
生
と
エ
書

が
新
築
さ
れ
豪
州
さ
れ
、
今
日
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
近
い
将
来

に
は
、
校
合
の
全
面
墓
が
行
な
わ
れ

雄
大
な
近
代
的
の
校
舎
が
♯
て
ら
れ
る

こ
と
J
患
い
ま
す
。
校
地
は
広
く
、
そ

の
種
物
が
完
成
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
県

下
に
跨
り
う
る
学
校
と
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。学

校
の
稟
と
と
も
に
、
卒
業
生
も

ま
た
こ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
各
地
で

各
分
野
に
専
呈
過
言
れ
て
お
り
、
土

豪
な
地
位
に
つ
い
た
人
、
成
功
さ
れ
た

人
が
多
数
お
り
ま
す
。
こ
の
時
に
あ
た

り
、
本
年
五
月
に
は
同
窓
会
名
簿
の
発

刊
、
同
窓
会
新
蘭
も
創
刊
さ
れ
る
こ
と

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
同
懲
会
鳥
人

充
美
し
さ
ら
に
山
大
飛
躍
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
私
は
心
の
庇
か
ら

喝
采
を
叫
び
、
‡
こ
ん
で
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
皇
含
量
さ
れ
、
益
宣
誓
苦
れ

曾
王
乞
艇
l
J

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
．

登
・
下
校

校
門
を
入
る
と
右
轟
が
露
料
の
畿

蓋
で
あ
る
。
と
思
っ
た
ら
蘭
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と
烹
茄
と
蘭
書
料
、
そ
れ
か

ら
＿
政
和
の
研
究
冤
が
あ
る
と
の
こ
と

な
る
ほ
ど
多
勢
の
女
生
徒
の
W
に
れ
人

の
男
子
が
い
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
商
業

科
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
用
事

が
あ
り
、
恩
師
を
訪
ね
て
見
た
一
門
か

ら
本
鵬
に
至
る
ま
で
の
♯
の
葉
に
、

し
ば
し
見
と
れ
る
。
せ
わ
し
さ
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
脚
の
中
に
さ
わ
や
か
な
空

間
が
快
く
ひ
る
か
る
。

本
館
の
前
を
過
ぎ
て
■
†
粕
の
と
こ

ろ
で
公
仕
の
お
じ
さ
ん
を
発
見
し
た
．

う
れ
し
か
っ
た
。
変
っ
て
い
な
い
。

や
わ
ら
か
な
木
々
の
芽
か
ら
、
機
の
花

の
下
か
ら
、
辺
り
の
敬
重
の
繁
の
中
か

ら
若
く
書
や
か
な
苗
気
が
あ
ふ
れ
出

て
く
る
。
薄
暗
い
教
夏
と
は
反
対
に
、

何
と
明
る
い
こ
と
だ
ろ
う
．
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進
路
状
況

職
業
指
導
主
事

塩

　

入

　

富

　

雄

私
が
昭
和
二
十
八

年
四
月
に
こ
の
学
校

へ
赴
任
し
て
か
ら
丁

度
十
七
年
に
な
る
。

当
時
は
各
企
業
と
も

求
人
を
手
び
か
え
て

い
た
の
で
、
就
職
す

る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
こ
と
だ
っ
た

学
校
に
照
会
の
あ
る

も
の
は
こ
く
わ
す
か

で
毎
年
先
生
方
は
、

他
村
田
へ
出
張
し
て

早
朝
か
ら
夜
お
そ
く

ま
で
就
職
口
を
探
し

歩
い
た
も
の
だ
。
あ

る
会
社
で
は
、
居
留

守
を
つ
か
っ
て
こ
と

わ
っ
た
り
、
二
時
間

近
く
待
た
さ
れ
た
あ

げ
く
こ
と
わ
ら
れ
た

り
、
本
当
に
苧
い
思

い
を
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
大
企
業
の
な

か
に
は
、
会
社
へ
顔

を
出
さ
な
い
学
校
へ

は
求
人
を
く
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

一
番
困
っ
た
の
は
上
田
千
曲
両
校
と
い

名
だ
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
実
業
高
校
だ

と
い
う
内
容
を
い
ち
い
ち
説
明
し
な
け

れ
ば
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
の
に
は
閉

口
し
た
。
指
定
校
の
粋
を
取
る
の
に
三

年
か
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
ん
な

状
態
だ
っ
た
の
で
、
大
企
業
へ
就
職
す

る
生
徒
も
少
な
く
、
就
職
戦
線
は
峻
烈

を
極
め
た
。
い
ま
に
し
て
思
え
ば
、
全

く
嘘
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
三
十
七
、

八
年
頃
か
ら
求
人
件
数
も
漸
増
、
四
十

二
年
脊
梁
機
と
し
て
急
激
な
ヒ
昇
を
示

し
て
い
る
。
今
年
度
（
四
十
四
年
度
）

の
求
人
申
込
み
会
社
の
総
数
は
約
二
千

件
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
れ
は
、
各
企
業
の
充
貞
計
園
に
達

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
よ
い
ほ
う
で
、
ほ

と
ん
ど
の
企
業
は
深
刻
な
労
働
力
不
足

を
訴
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
こ

こ
当
分
の
間
は
就
職
難
の
心
配
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
本
年
度
卒
業
生
二
四
十

五
年
三
月
卒
）
の
進
路
状
況
は
一
覧
表

の
通
り
で
あ
る
。

登
・
下
校

校
門
を
入
る
と
右
側
が
喜
科
の
数

量
で
あ
る
。
と
思
っ
た
ら
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と
家
政
科
と
商
業
科
、
そ
れ
か

ら
＃
政
料
の
研
究
葦
が
あ
る
と
の
こ
と

な
る
ほ
ど
多
勢
の
女
生
徒
の
Ⅶ
に
数
人

の
一
署
丁
が
い
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
商
業

科
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
用
事

が
あ
り
、
恩
師
を
訪
ね
て
見
た
。
門
か

ら
本
館
に
至
る
ま
で
の
概
の
葉
に
、

し
ば
し
見
と
れ
る
。
せ
わ
し
さ
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
胸
の
中
に
さ
わ
や
か
な
空

間
が
快
く
ひ
ろ
が
る
。

本
館
の
前
を
過
ぎ
て
寧
池
の
と
こ

ろ
で
公
仕
の
お
じ
さ
ん
を
発
見
し
た
。

う
れ
し
か
ゥ
た
。
変
っ
て
い
な
い
。

や
わ
ら
か
な
木
々
の
芽
か
ら
、
機
の
花

の
下
か
ら
、
辺
り
の
教
室
の
窓
の
中
か

ら
若
く
健
や
か
な
香
気
が
あ
ふ
れ
出

て
く
る
。
薄
暗
い
教
基
と
は
反
対
に
、

何
と
明
る
い
こ
と
だ
ろ
う
．

一
班
露
一
国
賀
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盲
（
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机
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一
一
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〇
■
U
m
成
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氾
礼
投
げ
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埼

卜
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2
・
払

下
州
　
う
仙
2
日

巨
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∵
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㌧

u
m
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1
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ノ
一
、
－
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化
け
　
▼
．
‥
い

り
、
〕
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▼
く
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〔
な
．
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配
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肌
∵
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こ
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口
n
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＋
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．
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▽
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憫
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叛
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日
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∵

∴
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〇
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榊
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〇
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＝
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県
大
京
出
現
ご
」
J
J
ほ
か

県
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∴
叫
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猿
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追
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材
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録
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迫
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〇
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仁
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松

木

桐

ヶ

丘

▽
吋
決
勝

長
野
中
火
　
2
－
－
7
曲

盲
月
2
～
4
日
、
山
形
県
鶴
岡
山

で
行
な
わ
れ
る
全
同
大
会
に
出
幼
）

（団体戦）

▽
準
決
膵

T

m
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－

　

1

　

岩

村
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▽
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○
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金
井
　
○
送
り
掃
払
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沢

州
困
　
○
背
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〇
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膵
　
佐
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木
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首
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県
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タ
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録
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沢
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越
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校
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優
勝
全
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大
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へ

r
0
0
m
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山
紀
夫
　
1
位

長
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県
高
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録
け
川
砂
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〇
m
　
稚
沢
　
目
秒
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1
位

や
り
投
げ
　
黒
川
　
誉
蓑
　
2
位

（女√）

円
髄
投
げ
　
川
崎
　
射
れ
7
6
　
1
位

⑳
第
5
4
回
全
国
山
校
野
排
他
民
予
既

案
部
高
校
を
破
り

県
大
会
出
場
な
る

代
表
決
定
戦
　
（
7
月
1
6
日
）

n
U
n
U
n
U
つ
ノ
1
0
0
0
0
∵
4

訂
　
n
ハ
U
O
ハ
U
O
l
O
O
O
■
1

（
千
闘
）
　
松
崎
1
－
三
浦

（
東
部
）
　
丸
山
、
小
川
－
浅
野

上
川
千
蛸
2
9
6
4
6
9
1
2
－
8
0

打
安
貞
撞
球
構
盗
火
残
併

小
県
束
拙
知
0
4
1
⊂
ノ
つ
つ
2
1
0
7
1

ワ
ニ
担
れ
　
八
木
沢
（
千
山
）

二
一
塁
打
　
松
崎
（
千
皿
）

千
酢
は
四
回
表
、
二
里
に
尾
崎
、
一

塁
に
松
崎
を
聞
い
て
七
番
八
木
沢
が
殊

勲
の
三
重
打
を
放
ち
試
合
の
主
導
権
を

握
っ
た
。

澤
の
北
信
越
県
人
会
で
松
商
学
軌
を

苦
し
め
、
前
評
判
の
苗
か
っ
た
東
部
を

一
点
に
押
え
た
の
は
立
派
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
手
が
た
い
選
球
と
ま
と
ま
っ

た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
県
大
会
で

の
清
酢
が
期
待
さ
れ
る
。
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82

M
f
れ
る
冬
に
哩
孔
t
l
ケ
」
卜
〃
坤
備
を

昭
和
日
干
八
号
在
日
墜
㌢
－
美
山
粟

一
払
は
目
性
日
朝
早
で
肌
用
・
発
動
機
の
す

報
「
∵
ト
十
－
ル
吉
行
∴
卜
力
闘
発
業

会窓同校高曲千田上

桝
に
従
印
し
て
き
ん
上
　
′
∵
ま
で
多
く
の

も
の
を
閃
発
し
、
人
口
満
昆
が
加
汀
丁

こ
前
側
の
と
お
り
岬
棚
減
捜
し
も
ロ

ケ
ッ
ト
に
よ
る
サ
ー
ワ
ソ
観
測
が
訂
画

さ
れ
、
仏
も
今
回
第
十
二
次
廟
柏
掴
利

札
隊
員
と
し
て
こ
れ
に
参
加
し
た
。
臓
和

一
四
十
丘
坪
十
■
月
二
十
五
円
に
隅
髄
轟

出
港
し
て
以
来
昭
和
四
十
七
年
四
月
山
一

巨
二
日
帰
国
し
た
次
郡
で
あ
る
っ

「
ふ
じ
山
は
昭
和
基
血
石
目
前
に
し

て
制
水
群
に
阻
ま
れ
、
三
十
九
日
問
の

詫
往
生
を
廠
け
た
が
、
自
力
脱
出
の
末

や
っ
と
昭
和
農
地
に
到
前
出
来
た
り

へ
り
コ
ア
ハ
■
－
に
よ
る
化
し
桁
作
業
を

髄
親
し
、
三
日
十
七
日
越
冬
責
∴
を
し

た
も
の
の
建
設
が
遅
れ
、
ま
も
な
く
訪

〓
山
号
二
．

紺
酔
ハ
〕
紺
制
調
を
狛
人
だ
ロ
ケ
′
／
ト

は
校
吊
れ
サ
ー
ロ
う
を
的
檻
し
た
が
、

皿
〃
が
悪
く
、
経
口
も
打
っ
て
や
ご
一

ハ
…
し
い
て
U
ナ
′
卜
を
〓
ち
上
げ
、
サ

ー
一
〔
∵
フ
山
班
潮
に
成
功
し
た

州
和
仏
地
は
⊥
．
日
　
日
か
－
り
　
月

－
日
ま
で
佼
〃
な
い
至
J
∴
武
緑

は
得
度
山
上
ト
も
」
丁
ろ
　
こ
れ
に
反

し
r
■
、
」
八
日
　
目
か
■
り
七
日
－
一
日
ま

て
は
吊
刀
な
い
竺
．
義
卜
川
－
覧
に
ら

・
つ
ー
t
J
ウ
右
∵
小
桁
里
仏
Ⅲ
剛
ぺ
襟

元
か
日
豊
、
の
槻
爪
で
、
冷
た
い
禁
・

正
郎
き
は
神
秘
的
で
、
色
や
里
り
い
ろ

用
い
ワ
リ
に
先
わ
り
そ
の
光
H
は
丁
は
■
り
し

一
い
も
の
で
あ
っ
た
。

二
邪
総
で
は
二
日
か
一
h
十
＝
に

一
か
け
て
ブ
リ
ザ
ー
ド
と
い
う
竹
．
や
氷
を

一
含
ん
だ
灘
い
瓜
が
、
普
通
H
に
一
1
㌧
∴

‥
回
、
多
い
咽
に
は
玉
l
周
む
吹
き
銑
け
、

帖
に
は
秒
速
冗
十
メ
ー
ト
ル
に
も
通
す

る
ご
」
J
t
が
二
日
も
四
日
も
杭
き
、
祝

相
が
悪
く
て
室
内
で
じ
っ
と
W
ま
る
の

を
待
つ
㌧

こ
ん
な
的
、
隠
H
が
槻
刑
の
た
め
戸

外
へ
山
る
際
は
、
命
綱
を
榊
り
に
歩
く

の
で
あ
る
。

越
冬
隊
白
は
毎
日
持
定
一
な
人
と
櫛
を

合
わ
せ
て
い
る
の
で
、
互
に
小
木
分
を
損

な
う
∴
動
を
偵
し
む
陳
に
難
め
て
い
る

十
日
目
に
な
え
と
昭
和
溝
加
に
も
作

が
ル
す
れ
、
い
壷
け
が
始
ま
り
、
騒
か

か
っ
た
北
の
洞
か
ら
ペ
ン
キ
／
が
爪
に

あ
る
昭
利
九
滴
周
辺
の
島
に
や
っ
て
く

る
。
ペ
ン
ギ
ン
は
恨
作
り
を
は
じ
め
、

十
二
日
に
は
坪
を
か
え
し
、
や
が
て
北

の
徹
に
去
っ
て
い
く

ラ
・
ノ
寸
や
テ
し
ビ
ヤ
試
な
い
兢
地
は

里
村
心
無
が
唯
一
の
椚
朝
手
掛
り
で
生

活
が
明
日
…
に
古
人
り
シ
〔
目
上
し
み
が
少
な
い

か
・
h
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
′
た
脹
巾
し

梢
に
胱
山
が
人
気
の
的
だ
二
㌧

す
ぎ
て
見
れ
ば
塩
か
い
一
隼
川
、
」

か
し
昭
に
は
日
赤
に
帰
り
た
い
気
持
ち

に
も
な
っ
た
。
隊
員
は
互
に
励
ま
し
合

い
乍
ら
し
っ
と
鱒
見
、
翌
年
に
な
っ
て

次
ぎ
力
線
臼
が
や
っ
て
来
る
ま
で
の
忍

耐
だ
と
思
い
、
哲
也
分
力
化
叫
仁
励
ん

で
い
た山
ハ
山
H
に
拭
き
の
陳
か
昭
利
基
地

に
や
っ
て
き
た
り
日
本
か
ら
璧
し
い
郵

便
物
を
運
ん
で
き
て
く
れ
た
の
で
、
そ

れ
を
受
け
取
っ
た
版
岳
は
ロ
ム
を
億
か

し
む
様
に
砂
中
で
見
入
る
∪

一
か
月
槻
碗
ト
．
戻
抜
目
と
共
に
韮

尊
い
人
命
救
い

長
官
表
彰

富
山
祥
伸
君
革
ノ
㌧

「
昭
和
4
7
汀
損
気
科
ヰ
）

叫
日
に
八
十
日
に
∵
∴
ノ
れ
十
日
か
‖
♪

〓
川
〓
伸
バ
‥
が
、
人
心
犯
軌
て
尊
い
■
絹

を
お
と
さ
れ
て
県
警
矢
部
h
責
彰
雪
っ

り
ん
爪
、
最
高
の
長
短
で
あ
る
婚
誓
協

力
い
“
ノ
照
り
れ
ま
し
た
。
日
出
忍
は
九

一
が
誓
荒
ま
し
た
か
、
岩
に
も
、

言
…
川
〃
の
零
〓
力
と
勇
気
あ
↓
真
打
為
を

た
ゝ
与
聖
‥
腿
が
開
か
れ
亨
し
た
　
払

い
奈
崇
鋲
い
ほ
ど
に
は
い
っ
た
た
く

二
言
ガ
か
列
署
と
、
さ
人
黙
と
離
く
い

く
つ
か
の
衣
形
状
を
始
め
、
数
多
く
の

花
柄
と
、
祭
壇
い
っ
は
い
の
供
物
に
見

÷
量
れ
、
仝
宴
竜
の
ナ
遠
の
豆
忘

‥
＼
わ
れ
て
雷
山
君
の
ー
還
捷
梨
浄
土
へ

に
も
盛
大
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
杏

奈
卜
苗
も
柁
蛤
　
桂
を
お
く
二
」
弔
怒
“

言
わ
し
芝
山
l
た
く
言
責
竺

招
侶
招
門
…
絹
錮
轟
司
書
た
。

一
地
址
ぷ
至
り
な
い
、
引
き
継
ぎ
を
終
了

し
て
二
月
十
1
．
円
帰
艦
し
た
▼
〕

偶
極
観
測
は
ま
す
ま
す
発
展
の
通
に

あ
り
、
越
冬
し
て
髄
鞘
し
て
い
る
丹
重

な
7
■
－
ク
が
裁
ん
、
の
粟
井
話
に
役
立
つ

日
も
近
い
・

け
よ
う
と
し
て
飛
び
込
ん
だ
が
急
彗
－

撃
っ
に
任
せ
す
、
推
さ
れ
小
策
ら
も
吐

く
の
人
に
‖
〃
を
あ
げ
て
お
ぼ
れ
て
い
る

こ
と
を
瑚
ら
せ
た
た
め
、
中
学
生
は
助

け
ら
れ
た
が
東
山
君
は
そ
の
ま
ゝ
行
方

不
肌
と
な
り
、
翌
日
氷
佗
仏
と
な
っ
て

発
昆
さ
れ
ま
し
た
ぐ

非
儀
が
五
月
十
．
打
に
町
民
セ
ン
タ

ー
で
県
幣
を
始
め
町
に
、
会
社
々
巧

中
高
校
僻
代
の
同
級
彗
野
球
部
等
多

く
の
人
が
み
列
し
て
、
し
め
や
か
な
中

今
ま
で
本
校
同
窓
会
に
は
舎
鐸
な
り

会
柾
な
ど
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
そ
の
代
り
に
学
校
新
蘭
を

主
と
し
て
各
寧
某
所
の
同
窓
生
に
わ
す

か
な
が
ら
配
布
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
同
窓
会
名
簿
が
発
刊
の

遭
び
と
な
り
只
今
こ
の
新
聞
と
同
時
に

振
替
伝
票
（
加
入
著
負
哲
を
卸
間
射

し
、
多
数
の
申
込
を
御
待
ち
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
と
に
か
く
同
窓
生
会

を
国
展
に
新
聞
を
初
手
も
と
に
届
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
こ
と
を
う
れ
し
ノ
患

い
ま
す
。
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同
窓
会
誌
に

寄
せ
　
て

昭
和
二
十
三
月
一
二
月
捺
械
打
卒
業

井

　

　

出

　

　

直

列

里
聖
午
豊
竺
H
に
古
巾
焉
l
左
睦
が
議
と
以
っ
て
の
讐
琵

七
千
～
二
力
＼
ル
ツ
裾
で
、
こ
れ
は
咋

令
や
個
人
控
に
よ
っ
て
も
大
き
く
照
な

る
の
で
、
人
間
の
山
を
瑚
i
～
・
と
し
て
考

え
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
わ
け
で
、
そ

れ
に
黄
を
物
理
的
に
考
え
て
空
も
耳

に
聞
え
る
か
聞
え
な
い
か
は
芥
留
的
な

追
い
で
は
な
い
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
■
近
で
は
迫

琶
踵
の
応
用
さ
れ
る
周
波
数
犯
即
が
広

校
の
磯
城
租
を
非
業
以
来
早
い
も
の
で

も
う
二
十
二
年
に
も
な
り
ま
す
。
当
時

の
母
校
は
終
戦
と
学
制
の
変
婚
期
に
あ

対
運
動
な
ど
が
起
っ
た
り
し
て
、
ど
う

に
か
粥
止
は
取
り
や
め
に
ぺ
る
と
い
う

事
件
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
の
ロ
で

甲
＼
こ
妄
目
的
と
し
な
い
汚
泥
の
応

用
の
こ
と
を
超
琶
彼
の
応
用
と
呼
ぶ
よ

た
り
多
難
な
時
代
で
し
た
。
　
一
1
　
m
和
二
十
三
咋
川
日
に
は
上
…
実
揖
二
つ
に
竺
て
き
ま
し
た

ラ
ス
チ
ノ
ウ
響
皿
の
綴
合
に
も
題
辞
祀

溶
接
が
用
い
・
り
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
璧
最
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
た
応

用
の
一
例
で
す
が
、
こ
の
他
に
璧
H
準

の
波
動
と
し
て
の
性
封
を
用
い
て
、
悔
■

中
の
塑
品
冠
し
た
り
、
栗
梅
迫
新
柄

線
の
レ
ー
ル
の
傷
を
調
べ
る
の
に
も
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
各
榛

の
エ
災
計
勅
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

武
威
工
泉
人
骨

ま
た
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
応
用
の

一
つ
と
し
て
交
通
事
故
な
ど
の
場
合
の

両
帝
円
J
H
m
の
診
断
や
、
乳
ガ
ン
な
ど

の
診
断
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
遇
西

彼
診
断
装
置
の
発
達
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
禦
最
珍
晰
装
置
は
生
体
軟
部
組

紐
の
診
断
に
優
れ
た
能
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
と
、
現
在
禦
最
診
断
装
置
に

用
い
ら
れ
て
い
る
程
度
の
微
弱
な
超
音

波
で
圧
X
線
に
お
け
る
放
射
塀
傷
害
の

心
配
が
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

私
が
入
学
し
た
当
時
は
戦
時
中
で
し
”

た
の
で
、
苗
学
年
は
工
朗
に
動
畠
さ
れ

て
い
た
し
、
私
た
ち
低
学
年
は
川
組
の

手
伝
い
と
か
工
場
班
鯛
の
手
伝
い
な
ど

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い

る
間
に
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

八
ロ
ト
力
日
月
終
戦
山
詔
州
は
当
肺
の

留
任
上
u
l
工
業
学
校
カ
ラ
ジ
オ
で
聞
き

生
徒
㌦
同
事
態
は
よ
く
断
ら
な
い
な
が

ら
戦
争
が
終
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
そ
の
後
動
員
さ
れ
て
い
た
生
徒
も
復

学
し
、
勉
学
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
机
や
椅
子
な
ど
も
不
足
し
て
い
て
、

た
初
は
教
室
の
床
に
座
っ
て
剋
張
を
す

る
と
い
■
「
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
ど
う
に
か
机
と
嘩
十
で
剋

弧
で
き
る
よ
っ
に
ぺ
U
、
学
校
も
旧
制

一
字
∴
圧
血
月
に
上
川
潤
工
学
校
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
頂
上
‖
山
の
田
政
上

の
郡
山
か
－
り
機
械
科
が
脱
化
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
槻
職
斜

女
芋
校
と
合
併
し
て
上
川
付
注
前
校
と

な
り
、
十
日
に
は
腫
国
民
学
校
跡
の
校

小
‥
か
・
‥
飛
h
掘
あ
と
の
現
在
の
場
所
へ

移
転
し
ま
し
た
。

そ
い
蛸
払
正
二
存
下
の
内
藤
利
幸
君

（
旧
f
‖
二
十
八
律
二
百
控
訴
右
l
軒
）
ち

と
糾
学
研
有
作
り
、
主
と
し
て
一
ノ
ン
す

い
ア
ン
プ
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。

J
l
封
祭
な
ど
で
放
送
山
抑
当
を
し
た
り

し
た
思
い
用
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
現
在
の
私
の
野
川
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
と
、
武
威
工
業
大
半
の
氾
十
通

信
工
学
科
の
教
授
と
し
て
無
線
閲
係
の

講
義
を
担
当
し
て
い
る
他
超
菖
践
工
学

の
研
究
を
′
〓
っ
て
い
ま
す
。

侶
背
彼
と
い
う
∴
燕
も
覿
辻
で
は
”

樹
山
人
に
も
だ
い
ぶ
な
じ
み
が
で
て
き

人
間
の
日
を
対
敦
に
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
迎
合
虻
力
大
き
な
特
徴
が
出

て
き
ま
丁
。
即
ち
人
間
は
元
来
空
気
の

中
に
住
ん
で
お
り
、
し
か
も
常
温
常
圧

で
付
け
れ
ば
な
れ
な
い
わ
け
で
す
が
、

人
問
の
山
を
対
像
と
し
な
け
れ
ば
濫
圧

は
苗
く
て
も
低
く
て
も
良
い
し
、
圧
力

留
ま
篇
意
見

駁
甲
節
電
1
1
雪
号
．

巷
も
今
も
土
甥
彊
ヒ
u

ヽ
フ
h
ツ
け
ち
す
・

」
も
常
圧
で
な
く
て
よ
く
、
告
を
伝
え
る

射
餌
も
㌍
肯
け
て
な
く
、
鉄
と
か
固

体
と
か
、
動
る
い
け
人
体
と
か
い
ろ
い

ろ
の
も
の
が
対
象
に
な
り
得
ま
す
の
で

そ
れ
だ
け
r
B
刷
の
可
能
性
か
広
く
な
り

ます。空
目
址
は
狛
l
ニ
ー
響
工
学
と
捕
手
工
学
と

か
組
み
合
わ
さ
れ
た
総
合
的
な
工
学
技

術
で
す
が
、
そ
の
応
用
は
非
常
に
広
間

凶
に
用
い
－
り
れ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

た
よ
う
言
が
、
こ
れ
を
欝
に
誼
み
刷
り
を
眺
め
て
も
、
昆
箆
し
て

す
る
と
、
超
舌
花
は
元
浜
人
胤
の
封
に

聞
え
な
い
稲
川
減
数
の
吊
い
市
波
の
こ

と
と
即
附
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
間

の
日
の
結
い
古
の
軍
見
る
倶
捏
は
一
力

い
ろ
臓
音
－
類
な
ど
の
間
宮
機
械
の
哲
郎

小
甘
乱
ビ
ン
に
至
る
ま
で
空
目
彼
に
よ

二
涌
昔
に
汎
称
さ
れ
て
い
る
他
、
プ



同島仝鶴　嘗3号　く喝和47瞳的おの

如んの期待の三景選手才
色一級．「l

℡同触報夢乳8．鴇

l（梱扱け徳川旺隠

糾

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

で

永

　

井

　

省

　

　

三

上
田
千
仙
右
枠
の
み
な
さ
ん
／

日
本
の
み
な
さ
ん
お
一
八
気
で
す
か
。

ぼ
く
は
今
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
、

l
■
】
t
e
r
n
已
㌻
〇
三
　
B
u
●
i
コ
窮
め

の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

期
待
と
不
安
を
閲
に
一
九
色
の
テ
ー
プ

と
ド
ラ
の
苛
の
巾
を
み
ん
な
に
見
送

れ
て
研
疾
港
を
酢
か
に
す
へ
り
出
し

の
は
六
月
二
日
で
し
た
。

以
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
上
級
を
夢
み
て

い
た
ぼ
く
だ
が
、
そ
れ
だ
け
の
力
と
弗

．
仇
に
欠
け
て
い
た
の
で
し
た
。

し
か
し
今
は
こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
て
ア
ノ

リ
カ
で
色
情
し
て
い
る
と
、
ぼ
く
が
ム
・

ま
で
宗
づ
か
す
に
い
た
日
本
の
い
ろ
‥

ろ
な
点
か
ま
る
で
透
明
な
カ
ラ
フ
で
も

通
し
て
見
て
い
る
よ
う
に
よ
く
u
え
る

化
や
▲
〕
認
は
か
り
で
な
く
、
日
揮
の
死

活
耗
武
子
几
む
が
、
は
く
比
の
別
に
田

胃
と
し
て
兄
ち
は
だ
か
る
の
で
す
。

し
カ
し
、
醍
か
な
腑
の
広
い
国
m
m

な
教
器
と
謳
免
を
打
に
つ
け
そ
の
上
、

帯
采
の
か
け
が
え
の
な
い
渚
び
や
確
郡

を
む
得
る
た
め
に
、
ぼ
く
は
こ
れ
ら
の

闇
無
わ
痛
涌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。
ぱ
く
は
∩
分
の
昭
光
の
向
上
党

屈
む
詔
む
。
た
か
■
り
自
国
の
み
に
自
分

白
日
を
閉
じ
込
め
て
お
い
て
安
住
し
て

日
本
の
一
流
選
手
へ

陸
上
で
大
活
躍
す
る

東
急
●
蚕
靴
江
さ
ん

勝
っ
て
嬉
し
い
の
は

自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い

東
急
・
流
通
串
業
管
加
東

m
和
4
鵡
咋
壕
政
雨
林

宣
い
ら
れ
慕
っ
た
の
で
す
。

現
在
、
わ
れ
わ
れ
門
年
が
一
国
の
み

に
閉
じ
込
け
、
甲
い
れ
た
亀
山
の
珊
諭

に
□
ん
じ
て
い
卓
L
L
」
沃
J
さ
れ
た
い

爪
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
書

名
は
、
Ⅳ
紺
な
現
托
の
世
の
小
が
衷
奈

し
て
い
t
今
」
と
を
緊
掃
く
岱
期
し
、
こ

今
ま
で
ぼ
く
は
日
赤
人
の
盾
故
で
里
竺
れ
空
り
㌫
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
学
ん
だ
限
ら
れ
た
知
識
で
、
日
本
と

い
う
小
さ
な
閂
か
ら
見
て
考
え
た
り
、

闇
催
し
た
り
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の

よ
う
な
今
ま
で
の
考
え
方
が
す
べ
て
で

な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
と
に
か
く

吸
収
す
る
こ
と
の
多
き
に
陀
い
て
お
り

ア
メ
リ
カ
へ
印
字
す
る
こ
と
が
で
き
て

ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す。
し
か
し
、
ぼ
く
連
日
古
人
が
日
本
で

学
問
す
る
こ
と
さ
え
苔
易
な
こ
と
で
は

な
い
。
ま
し
て
や
ば
く
運
に
と
っ
て
日

蝕
…
や
環
境
が
全
く
興
っ
た
国
で
字
関
す

る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
は
す
が
あ
り
ま

せ
ん
。
と
く
に
時
間
と
兢
争
が
す
べ
て

を
支
配
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。
興
っ
た
文

です。お
さ
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
恥
奴
と
希

望
を
脚
に
目
方
と
は
対
闇
的
な
打
力
と

し
た
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
夕
日
を
洛

び
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の
土
を
酌
ん
だ
。

■
中
　
絡
－

色
も
ふ
け
て
き
ま
し
た
が
、
地
班
の

羅
仰
の
目
玉
は
今
こ
ろ
人
M
の
蝉
り
つ

け
る
昆
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
机
に
伺

っ
て
箱
を
持
っ
て
い
る
と
目
茶
で
の
、

い
や
千
仙
高
校
の
機
械
科
で
学
ん
だ
こ

ろ
の
こ
と
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ぼ
く
の
鮎

凛
を
か
け
め
く
っ
て
絶
え
ま
せ
ん
。

（
四
十
二
年
機
械
糾
準
）

和
賀
回
粥
京
腫
上
引
抜
選
手
縦
入
金

（
4
月
3
0
日
・
国
立
競
技
里

女
子
右
折
競
技
で
長
田
服
記
録
保
持

者
の
漠
珊
汀
へ
射
急
∴
－
6
2
4
車

を
あ
げ
て
優
闇

▽
八
神
窮
技
の
潔
縄
目
ぅ
6
2
4

点
㊤
血
（
束
敦
大
）
っ
4
3
4
点
ゆ
内

m
（
頭
女
体
大
）
3
3
5
2
車

第
月
阿
東
日
本
実
業
別
封
抗
捜
し
志

操
選
手
都
大
会
（
5
月
日
日
）

▽
二
〇
〇
m
　
①
佐
雌
妙
r
（
日
り

）
2
6
秒
っ
】
卸
濠
純
正
2
6
柑
う
何
十
‥
川

へ
東
急
）
2
6
秒
8

▽
．
〇
〇
m
旧
＝
u
①
洩
甜
汗
1
5
秒

4
◎
佐
敲
（
リ
ッ
カ
ー
）
は
秒
9
④
川

沼
へ
日
立
）
1
8
秒
－

第
％
回
U
木
陸
⊥
蒜
抜
出
手
折
混
成

競
技
へ
5
月
2
8
1
ニ
ー
・
世
m
小
＝
㍍
援
封
）

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
走

選
考
会
を
兼
ね
た
こ
の
宍
婁
ノ
ー
も
石
神

競
技
に
出
場
し
、
大
盤
桝
㍊
些
∵
つ
】
化

に
入
一
．
＝

〔
h
揮
競
技
　
の
精
根
絹
子
へ
F
－
甚

大
■
つ
J
n
n
ノ
n
7
㊤
洩
純
汀
3
8
2
2

リ
上
人
余
甜
沈
沌
村
へ
同
⊥
大
）
っ
6

第
的
回
H
本
極
上
抗
托
せ
丁
伸
革
、
、

ユ
、
／
∵
ノ
二
・
∴
＝
∴
ノ
ヒ
ノ
♭
代
表
理
手

選
考
会
（
6
月
3
日
・
H
ィ
競
技
場
）

▽
‥
〇
c
m
　
の
山
川
史
子
（
日
仏

犬
）
1
2
秒
う
唾
上
川
－
」
．
大
）
1
2
秒
4

◎
濠
細
江

渋
れ
1
肌
浜
州
を
結
ぶ
吏
机
拙
山
1

位
n
ハ
申
あ
た
り
に
桝
丸
′
十
と
い
う
肌
が

あ
る
。
そ
こ
か
ら
歩
い
て
二
．
分
、
化
の

女
子
が
「
火
急
準
蒲
御
門
」
が
あ
り

ま
す
ご
」
こ
で
私
た
ち
随
ヒ
試
技
雷
H

－
二
五
と
ま
か
な
い
の
小
目
さ
九
と
力

少
故
の
㍍
牛
沼
を
お
く
二
㌧
い
ま
丁
ノ

新
丸
了
か
■
り
n
二
仁
兄
、
絡
日
欧
わ

に
品
く
と
歩
い
て
三
分
「
東
軍
耳
目
竜

鋲
株
式
垂
れ
一
が
あ
り
ま
丁
．
・

こ
こ
の
流
通
事
業
管
理
制
企
刷
淵
に

仏
の
机
が
お
い
て
あ
り
、
什
引
〃
杓
杏

は
肝
朽
側
係
を
や
っ
て
い
ま
す
。

前
記
の
様
に
、
払
ほ
こ
り
余
神
の
膵

ヒ
置
技
部
員
で
す
の
で
一
般
の
万
と
は

購
な
り
優
遇
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
り
ま

す
〔
ノ
金
紋
は
九
時
半
か
ら
二
再
ま
で
、

四
時
か
ら
は
新
丸
子
の
ホ
ー
ム
ア
ラ
ン

津

　

　

　

純

　

江

－
て
練
H
置
い
た
し
ま
丁
∵
卜
蘭
丙
は

半
ド
ン
で
す
の
で
二
時
準
か
ら
拙
習
、

そ
し
て
〓
岬
日
は
休
館
∩
、
こ
れ
が
毎

日
の
掘
返
し
な
の
一
㌧
す

競
技
〃
・
情
を
お
く
っ
て
い
る
署
に
は

犠
牲
に
す
る
も
力
が
号
＼
日
出
に
な

る
こ
と
か
少
な
い
、
言
J
′
ノ
ー
な
に
ま
て

し
て
何
か
お
も
し
ろ
い
カ
か
？
」
な
ど

と
ス
ゴ
ー
ッ
の
よ
く
酬
存
知
な
い
刀
は

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
け
れ
と
仏
は
、
し

っ
く
り
汗
を
か
い
て
、
苦
し
い
侠
智
の

後
の
さ
わ
や
か
さ
勝
利
の
億
墜
そ
し

て

潔

の

人

、

当

園
皿
の
人
、
半
枚
の
光
雄
、
後
購
、
侍

が
い
っ
し
ょ
に
＃
ん
で
く
れ
る
、
「
勝

っ
て
嫡
し
い
の
は
自
分
た
け
し
ゃ
な
い

」
と
い
う
こ
と
州
っ
て
い
る
か
－
り
な
ん

で
す
。
：
‥
・
私
、
幸
せ
ヨ
／



＝学校新聞＜桐＞より＝

（S・44・9・27日号）

運動会に思う
科対抗を廃止・ブロック対抗形式に

も葡っ良．
き．6曙

r鮒LJ

竺■－▲叫減点
二こ二二一一二≡≡篇

き60年払．クラスマ血

喝膝馳相可祓．

．酔細くIk）霊野抽相
集tソ㍗みイヤー．

九ゾウリl三嶋子亀鼠がつて山号．

1小林偶Jtはb押マ

見よ・・…‥
－85－

今
回
で
十
四
回
目
を
迎
え
る
運
動
会

三
年
生
は
二
回
で
あ
る
が
、
一
二
毒

生
に
は
初
め
て
の
体
験
で
あ
る
。

今
年
は
、
色
々
検
討
さ
れ
た
結
果
、

ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
と
い
う
新
し
い
形
式
で

行
な
わ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク

対
抗
で
も
多
く
の
弊
害
が
あ
る
が
、
あ

る
意
味
で
は
我
校
の
体
質
改
善
（
？
）

と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
昨
年
、
ま
だ
何
も
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、
先
輩
の
指
示
に
従
っ
て
始
め
ら
れ

何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
終
っ
て
し
ま
は

っ
た
運
動
会
。
後
で
振
り
返
っ
て
み
る
品

労
し
実
行
す
る
の
が
役
目
な
の
だ
。
実

行
委
員
会
が
活
発
に
動
き
出
し
た
の
は

九
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
は
黙
り
む
っ
つ
り
笛
練
。

さ
て
色
々
問
段
は
あ
る
け
れ
ど
、

や
る
以
上
は
立
派
な
も
の
に
し
て
い
こ

う。

三
年
生
の
記
憶
の
中
に
は
ま
だ
、
二

年
前
の
行
進
の
時
の
あ
の
刀
強
い
足
音

が
残
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て

一
、
二
年
生
は
ス
ラ
イ
ド
で
見
た
運
断

金
を
も
う
一
皮
思
い
浮
べ
て
み
よ
う
。

と
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
。

あ
る
人
は
、
体
育
授
業
の
発
表
の
場

だ
と
い
う
。
い
っ
た
い
運
動
会
は
何
の

た
め
に
や
る
の
だ
ろ
う
。

「
何
の
た
め
に
↑
目
的
は
ヱ
と
聞

く
と
答
え
ら
れ
る
人
は
何
人
い
る
と
い

う
の
だ
ろ
う
か
。
目
的
が
は
っ
き
り
わ

か
ら
な
い
ま
ま
計
圃
さ
れ
実
行
さ
れ
て

い
く
。
当
然
不
柵
や
問
題
点
が
出
て
く

t
（
中
形
Y
と
こ
ろ
が
評
よ
黍

貝
会
で
決
定
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
が

ど
う
の
こ
う
の
と
進
め
ら
れ
な
い
ま
ま

き
て
し
ま
っ
た
。
ご
て
い
ね
い
に
差
し

戻
し
審
議
を
評
議
委
員
会
に
さ
せ
結
局

ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

実
行
委
員
会
は
評
議
蚕
員
会
の
決
定

に
基
き
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
苦

女
他
斜
曇
の
イ
ベ

ン
ト
は
字
で
伸
よ
く

フ
ォ
ー
ク
ダ
、
芸
で
t



比智証篭診ろしけ

朝敵地学弧

轡錬中沢能事他は毛一　蛸働貢

囁和36．11．15

■舶新市く組叫

＊柄の■隼
1■】（ギュンツ）水耕

80－48万年的
♯2（ミュンテル）氷期

40－－35万年的
集3（リ　　ス）氷期

20－15万年前
書4　くどュルム）氷期

5－2．5万年飢

地下55㍍の粘土層分析
、湖水、、生成にメス

数十万年前の郷土の地質を解明

－86－

【
上
田
】
前
校
の
地
学
グ
ル
ー
プ
が
変
わ
っ
た
粘
土
層
を
研
究
し
て
い
く
う
ち
に

数
十
万
年
前
の
米
朝
に
た
い
積
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
イ
未
、
ス
ギ
な
ど
無
数
の

檀
物
の
花
粉
を
発
電
地
†
研
究
に
大
き
な
悪
銭
が
あ
る
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
整
野
鼎
立
L
由
千
曲

馬
校
地
学
タ
ラ
一
ノ
抱
（
部
貝
二
十
五

人
）
で
同
校
山
岸
猪
久
間
数
的
の
指

導
で
研
究
に
と
り
組
ん
で
い
た
が
、
上

田
冊
川
辺
小
学
校
付
近
に
璽
わ
っ
た
粘

土
層
か
李
や
」
と
牽
み
つ
け
、
粘
土
の

中
の
珪
滞
（
け
い
そ
う
）
の
研
究
と
そ
の

分
布
状
態
か
ら
同
県
小
児
郡
鼠
田
町
、

環
田
平
（
し
お
だ
だ
い
ち
）
か
か
つ
て

閤
水
だ
っ
た
こ
と
を
つ
き
と
め
、
こ
れ

に
科
学
の
メ
ス
費
入
れ
た
も
の
。

同
グ
ル
ー
プ
は
ま
ず
乾
田
田
下
小
島

で
地
下
五
五
㍍
ま
で
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行

な
い
、
粘
土
声
二
㍍
お
き
に
採
巧
こ

れ
寡
析
し
て
一
緒
に
た
い
職
し
て
い

る
櫨
帯
の
花
粉
を
嘱
微
鏡
で
鰐
べ
ち

上
田
千
曲
高

地
学
ク
ラ
ブ

そ
の
結
集
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
、
ス
串
な
ど
の

裸
子
積
物
の
花
粉
や
イ
ネ
（
麻
生
’
り

し
い
）
ヤ
ナ
ギ
、
ク
ル
ミ
、
ハ
ン
ノ
手
、

カ
バ
、
ユ
‖
左
葛
被
子
楕
物
の
花
粉

を
無
数
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
だ
．

○
■
露
を
の
ぞ
き
込
む
上
田
千
曲
嘉

地
事
ク
ラ
フ
▲
た
ち
a
l
撫
鷹
で
と
ら

え
た
地
下
4
2
㍍
付
近
か
ら
出
た
イ
ネ

扁
生
導
り
し
い
）
の
花
粉

1
1
．
d
・
烏

で
撫
子
三
を
　
三
一
㍍
で
二
五

が
、
一
八
㍍
で
二
㌢
に
沸
る
。
こ
れ

が
一
口
㍍
て
【
び
複
号
ぢ
多
く
ふ

く
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
．

こ
れ
は
細
水
委
歳
の
は
じ
め
は
、

－
．
あ
聖
書
か
氷
期
晴
代
だ
っ
た
こ
と

曇
り
、
深
さ
三
五
㍍
あ
た
り
◎
粘

土
■
か
で
き
る
こ
う
か
嚢
曖
か

く
な
り
、
Ⅶ
水
明
（
水
管
－
氷
期
の

Ⅶ
）
時
代
に
移
り
、
地
下
一
〇
㍍
付
近

か
ら
再
び
氷
期
に
入
り
、
四
㍍
付
近
ま

で
髄
期
中
に
生
成
さ
れ
た
粘
土
層
で
あ

る
こ
と
か
ハ
ン
キ
リ
し
て
き
た
。

ま
た
些
上
ハ
㍍
付
近
で
、
い
ま
か
ら
三

五
万
牢
前
か
ら
二
〇
万
年
前
の
ミ
ュ
ン

デ
ル
ー
リ
ス
闇
氷
卯
に
す
ん
で
い
た
ナ

モ
ミ
ッ
ガ
な
ど
裸
子
檀
物
は
墓

相
て
蠣
亭
一
〇
〇
冒
以
L
・
筍
♯

冷
地
帯
で
し
げ
る
．
I
一
め
裸
平
穏

の
晋
は
、
地
下
事
一
㍍
か
ら
四
〇

㍍
で
筆
疇
物
に
比
べ
て
圧
倒
的

に
多
か
っ
ち
溌
さ
毒
一
㍍
の
と
こ

ろ
で
は
裸
手
八
一
『
触
手
〓
紺

の
劃
合
か
、
責
で
は
l
宇
五
八

て
胃
で
考
し
か
し
地

下
四
〇
㍍
以
下
に
な
君
達
に
被
子

ー
環
の
苦
多
く
な
り
、
三
五
㍍

ウ
マ
ン
よ
の
請
が
出
土
し
て
お
り
、
こ

れ
よ
り
地
下
に
氷
期
を
も
つ
増
田
湖
は

さ
ら
に
古
ヒ
ハ
〇
万
年
前
の
ギ
ュ
ン
ツ

氷
期
田
代
に
生
成
し
ー
あ
で
は
な
い
か

と
の
綿
か
濃
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

研
究
は
2
フ
7
靖
だ
け
で
は
開
報
な

の
で
壷
丁
の
勲
柁
ち
か
努
し
た
。

℡
立
科
学
博
物
慎
古
生
物
事
甘
l
岬
博

氏
の
暫
高
校
と
し
て
は
珍
し
い
高

度
な
研
軍
化
。
轟
に
＿
挙
れ

ば
氷
期
の
檀
物
を
知
る
う
え
で
大
き

な
収
穫
と
な
重
う
．

山
＃
救
＿
の
拓
也
君
平
の
問
氷
一
の

中
に
ふ
く
ま
れ
て
い
轟
粉
の
研
究

で
、
氷
期
時
代
に
生
成
さ
れ
た
こ
と

は
は
ば
わ
か
っ
巧
む
す
か
し
い
が

そ
れ
荘
り
に
興
味
深
い
。



◎全日本学生科学賞2位
（全日本科学教育振興委員会）

◎長野県全日本科学某最優秀賞
（読売折間社）

（全日本科学教育振興委員会）

◎　36回県知事賞
（教育委■会）

（長野貝学校数青振興委A会）

土曜別件毯1臍虹弓敗も血乾し、産」日，湯川も渉を回り、川噛

岩沼温2
将から、6滞積は轟田に鬼いえ．
もう歩くのもひ半合とひう・・・乳の為のむせたちも八円－リ。

蜘中東腑をん

ー87－

小島酌塩田恥如駅の月転

上
野
千
曲
名
暮
草
庵
を
札
付
王
手

蓉
責
昔
蒜
悪

…
霊
山
い
ち
‡
；

扶
畔
†
単
一
j
l
の
胃
へ
サ
ー
笠

ろ
勺
々
か
た
の
作
骨
彪
雪
十
六
阜
度

長
野
濃
曹
束
拳
骨
賃
曇
に
お
い
て

蓋
の
鎧
葦
で
よ
。
ま
し
矢
で

こ
れ
を
労
し
ま
す

鷹
空
手
六
キ
十
首
十
盲

長
野
県
及
育
雪
見
針



チ1

すけ？

全面改築前の旧校舎

靡♪居春が、

正円左が僻並太，右かポアラと0番教皇

－88－



現在の校舎

一郎渦一

新装な戎桶隼飽く同忽朗酌

駁撃梨そ華肌乱た．

床は7口一リング

（宮）



あ　　と二　　ガ　　さ

千曲祭が目前となった7月に、千曲祭の発表の一つとしてF80年のあゆみ』

に取り組むことになった。

そこで、「80周年のコーナー」の資料をもとにして「80年のあゆみ・思い出」

の小冊子をつくることになった。

同窓会係とも相談した結果、同窓生に原稿をお廠いすることになり、多くの

玉稿をいただいた。

編集の方針として

①　県立上田千曲高校になる昭和24年前後にスポットをあてた。

②　読み易くと「思いで・あのこう」と「エピソード（できごと）」

を多く取り入れた。

③　絵・図は本校職員、生徒の描いたもの打高校風土言出より）を

そのまま利用し、その他のカットと風景画は係りの相原文哉先

生にお願いした。

以上の目標と方針で作業を始めたが、時間がないことと、頁数の制約で、い

ただいた原稿を全部載せられなく、かつ一部を変更させていただいたことをお

詫び申し上げます。

昭和50年に毎日新聞社に20回にわたり連載されたF高校風土記（千曲高校）」

から、「想い出」の語りを転載させていただいた。

なにより、同窓生には、この「母校の思い出・歩み」の記鋲から青春の一ペ

ージを思い起こして下さい。

同窓会事務局

生徒会『80年のあゆみ』係

【編集とワープロ】 �� 

相原　文哉　　　内堀貴美子 ��8ﾏ8��=韈��宮沢　絵美 

井原　　措　　　林　　高志 �+xﾞ���ｫ����長谷川悦子 

清水　智子　　　倉島　夏美 亶ｸﾋH��&ﾘﾕﾒ�朝日奈千陽 

一　90－





E≡ヨ　来庁　闇）q7．8．引く金）H

東信　ジ　十　一　ナ　ル

（1）1997年（平成9年）9月9日（火曜日）
制作中のカンボジア支淫を

訴える空き缶による壁画

朗

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
供
た
ち
に
笑
顔
を

上
田
千
曲
高
生
支
援
訴
え

来
月
文
化
祭
で
展
示
発
表
へ

L
m
千
響
…
㌦
二
軍
n
J
一
十
冗
∵
乃
鷺
画
て
王
滝
を
膏
え

の
丑
隻
′
≒
J
＝
二
カ
ン
斗
ジ
？
■
る
「
綿
実
へ
ー
小
川
、
タ
オ
ル
王

の
子
供
た
ち
力
強
完
芸
■
崇
二
」
の
王
滝
抱
崇
書
目
リ
‥
ぞ
‖

い
」
と
黒
い
∵
仁
机
に
、
菖
ご
素
志
等
増
毛
嘉
∴

」
ハ
、
吉
垢
ィ
、
文
筆
て
÷
7
き
藁
空
志
賀

ン
ナ
シ
ア
い
言
上
指
を
要
吉
右
転
誓
岩
華
完
て
る

全
校
企
画
の
甘
備
に
剰
え
で
い

る、
雫
竺
云
闇
の
相
成
文
豪
薮

担
当
の
吉
田
千
声
さ
ん
一

年
＝
は
一
遠
い
存
在
だ
っ
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
、
霜
柱
仕
で
至
心

∴
‥
＼
∵
∴
丁
こ
．
∴
二
二
∴
し
、

∫
　
た
．
、
さ
へ
「
八
、
月
＝
り
そ
り

ノ
・
1
た
い
」
　
こ
高
7
・
∴
耕
し
′
◆
。

∴
プ
′
　
二
年
ト
■
諭
て
い
哩
卜

巧
か
宣
し
て
」
㌢
【
七
を
惑
し
て

く
り
て
、
応
撃
い
成
果
か
丹
十
㍍

と
し
て
現
れ
は
う
れ
し
い
」
と

偶
H
し
て
い
る
　
支
托
m
汚
は

隼
埴
芳
し
受
け
付
け
る

カ
　
ン
ボ
　
ジ
　
ア

救
済
テ
ー
マ
に

上
田
千
曲
高
霹

上
田
市
の
上
田
千
曲
高

校
は
、
六
日
と
七
日
に
行

っ
た
文
化
祭
「
第
三
十
八

回
千
曲
祭
」
　
で
、
全
校
生

徒
が
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子

供
た
ち
へ
の
救
済
活
動
」

を
テ
ー
マ
に
国
際
的
な
支

接
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
結
果
、
市
民
に
呼

び
掛
け
て
集
ま
っ
た
タ
オ

ル
や
衣
短
に
よ
る
ハ
サ
ー

と
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
わ

た
あ
め
な
ど
屋
台
の
売
上

げ
金
、
募
金
活
動
な
ど
で

約
十
八
万
円
の
支
接
金
を

笑
め
る
な
ど
大
き
な
攻
究

を
あ
げ
た
。

第
二
休
暫
館
前
に
は
支

援
活
動
を
目
に
見
え
る
形

∵　　∵
－1■

、
㌧
　
　
　
∴

っ
か
け
て
M
m
さ
ん
産
鹿
に
て
一

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
絵
本
な
と
を
届

け
て
は
と
■
つ
か
…
と
佳
徒
食
に

提
案
、
カ
ン
ポ
、
ン
ア
の
実
情
紹

介
と
茸
控
を
全
校
企
画
に
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
l

文
化
祭
当
日
は
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
気
候
風
上
や
飽
爪
に
葉
山

規
状
な
ど
右
穴
ネ
ル
や
写
賃
で

紹
介
し
、
ジ
ュ
ー
ス
ト
・
官
」
の
空

き
出
で
使
っ
た
甑
四
＝
い
、
構
二

空
き
缶
で
作
？
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援

の
絵
文
字

に
し
よ
う
と
、
全

校
生
徒
が
持
ち
寄

っ
た
空
缶
約
一
万

一
千
個
を
色
別
に

針
金
で
つ
な
げ
て

吊
し
た
巨
大
な
絵

文
字
（
高
さ
四
m
、

横
二
十
五
m
）
を

制
作
。
同
校
と
同

国
を
「
L
O
V
E
」

の
文
字
で
む
す
ん

だ
用
図
に
仕
上
げ

た。
ま
た
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
コ
ー
ナ
ー
の

展
示
発
表
で
は
、
．
ハ
ネ
ル

や
カ
ラ
ー
写
真
で
同
国
の

政
治
情
熱
や
地
雷
の
恐
怖

を
訴
え
、
訪
れ
た
人
た
ち

に
絵
本
や
え
ん
ぴ
つ
な
ど

の
寄
付
も
呼
び
掛
け
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
今

年
六
月
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
井

戸
を
掘
り
な
が
ら
子
供
た

ち
へ
教
育
督
金
の
支
援
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
て
い

る
拓
本
美
術
家
で
奈
良
県

の
東
大
寺
の
僧
侶
、
内
田

弘
慈
さ
ん
を
知
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
。

内
田
さ
ん
の
生
き
方
に

感
銘
し
て
企
画
し
た
と
い

う
生
徒
会
顧
問
の
相
原
文

哉
教
諭
（
5
1
）
は
「
大
き

な
テ
ー
マ
を
持
っ
た
こ
と

で
生
徒
た
ち
が
生
き
生
き

と
動
い
て
い
た
し
、
や
り

遂
げ
た
こ
と
で
自
信
も
つ

か
ん
だ
よ
う
だ
」
と
生
徒

の
頑
張
り
に
目
を
締
め
て

いた。

協
力
ゝ
ポ
リ
ア
・
コ
ー
ナ
ー
鼠
〓
縛
中
央
⊥
押
下
吃

執
由
青
虫
の
作
蕎
中
庭
k
て
行
長
．

8
1
ア
ン
作
句
百
％
の
磯
子
と
．

L
月
に
1
当
日
。
鎌
手
し
。
皐
亨
／

週
刊
上
申
上
田
か
竜
宮
ン
吋
賢

哲
ソ
＆
肝
う
机
反
響
聖
人
さ
か
，
た
．


